


スタレー・ムニェスト広場

　ほら目の前にあるだろう。

　それが極上の果実だ。

　さあ口にするがいい。

　簡単なことだろう。

　そうそれでいい。

　うまいだろう。

　これでおまえたちも罪の子だ。

　選んだのはおまえたちだよ。

　石畳の広場を取り囲むのは、あざやかな青に染まる空に負けないほどのカラフルな建物たち。

　三階もしくは四階までは建物の形も窓の形も四角い。けれどそこから上の階は、まるで凝ったデザイン

の蓋のように個性豊かな形状をしている。

　建物の色合いもそれぞれが個性的。

　屋根の色はほぼ赤で統一されているが通りに面した壁の色が様々だ。

　クリーム色の壁の建物は窓枠に白が使われ、白い壁には灰白がアクセントを添え、青い壁には白いライ

ンが入ってすっきりとした装いを演出している。

　そんな色鮮やかな建物に囲まれたチェコのプラハにあるここスタレー・ムニェスト広場では常日頃から

屋台がマーケットを形成して市民の生活を支えている。同時にそうした買い物客や旅行客をターゲットに

したシャボン玉ショーや、数人単位で持ち寄った様々な楽器を使った演奏会といった大道芸も披露されて

いた。

　特に今はベリコノッツェ――復活祭のさなかだ。

　ベリコノチュニー・マーケットとも呼ばれるこの時期特有のマーケットでは、百以上の屋台や露店が並

ぶ。特設された観光客向けの屋台や露店ではデコレーションされた卵――ヴァイーチュカはもちろんのこ

と、地域特産の刺繍クロスや人形、木のおもちゃにグラス製品といった土産物から、オーガニック食品、

ソーセージ、チーズといった食料品まで取り扱う品物は多彩だ。

　屋台の中には食事ができるところもあり、店を取り囲むようにテーブルとイスが置かれている。

　ベリコノッツェといえばここチェコではマザネッツとベリコノチュニー・ナディフカだろう。

　マザネッツとはアーモンドとレーズン、そしてオレンジの皮の砂糖漬けが入った丸い大きなパン。ベリ

コノチュニー・ナディフカとはイラクサが入った肉詰めの燻製だ。もっともこちらに関してはイラクサを

食べるということが重要なため、家庭によっては他のイラクサ入りの料理が食卓にのぼることもある。

　たいていの観光客はせっかくだからとこの二つの料理を注文することが多く、用意された椅子に座る客

はひっきりなしに入れ替わっていくものの、テーブルには絶えずマザネッツとベリコノチュニー・ナディ

フカがのっているような状態だった。

　そうしたテーブルの一つで、十代後半の若い男女が、食べやすいように切り分けたマザネッツとベリコ

ノチュニー・ナディフカを、周囲の様子を眺めながらのんびりと食していた。

　ふたりともよく似た顔立ちをしている。瞳の色は共にグリーン。アッシュブロンドの髪を女は胸元まで

伸ばして、男は襟足をやや越えたあたりでカットしている。体形などは男女の違いがはっきり出ているも



のの、誰もが血縁関係にあると誤解するほど似ていた。

　屋台と露店と人とでひしめく広場を楽しげに見渡していた女の視線が一か所で止まる。気づいた男がそ

の視線を追った。

「リリス？　なにかおもしろいものでも見つかったか？」

　そこには柳の枝を編んで作った鞭の先にカラフルなリボンがつけられたポムラースカが売られていた。

　ベリコノッツェは春の訪れを知らせる祭りでもある。

　とはいえ未だ気温は低い。

　人々はコートやブルゾンで寒さをしのいでいることもあって、どちらかというと全体的に寒色系の洋服

を着ている人が多い。

　もちろんリリスと男――ゴドフリーもそうだ。ダウンコートもパンツもブーツもすべて黒で統一されて

いる。

　そんななかポムラースカにつけられたリボンはカラフルな暖色系が多く、行き交う人々が起こした風に

揺られていた。

　ベリコノッツェ期間中は屋台や街路樹にも色とりどりのリボンがたくさん括りつけられているし、屋台

などで売られているものには色あざやかなものもたくさんある。しかしポムラースカはこの国チェコにし

かないものだ。しかも鞭。チェコの名産品はほかにも売られているとはいえ、めずらしさもあって多くの

観光客の視線を集めている。リリスもその一人だった。

　納得がいったとゴドフリーは小さくうなずいた。

「ああ、そういえば明日が復活の月曜日だったな。買っていくか？」

　ゴドフリーがニヤリと笑えば、リリスは視線を戻してふっと息を吐きだすようにして笑った。

「レイが使いたいだけでしょう」

「だとしても、あれは女性の健康と若さを願うためのものなんだから悪いことじゃないだろう？」

「だったら買っていく？　私は構わないけど？」

　くすくすとリリスが笑う。

　ゴドフリーは肩をすくめた。

「買うにしても明日の朝でいいだろう。今日はまだ復活の主日だ。あれを持ったまま観光するのはさすがに

勘弁してくれ」

　それもそうだと同意して、リリスは再び広場へと視線を向けた。

　黒髪、栗毛、金髪、赤毛に白髪。雑多な髪色があふれているなかでふとリリスの視線をとらえたのは、プ

ラチナとゴールデンのペアだった。

　ポムラースカを売っている屋台の一つの前で、ゴールデンブロンドの少年がプラチナブロンドの少年の

肩を抱いてなにかを言っている。耳元でなにかを囁き、そしてポムラースカを指差す。

　ゴドフリーもその一組に気づいたようだ。

「あの歳にしちゃ初めてっぽいよな」

　不思議そうな言葉のとおり、十代後半くらいに見える彼らの歳であればすでに何度も経験していそうな

ものである。だがここからうかがえる範囲ではプラチナブロンドの少年はポムラースカ自体を知っている

ようにはみえなかった。

「ほかの国から両親の仕事の関係でチェコに来てせいぜい数か月ってところかしら？」

「まあそんな感じだろうな」

　雑多な髪色があるとはいえプラチナブロンドはめずらしい。リリスやゴドフリーのようなアッシュブロ

ンドでさえほとんど見かけないほど。どちらかというと濃いめの髪色のほうが多かった。



　あのプラチナブロンドが天然だとしたらスウェーデンかフィンランドあたりの出身かもしれない。

　観光客とは考えなかったのはチェコ特有の復活祭行事には疎いが、土地自体にはそれなりに馴染んだ印

象を受けたからだ。だからこそ数か月はここで生活しているのだろうと予測したのだ。

　リリスたちの視線の先で、少年たちは自分用のポムラースカをそれぞれ購入し終えて広場をあとにしよ

うとしていた。

「さて俺たちも移動するか」

　あまり長居をしてしまっては店に迷惑だろう。長尻はだいたいにおいて嫌がられるものだ。

　二人は手早くテーブルの上を片付けると席を立った。



ポムラースカ

　翌朝リリスとゴドフリーは再びスタレー・ムニェスト広場を訪れた。

　朝食はトゥルデルニーク――別名トゥルドゥロを買って食べた。

　トゥルデルニークとは小麦粉を練った生地を棒状に伸ばしたものを鉄の筒に巻きつけて、シナモンやナッ

ツそして粉砂糖などがはいったトレーの中で転がすようにしてまぶしてからオーブンにのせて焼いたパン

だ。生地を巻きつけた筒をゆっくりと回転させながら焼いていくのが特徴で、トッピングは店によってい

ろいろな種類がある。焼きあがったばかりのアツアツなトゥルデルニークは、外がサクサクで中がふわっ

ふわ。甘くて香ばしい香りと相まってぺろりと完食してしまう。

　腹が膨れたところで、昨日話していたとおりにポムラースカを買う。ついでに小さめの籠を二つと、卵

形のチョコレートをいくつか購入した。

　機会があるかどうかわからないが、リリスがお尻を叩かれたときにお礼として渡すためのチョコレート

とそれを入れるための籠。そしてゴドフリーが持っているポムラースカで叩くことになった際に、お返し

としてもらったチョコレートを入れるための籠だ。

　耳を澄ませるまでもなくすでに様々な年齢の男たちが、歌いながら手にしたポムラースカで女の人のお

尻を叩いているのがわかる。

　ゴドフリーもリリスへと顔を向けて歌いだす。

「ホディ、ホディ、ドップロボディ」

　ニヤニヤした顔を向けられたリリスは呆れたような顔をしたものの、すぐにクスリと笑って後ろを向い

た。

　ゴドフリーが歌いながらポムラースカでリリスのお尻を叩き始める。

『お祝いだ、お祝いだ、さあ行こう。色のついた卵をおくれ。それがだめなら白い卵を。色つき卵はほかの

雌鳥からもらうから』

　歌が終わればお尻叩きも終了だ。

　リリスは籠の中から卵形のチョコレート一つと、一つだけ買っていた装飾された卵――ヴァイーチュカ

を取りだしてゴドフリーへと渡した。

「はい、ありがとう」

「どういたしまして」

　そんな二人のやりとりを見ていた数人の男性がポムラースカを手に歌いながらリリスに近づいてきた。

その後ろには女性も数人いる。

「ホディ、ホディ、ドップロボディ」

「お嬢さん、我々にも卵をいただけるかな？」

「私たちには健康を」

　男たちはリリスに請い、女たちはゴドフリーに請う。

　リリスとゴドフリーは顔を見合わせると破顔した。

「お願いするわ」

　リリスが背中を向けると男たちは歌いながらポムラースカをふるった。

　そのあいだにゴドフリーのほうも女性たちに向かって歌いだす。さすがに一人一曲ずつというのは大変

なので、まとめて一曲で済ませてもらう。

　終われば、リリスは卵形のチョコレートを渡し、ゴドフリーは逆に受け取る。



　あっという間に用意していたチョコレートは品切れとなり、新しく買い求めた。

　さすがにゴドフリーがもらったチョコレートをそのまま人にあげるわけにはいかなかったからだ。

「まさか追加購入が必要になるなんて」

　足りなくなるよりはいいだろと、今度は多めに購入した卵形のチョコレートが山盛りにはいっている籠

を目の前に掲げてリリスは苦笑した。

「広場でやってれば観光客も地元の人間も関係なしだろうからな」

　ゴドフリーの言葉のとおり、このあとも何度も声がかかり広場を抜けるだけでそれなりに時間を費やす

ことになった。

　そのあと向かったカレル橋でも同じように次々と声をかけられる羽目になったが、人の多いところでは

仕方がないだろう。

　特に目的があるわけでもなし。しかも午前中だけの騒ぎとわかっているのだから付き合うのも悪くはな

いと、むしろおおいに楽しんだ二人だった。

　尖塔が多いことで知られるプラハは、それゆえ『百塔の街』という別名を持っている。

　けれど街中であたりまえに市民の生活の中にとけこんでいる建物も、古いものほど彫刻や彫像などの装

飾がみごとで、塔だけでなく、ただ通りを歩くだけでもじゅうぶん楽しめる。

　通りに面した正面玄関側が、顔をこしらえるように特に華やかに装飾されている建物たち。奥行きのあ

る細長い建物が隣同士密接するようにして、通りに沿ってぐるりと連なっている。

　ふらりふらりと歩きながら、一般のアパートの扉上部に掲げられた味のある看板を眺めてみたり、ショー

ウィンドウの向こうに飾られた木製玩具を鑑賞したり。

　人一人通るのがやっとという狭い路地にも信号機がとりつけられて、こんな道でさえきちんと通りとし

て認められているのかと感嘆したり。

　アパートが密集している地域では特にあちらこちらからホディホディという歌声が聞こえてくる。

　重なるように響き渡る笑い声は、こちらまでウキウキしてくるほど楽しげな色を多分にはらんでいた。

　そんななか、歩いていた道の先、アパートの玄関先に立っていた一人の少年が水をかけられた瞬間を、リ

リスとゴドフリーは目撃してしまった。

　復活の月曜日にポムラースカで男性が女性のお尻を叩けるのは午前中のみ。午後になって男性が叩こう

とすれば女性から水をかけられる――というのが決まりとなっている。がしかし今はまだじゅうぶん朝と

呼べる時間帯だ。

　どうしたことかとリリスとゴドフリーは視線をかわして同時に首をかしげた。

「どういうことかしら？　午前中に水をかけられるなんて話、今まで聞いたことなかったわよね」

「女性にとっては誰も訪ねてこないことのほうが屈辱だという話だからな。よっぽどのことがない限り追い

返すような真似はしないはずだが」

　ここで無体な態度を取れば来年以降誰も訪ねてこなくなるのは必至だ。苦手な相手であっても一応は受

けると思う、とゴドフリーは続けた。

　最近の若い女性のなかには家で待つだけでなく自ら積極的に外に出ていったり、逆に男性のようにチョ

コレートを欲しがったりするものもいるという話は、何度か屋台や露天で耳にした。最初に聞いたときは

二人揃って随分と驚いたものの、それも時代の移り変わりというものなのだろう。

　とはいえそれとこれとは別の話だ。

　そもそも家に来てもらえないほどであれば、外に出かけて行ったところで誰にも相手にされない可能性

のほうが高いだろう。

　だからこそ無難にやり過ごす方法を取るのが一般的な対応だといえる。



「そうよね。私だってそうするわ」

　実際二人とも何度かベリコノッツェを体験したことがある。その時々――時代によって多少の変化はあ

るものの、基本的なことは変わりないはずだ。

　今年ほど参加したことはこれまでになかったが、外から全体を眺めていたぶん大体の知識くらいはある。

　リリスは少しだけ考えるとゴドフリーを見上げた。

「あとをつけましょう」

　ゴドフリーは片眉を持ち上げた。

　軽く顎をしゃくって少年を指し示す。

「あいつは昨日のやつだろう？」

　少年がポケットから取りだしたハンカチで拭いている髪の色はプラチナブロンド。

　昨日スタレー・ムニェスト広場でゴールデンブロンドの髪の少年と一緒にいた彼だ。

「ええ、たぶんそうだと思うわ」

　髪色も背丈も年恰好も記憶のなかにある彼にぴったり重なるのだから、双子とかでもない限り別人とい

うことはないだろう。

　ひととおり体を拭き終わった少年は、リリスたちに背を向けて歩き出した。

　その様子を視界の端で捉えながら、リリスは「だからこそよ」と訴えた。



時間を確認

　プラチナブロンドの少年ブロルは濡れた髪や顔をざっとハンカチで拭うと、自身を見下ろした。

　身に着けているのは白い半袖のＴシャツに水色のジーンズ。

　コップの水をかけられたのは主に顔だったので、洋服のほうはさほど濡れていないようだ。薄い色だっ

たこともあり、多少濡れていてもさして目立ちはしないだろう。

　もっともかけられた水の量がコップ一杯分と少なかったおかげもあるのだが。

　それはさておき。

「どうして水をかけられたんだろう？」

　ポムラースカを使って女性のお尻を叩けるのは午前中だけだと教わった。午後に叩こうとすれば水をか

けられるとも。

　ブロルは腕時計で時間を確認してちょっとだけ小首をかしげる。けれどすぐにまっすぐに前を向いて歩

き始めた。

　ちらりと視線を上に向ければ突き抜けるような青空。

　四月にはいったばかりではあるが、ブロルは寒さには慣れているし、そもそもブロルを含めて十代くら

いの子供は今ぐらいの時期になれば外に出るときも半袖のことが多い。今日のように晴れて暖かな陽気に

なればなおのこと。

　ベリコノッツェは毎年開催期間が異なる。三月上旬に開催の場合であればまだしも、今年のように四月

に入ってからおこなわれるのであれば、地元の人間はすでに身軽な服装へと衣替えを済ませている者が多

い。期間中に冬の装いのままの人間は、だいたいが観光客と相場が決まっている。

　ここより暖かい地域から観光に訪れたものにとってはもちろん防寒のためだが、仮に着たままでは暑い

と思っていても荷物になることを嫌がってそのままにしている人もいるからである。

　そうした観光客でさえ楽しそうに歌いながらポムラースカを使っているところを、ブロルは遠目で眺め

ながら歩いて行く。

　やがて目的のアパートにたどり着いたブロルは、通りに面した扉をくぐって廊下を進み、ひとつのドア

をノックした。

　玄関扉から顔を出したのは目的の少女だった。

　二度目であってもやはりこのセリフを口にするのは恥ずかしい。ブロルはそんなことを考えながら、口

を開いた。

「やあミレナおはよう、今日のパンツは何色だい？」

　ブロルの訪問を嬉しそうに迎えていたミレナはその瞬間、ブロルをにらみつけて、そばにおいていたコッ

プの水をブロルの顔に向かってかけてきたのだった。

「え？」

　ブロルのつぶやきなど聞こえていないとばかりに、扉が大きな音を立てて勢いよく閉められた。

「僕がほしいのは水じゃなくて卵なんだけどなー」

　後頭部に手をあてて軽くなでさする。

　しばらくして大きく息を吐きだしたブロルは、顔だけをざっとハンカチで拭うと通りに出て次の家へと

向かった。

　顔を拭っただけなのでブロルの髪はまだ濡れている。

　そんな姿を、玄関に現れた栗毛の小柄な少女は怪訝そうに眺めながらもブロルの訪問を喜んでいたよう



だった。ブルーの瞳が期待に揺れる。けれど。

「おはようイヴェタ、今日のパンツは何色だい？」

　ブロルがそう言ったとたん、イヴェタは傷ついたように唇をかみしめて、やはり水をかけてきた。

「ブロルなんてもう知らない。二度と話しかけてこないで！」

　叫びながら閉ざされた扉。イヴェタの声はわずかに震えていた。

　さすがにこれにはブロルは慌てた。すぐさま扉に取りすがる。

「ちょっと待ってイヴェタ。どうして泣いてるの？　僕なにかした？」

「なに言ってるのよ、今したじゃない。女の子にそんなことを訊くなんて失礼よ」

　イヴェタはまだ扉の向こうにいたらしい。とりあえずいらえがあったことにホッとしつつ、ブロルは誤

解をとこうとした。

「だってそういう決まりなんでしょう？」

「そんなわけないじゃない！」

「だって僕ペトルにそう教わったよ？」

「……ペトルに？」

「うん、そう。だって僕にあれこれ教えてくれるのはペトルしかいないんだし……」

　二人のあいだに沈黙が横たわる。脳裏に思い描くのはどちらも、ゴールデンブロンドでクラスと転校生

のまとめ役を務めるペトルの姿だ。

　父親の仕事の関係で短期間で住まいを移動するブロルに友達と呼べる存在はいない。

　だからブロルは、どこの学校でも担任教師が指名したまとめ役に教わるしかなかった。

　もちろんクラスメイトと話はする。まとめ役がそばにいなければ近くにいるクラスメイトに自ら声をか

けて教えを請うこともあれば、話しかけられて会話を楽しんだり、ゲームで遊んだりもしたが、いずれも数

合わせのその場限りで一時凌ぎな付き合いでしかない。

　クラスメイトは、ブロルが数カ月前に転校してきた生徒だと知っていても、だからこそベリコノッツェ

についての知識がないということまでは思い至らなかった。

　なぜなら復活祭は世界各地でおこなわれているからだ。

　復活祭は珍しくなくとも、ポムラースカを使ったイベントはチェコだけだということに気づいていない

ものが多い。自分たちにとってはあたりまえのことすぎて考えつかないのだ。

　なまじ観光客でさえどうすればいいのか知っているものだから、よそからきたブロルも当然知っている

ものと思い込んでいたともいえる。

　カチリとドアの鍵が開けられた音がブロルの耳に届いた。

　ブロルが手をはなして一歩さがると、玄関扉がゆっくりと開いてうつむいたイヴェタが姿を見せた。

「詳しく聞かせてくれる？」

　どうしてこういうことになったのか。順をおってちゃんと話して欲しいというイヴェタ。

　ブロルはすぐに承諾して、先を歩くイヴェタについていった。

　いつもは編みこまれているイヴェタの髪は今日はおろされていて、歩きにあわせて小さく揺れている。

チェコの民族衣装の面影をかすかに残すバルーンスリーブの白いブラウスにかかる栗毛は、日差しを浴び

てよりいっそうその動きをブロルに知らしめた。

　見慣れない姿に落ち着きの悪さを覚えながらも視線をそらせることができず、ブロルはただイヴェタの

髪に引かれるようにして歩いた。

　イヴェタが足を止めたところは人の少ない川岸の木陰だった。

　二人はあいていたベンチの一つに腰掛ける。



「それで……、どうしてあんなこと言ったの？」

　パンツの色をたずねるだなんてブロルだって恥ずかしかったのだ。女の子のイヴェタが気まずい思いを

するのは無理もない。歩いているあいだもイヴェタはずっとうつむいたままだったが、風が栗毛のカーテ

ンをかきあげた隙にちらりと見えた顔は目元がやや赤いものの涙の跡は見受けられず、ブロルはそっと胸

をなでおろした。

　イヴェタにきかれるままに、ブロルは素直に答えていく。

　ブロルが教わったのは、まず日頃から交流のある女の子の家に行って「今日のパンツは何色だい」って問

いかけるということ。

　相手が答えたパンツの色は、身に着けているものではなく気持ちをあらわしているということ。

　赤なら好き。

　黄なら興味なし。

　青ならチャンスあり。

「え？　それってポムラースカで叩かれたあとに、女の人がお返しとして渡すマシュレっていうリボンの色

のことじゃないの？」

　思わずといった感じでイヴェタが顔を上げて目を丸くした。ブルーの瞳はまっすぐブロルに向けられて

いる。

　基本的にお返しとして卵形のチョコレートを渡すけれど、それ以外のお菓子を渡すこともある。大人同

士の場合は更にポムラースカの先にマシュレを結びつけるしお酒を振舞ったりもする。

　もっともマシュレの色で気持ちを伝えていたのは昔の話で、今はただお返しとしての意味しか残っては

いない。

「そうなの？　最初に色をたずねて黄以外の色を答えた時だけポムラースカでお尻を叩くことができるって

教わったんだけど」

　ほかには、ポムラースカでお尻を叩くことができるのは午前中だけ。午後になってしまったら相手の女

性から水をかけられてしまうということ。

　ホディホディという歌はおまじないで、おまじないが終わるまで叩き続けるということ。

「おかしいのは最初の失礼なセリフだけね」

　最後まで答えた結果、パンツの色をたずねること以外は変なところはなかったようだ。

　ようやく水をかけられた原因がわかったものの、女の子に恥ずかしい思いをさせてしまったことが明ら

かになったわけでもあり、ブロルは申し訳なくていたたまれない気持ちになった。顔を伏せると後頭部に

手をあてて軽くなでる。

「そうなんだ。ミレナやマリアにも悪いことしちゃったな」

「ミレナやマリアのところにも行ったの？」

「うん。そう。イヴェタで三人目。ペトルがいないときにいろいろ教えてくれたのは君たち三人だったし。

だから僕がポムラースカを持って訪ねていっても君たちなら相手してくれるんじゃないかって思って、家

が近い順に回ってたんだよ」

「そうだったの。でもミレナたちなら謝ったら許してくれると思うわ」

「そうだね、これから行ってみるよ」

　さっそくとばかりにブロルが立ちあがろうとする。それを見てイヴェタが思い出したように声をあげた。

「あ」

「どうしたの？」

「まだ午前中でしょ。せっかくだから叩いていく？」



　仕切りなおしを勧めてくれるイヴェタに感謝してブロルがポムラースカを構えると、後方から声がかかっ

た。

「私たちも混ぜてもらえるかしら？」

　ブロルたちが振り返った先には、アッシュブロンドの髪をしたよく似た顔立ちの少年少女が立っていた。

　先ほどの声はこの少女が発したものらしい。

　笑顔で軽く手をあげている。

　横にいた少年がポムラースカを軽く掲げて小さく横に振った。



卵の代わり

　ブロルとイヴェタに声をかけたのは、リリスとゴドフリーだった。

　こっそりあとをつけて話を聞いていたのだ。

　名乗りをあげたのは、今度こそブロルが安心してポムラースカを使えるようにと考えてのことだ。自ら

首を突っ込んだのだからこの程度の手間が増えるくらいなんということもない。

　ゴドフリーと一緒に叩けば恥ずかしさも緊張も軽減して楽しめるはず。

　ましてやベリコノッツェに浮かれている観光客を装っていれば、声をかけたタイミングの不自然さなど

気づかれはしないだろう。

　案の定ブロルとイヴェタは小さく苦笑をもらしながらも二つ返事で受けいれてくれた。

『お祝いだ、お祝いだ、さあ行こう。色のついた卵をおくれ。それがだめなら白い卵を。色つき卵はほかの

雌鳥からもらうから』

　最初にイヴェタのお尻をブロルとゴドフリーが叩き、次いでリリスのお尻を叩く。

　リリスからのお返しはもちろん卵形のチョコレート。けれどイヴェタはそこで「あ」と声をあげると、口

を両手でおおった。

「私、卵を持ってきていなかったわ」

　話を聞くだけのつもりだったイヴェタは手ぶらで外出していたのだ。

　わざわざもう一度家まで来てもらうのは気がひけると、両頬に手をあてて悩むイヴェタ。

　ブロルは慌てて自分の顔の前で、広げた両手を交差させるような感じで何度も振った。

「そんなに悩まなくていいから。僕は卵が欲しかったんじゃなくてベリコノッツェを楽しみたかっただけな

んだから。ホント気にしないで」

「でも……」

　それでは悪いからと言いかけたイヴェタは、なにかを思い出したようにいったん口をつぐむと、ジーン

ズの右前ポケットに手をいれて赤いヘアリボンを取りだした。それを確認して小さくうなずくと、ブロル

を見上げてニッコリと笑う。

「ねえブロル、ちょっとだけポムラースカを貸してちょうだい？」

「それって……」

「うん、このリボンをポムラースカの先に結ぶのよ」

「いいの？　誤解されちゃうかもしれないよ？」

　赤いリボンの意味は「好き」だ。

「誤解じゃないから」

　イヴェタの小さな声はそれでもきちんとブロルへと届いた。

「私、ブロルのことが好き。だからこのリボンを結ばせて？」

　顔を真っ赤に染めたイヴェタは恥ずかしそうにちらりとブロルの顔を窺う。それはブロルから見れば上

目でねだられているように見えた。赤みが伝染したかのように、瞬時にブロルの顔も赤く染まる。

　唸りながらせわしなく目線をあちこちに飛ばしていたブロルは、やがて覚悟を決めたようにポムラース

カを持ちあげてイヴェタに向けた。

「お願いします」

　リリスとゴドフリーは、イヴェタがリボンを取りだした時点でそっと離れて二人を見守っていた。

　嬉しそうにリボンを結ぶイヴェタを見て、これ以上は手をだす必要はないと感じたリリスたちはそのま



ま立ち去ろうとした。

　ブロルが腰をかがめてイヴェタへと顔を近づけていくところで視線を外して完全に背を向ける。

　そんなリリスたちの足を止めて再び振り向かせたのは、ブロルのくしゃみだった。

「あら。風邪をひいたのかしら？」

　リリスがつぶやけば、イヴェタは口元に両手をあてて顔を青ざめさせた。

「私が水をかけたから……」

　そんなイヴェタにブロルは笑顔を見せながら首を横に振った。

「僕がちゃんと乾かさなかったからだよ」

　更にくしゃみを追加したブロルを見かねて、リリスが提案をする。

「私がイヴェタさんを家まで送るから、レイはブロルさんを送ってきてちょうだい。そうすれば二人とも安

心して家に帰れるでしょう？　私たちは用事もないし、仲間にいれてもらえたお礼をさせて？」

　リリスは軽く握った手でポムラースカを持って叩くふりをした。

　ゴドフリーがリリスの後押しをするように続ける。

「そのついでといってはなんだが、このあたりで旨いものが食べられる店を教えてもらえると助かる。ブロ

ルさんは早く着替えて休んだほうがいいし、俺たちの昼食のためにもここはうなずいてくれないかな？」

　地元ならではの店で食事を楽しんでみたいと思うのは観光客にはよくあること。

「頼むよ」

　ゴドフリーがそっとお腹をなでながら重ねれば、ブロルとイヴェタはようやく了承した。

　ちょうど二人の家に向かう途中にあった店を紹介してもらい、リリスとゴドフリーはこの店の前で待ち

合わせることにして、まずはブロルとイヴェタを自宅へと送り届けた。

　ありがたいことにイヴェタを家の玄関まで送った際に、ゴドフリー宛のチョコレートと一緒に夕食に最

適な店まで教えてもらえることができた。リリスは嬉々として合流地点へ戻ったのだった。

　待ち合わせの店に到着してあたりを見回すと、ちょうどすぐ近くの角からゴドフリーが姿を見せた。

「ちょうどよかったみたいね」

　ゴドフリーもすぐに彼女に気づいて手を上げて合図してきた。笑みを浮かべたリリスは返事をするよう

に軽く手を振る。

「彼の様子はどうだったの？」

　ブロルの風邪の具合を尋ねる。

　あのあとも何度かくしゃみを繰り返して、家に着く頃には熱も出始めたようだった。さすがにこの時期

にコップ三杯分の水を浴びればいくら若いといっても風邪くらいは引いて当然だろう。

「こじらせないうちに早めに休むようにいってきたし、風邪薬を飲んでしばらく寝ていればすぐに治るだろ

う」

「それもそうね」

　医者でもないリリスたちにはこれ以上のことはできなかったし、するつもりもない。

　ただ気に食わないともいえる引っ掛かりもあってすぐには忘れることまではできそうになかったが。

　とはいえまずは昼食をとるために教わった店へと入っていく。

　そこで元凶と遭遇したのだった。

　奥にあるテーブルで騒いでいたのは、昨日スタレー・ムニェスト広場で見かけたゴールデンブロンドの

少年だった。ブロルに嘘のポムラースカの使い方を教えた張本人、ペトルだ。

　漏れ聞こえる話から推測するに、どうやら物陰に隠れてブロルのことを見ていたようだ。

　水をかけられていた様子を、同じテーブルを囲っている少年たちへ面白おかしく話してきかせている。



「胸糞が悪いやつだな」

　横目で一瞥したゴドフリーが吐き捨てるようにつぶやいた。

　全面的に同意だ。

　小さくうなずいたリリスはグリーンの瞳を眇めてペトルを流し目で見ると、一瞬だけその瞳を閃かせた。

ただしそれをとらえることができたのはゴドフリーただ一人だけだったが。

　次の瞬間ゴドフリーは片方の口角を持ち上げた。

「きたか」

　どうしたことか声音も一気に楽しげなものへと変わっていた。

　そのあからさまな態度にリリスは呆れた表情を浮かべはしたものの、彼女自身も気持ちは同じだ。

　ふっと息を吐きだすようにして口元を緩めると軽く肩をすくめた。

「ええ、きたわ」

　それだけでゴドフリーには通じる。

「だったらここでの食事も控えたほうがいいかな」

「なに言ってるのよ。そんなことしても無意味だってことわかっているくせに」

「もちろん言ってみただけさ。せっかくの食事を味合わないなんてそんなもったいないことするわけがな

い」

「そうそう。せっかくのおすすめ店なんだから。ああ。そういえばついでに夕食のほうも教えてもらえた

わ。おすすめのお店」

「へえ、そりゃ楽しみだ」

　ゴドフリーはニヤリと笑った。

　奥のテーブルでは相変わらずペトルたちが騒いでいたが、どんな発言が飛び出してもそれに対して反応

することなく、ただ加害者側の自白という情報として扱った。



血の気が多いなら血抜きをしよう

　食事を終えたリリスとゴドフリーは適当にくつろいでから店をあとにした。

　まだまだ話に花を咲かせているペトルが店を出るのは時間がかかるだろう。

　下手にペトルを見張って店に居座ると変に覚えられてしまうかもしれない。

　あまり目立つことをよしとしない二人は店を出ると死角へと潜り込んだ。何度か不自然にならない程度

に人目を避けて、ペトルが店を出て一人になるまで時間を潰せる場所へと移動した。

「ここなら大丈夫だろう」

「そうね」

　やがて上機嫌で店から出てきたペトルは仲間たちと別れた。すでに日没間近。このまま家路をたどるだ

ろう。

　リリスたちは付かず離れずでペトルのあとを追った。

　そして人の目が途切れた一瞬の隙を狙って薄暗い路地へと引きずり込む。

　壁にペトルの胸を貼りつけるようにしてゴドフリーが後ろから押さえつけ、リリスはなにかを振り払う

ような仕草で軽く腕を動かした。

　とたんに三人を闇が包み込む。

　姿を隠し、音を遮断し、気配を消すための結界だった。これでどれほど暴れて喚き散らそうとも周囲へ

気づかれることはなくなった。

「なにするんだ！」

　胸を壁に押さえつけられているペトルは、必然的に顔を横に向けて頬も壁にぺったりとついている。ま

るで壁に俯せになっているような状態だったが、いっこうにおとなしくなることはない。どうにか拘束か

ら逃れようと体全体で暴れながら大声で叫んでいた。

　ゴドフリーは眼の前にあるペトルの耳元に口を寄せた。

「おとなしくしろ。ちょっと聞きたいことがあるんだよ」

「聞きたいこと？　こんな扱いをする奴に答える義理はない」

「なんだ、親切で言い訳を聞いてやろうとしたんだが、必要なかったか。だったらこっちの勝手な判断でさ

ばいても問題ないな」

　先の尖ったゴドフリーの爪がペトルの頬をなぞる。いったん止めて、軽くつつけばペトルはとたんに泣

き言をもらし始めた。

「やっ、やめろっ。いったいなにが聞きたいんだ」

「なんだ。たわい無い」

　ゴドフリーが残念そうにつぶやく。

　リリスはため息をこぼしながらゴドフリーの愛称を呼んだ。

「レイ」

「わかってるさ」

　軽い返事だったがそれはある意味いつものこと。

「だったらいいけど」

　きっと他のものがそのようすを見ていれば、それだけで済ませるのかと呆れた視線を向けたであろうが、

リリスからしてみれば結果が良ければそれでいいくらいにしか思っていない。ましてやリリスもゴドフ

リーも好きでやっているわけではないので、多少の遊びの要素は脱線しすぎなければ容認してもいた。



「さて、それじゃ、聞かせてもらおうか」

　そう宣言したゴドフリーは、ペトルに最初の質問を投げかけた。

「プラチナブロンドの少年を知っているな。お前がスタレー・ムニェスト広場で一緒にポムラースカを買っ

ていた少年だ」

「クラスメイトのブロルのことか？」

「そう。その少年にベリコノッツェについてどう教えた？　特にポムラースカの使い方についてだ」

「なんだよ、そういう言い方をするってことはもう知ってるってことだろう？　だったらわざわざ僕が答え

る必要はないじゃないか」

「いいのか？　事実と違うことを言われているのかもしれないぞ？」

　そう半ば脅すようにいえば反論は諦めたのか、嫌々ながらという心情が口調にありありと込められてい

たが、それでもペトルは必要なことを順に話し始めた。

　ゴドフリーたちはこの程度の反抗には慣れているので気にしなかった。むしろペトルは素直な部類に入

る。だから些細な反抗心はあっさりスルーして、話の内容にだけ耳を傾けてブロルから聞いた話と照らし

合わせていく。自白した内容はすべて一致した。

「なぜそんな嘘をついたんだ？」

「あいつがいつまでも転校しないからだよ。長くても半年しかいないって先生が言うからまとめ役を引き受

けたんだ。それなのに半年をすぎてもまだ転校しない。しかもクラスの女の子たちにあのプラチナブロン

ドがかわいいとかなんとか言われて浮かれてるし。あいつがいるとろくなことにならないからだよ」

　要するに女の子を取られた腹いせといったところか。たしかにこのゴールデンブロンドならば王子様と

騒がれても不思議はないかもしれない。そうしたものに憧れるお年ごろでもある。

　ゴドフリーはリリスへ視線を向けた。

　軽く肩をすくめただけでリリスはなにも言わなかった。

　だが同意するように肩をすくめてみせたゴドフリーの態度から、同じようなことを思ったに違いない。

　いわく、ただの嫉妬だと。

「それで？」

　わかってはいたがそれでも先を促せば、ペトルはもうついでとばかりにあっさりと暴露した。

「だからあいつに恥をかかせて、女の子たちから嫌われるように仕向けたんだよ。そうすればうまくいけば

学校に来なくなるかもしれないからな。むしろそうなって欲しかったからやった。あんなやつ学校をやめ

てしまえばいいんだ」

「くだらないな」

　ゴドフリーの声音が低く凄みを帯びたものへと変化した。

「自分がモテたいから？　一番になりたいから？　そんなことのためにお前に頼らざるをえない相手を騙す

のか。クズだな」

　ペトルが着ている黒のポロシャツの襟を右手で引っ張るようにして首筋をさらす。

「なにをするつもりだ？」

　ゴドフリーから漂いはじめた冷たい気配に怯えたように、ペトルの声はわずかに震えていた。

「血の気の多い若者には血抜きが必要だろう」

　ニヤリと笑ったゴドフリーの口元からは二本の牙が覗いていた。

　左手でペトルの後頭部を押さえ。

　右手でペトルの右肩を押さえる。

　そうやってあわらになった首筋に口を寄せたゴドフリーは、ペトルがちらっと脳裏に思い描いたとおり



に牙を立てた。

　痛みはそれほど感じないはずだが、襲われているという事実によってペトルの喉は悲鳴をほとばしらせ

た。

　そこにいったん口を離したゴドフリーの罵声が紛れ込む。

「まっずっ！　まずいッ！　お前の血、まずすぎッ！」

「だったらやめろよ！」

「好きでやってるんじゃないんだ！　そもそもお前たちみたいな奴がいるから俺がこんなまっずい血を飲ま

なきゃならないんじゃないか」

「だから飲まなきゃいいだろう！　はなせー」

「うるさい！　こっちにも事情があるんだよ。ったく、どうせならうまい血を飲ませろよ」

「そんなこと知るかっ」

「知れよ！　血の味なんて心根と生活次第でどうとでも変わるんだ。だからまずいのは確実にお前自身が原

因なんだよ」

「だから飲まなきゃいいだけのことだろう！」

「だったら死ぬか？」

「嫌だ！」

「ならおとなしくしてろ。俺がまっずい血を飲んでお前の血気を抑えてやるから、これを機会に改心しやが

れ！　でないと今度こそ命を落とすぞ」

　ひととおり叫んだゴドフリーは観念したように再びペトルの首筋に顔を伏せると、あまりのまずさに顔

をしかめつつも血をすすり始めた。

　もちろん改めて牙を立てた際には、ペトルの口から情けない悲鳴が漏れた。

　もちろんこうしたペトルの悲鳴や泣き言もゴドフリーの罵声も、リリスが張った結界から外に漏れるこ

とはないので、ペトルにとっての助けどころか野次馬すら来はしない。

　口が塞がって喋れないゴドフリーの代わりに、リリスが口を開く。

「死にはしないわ。これはただのお仕置き。反省して心を入れ替えればなんということはないわ。ただし私

たちのことを喋ったり、今までと同じようなことを続けようとすればその牙が刺さっている場所に残した

痣から出血して、場合によってはあなたが歓迎しない結果を招くこともありうるというだけのことよ」

「吸、血鬼……」

　ようやく頭が冷えてきたのか。目を瞠ってリリスを見つめるペトルが今更ながら口にしたつぶやきは、

彼女たちの本質をただしくとらえていた。

「ええ、そうよ」

「でもあれは想像上の化け物で」

　その化け物に向かって「化け物」と言ってしまったことにすぐさま気づいたペトルが慌てたように口を

閉ざす。

　リリスはマニュアルのような反応をするペトルがおかしくてクスリと笑声をこぼしてしまった。

　とたんにムッとした表情を浮かべるところすら余計に笑いを誘ってしまうのだということにペトルは気

づかないようだ。さらに眉間にシワが増えていった。

（仕方が無い）

　まだまだ少年なのだから、失敗を重ねたり、未熟なところがあるのは仕方が無いことなのだ。

　だがそれにも限度というものがある。取り返しのつかないことというのは、見えないだけでいつだって

すぐそこにある。奈落は常に大口を開けてつまずいたものを呑みこもうと構えている。だからこそ足取り



が危なっかしいものがいれば早めに対処しなければならない。

　もちろんすべての人間の監視などできはしない。

　それはわかっている。

　けれどゴドフリーが言ったように好きでやっているわけではないとしても、人の道を踏み外すものが少

しでも減れば、彼女たちも楽に生きられるようになるのはまちがいない。

　叶わぬ未来ではあっても少しでも近づければと思うことは、人の身ではないリリスたちとて感情のまま

に願うことはある。

　改めてペトルへと視線を向けたリリスは、眉間にシワを寄せて唸る彼が正しき道へと戻ることを願った。

　だがそこでふとリリスはひとつ疑問を浮かべた。

　ペトルは割と素直に感情を見せている。悲鳴をあげたり、不機嫌そうにしたり、唸ったり。

　そんな彼がいったいどうして。

「そういえばなぜ嘘をつこうなんてことを思いついたの？　先生にまとめ役を降りたいって相談しようとは

思わなかったの？」

「そうすればブロルが学校に来なくなるはずって教わったからだよ」

「教わった？　誰に？」

「知らない。初めて会った黒いスーツを着た男の人だった」

「知らない人の言うことを鵜呑みにしたの？」

　あまりの単純さに呆れたとあからさまに示せば、ペトルは苦虫を噛み潰したように顔をしかめた。

　リリスはとりあえず話を先に進めた。

「どんな外見の人だったの？　覚えてる範囲で構わないから教えてちょうだい」

　リリスにとってはこちらの情報のほうが大事だった。

　結局はペトル自身が気持ちを入れ替えて行動で示していかなければ、表面上だけではどれだけ殊勝な態

度で反省してみせたとしても意味は無いからだ。

「黒いスーツを着た男の人で、真っ白い髪を後ろになでつけるように流してて、黒いサングラスをかけてた。

なんだかＳＰみたいでかっこいいなーって」

「話すきっかけは？」

「僕がカフェで友達に愚痴をこぼしてたのを聞いたとかで、家に帰る途中でその人が声をかけてきたんだよ」

　あんたたちとは違って。

　そう付け加えたペトル。この状態でまだ嫌味がいえるとは。リリスは逆に感心してしまった。

「それはそうでしょう。ただ話をするだけなら私たちだって無理やりこんなところへ連れてくるようなこと

はしないわよ」

　リリスたちは最初からペトルに吸血行為を仕掛けるつもりだったのだから。

　ペトルの悪行を知った際にリリスの瞳が一瞬閃いたが、それは指令がくだったという印だ。リリスだけ

が見ることができる使者が訪れたとき、彼女の瞳は閃くのだ。ゴドフリーはそれを知っているからこそ、そ

の瞬間から機嫌が上昇したのだ。

　しかしそうした事情を聞いて眦を決したのはペトルだった。

「最初からこうするつもりだったのならわざわざ僕の言い訳を聞く必要なんかなかったじゃないか！　親

切ぶって僕をからかったのか？　そうやって散々弄んで、最後にはお仕置きの一言で片付けようとしてた

んじゃないのかよ。はっ、血抜きだ更生だって調子のいいことをいって、結局血を吸いたかっただけだろ

う！」

「そんなわけないでしょう」



「現に血を吸ってるじゃないか」

「本当に吸血目的ならあなたみたいなまずい血を飲んだりしないわよ」

　リリスはペトルを蔑むような目つきで見返した。

　好きで飲んでいるのではないと、ゴドフリーが何度も言ったにもかかわらず全然聞いていなかったよう

だ。単に覚えていないだけとも言えたが。

　そもそもリリスたちはまったく嘘はついていない。その必要すら感じていない。

　吸血鬼であることも隠していないし、事情があって仕方なくおこなっていることもちゃんと口にしてい

る。

　もちろんだからといって彼ら人間からしてみれば「化け物」でしかない「吸血鬼」の言葉など信用できな

い、という気持ちはわからないでもない。

　とはいえ。

「あなたがその見ず知らずの男にそそのかされたせいでこんな目にあっているということも忘れないでちょ

うだいね。それに最終的に実行したのはあなた自身だし、あなたがさっきまでいた店で仲間たちに言いふ

らして笑いものにしていたのは事実でしょう」

　腕を組んだリリスは責めるような口調でペトルに己の所業を突きつける。ゆっくりと足を進めたリリス

は、ペトルのすぐそばで足を止めた。

「この結果を招いたのはあなた自身。他のだれでもないわ」

　言い切り、ねめつけるようにしてペトルに向けられていたリリスの瞳はしかし、刹那ののちに困惑をあ

わらにして後ろを振り返った。

「え……」

　リリスの瞳が状況を把握しようとしてせわしなく上下左右に向けられる。

　そしてひとつの火影のように揺らめきながら光る小さなコウモリの姿を見つけた。

　この光のコウモリはリリスにだけ見える使者だ。

　リリスが使者の姿をはっきりと捉えた直後、そのコウモリは飛来したなにかに貫かれて弾けるようにし

て粉々に砕けてしまった。

　コウモリを貫いて失速しつつもリリスたちへ襲いかかったのは闇色のタガーだった。

　結界が欠けた音ならぬ音が伝わるなか、リリスは反射的に取りだしたタガーでそれを弾く。彼女が持っ

ているタガーも闇色だった。

　その後も次々と飛んでくるタガー。

　闇の結界のなかに投げ込まれる闇色のタガー。

　人の目では捉えきれないそれもリリスには関係なく見ることはできる。しかし数の多さと速さにはそう

対応しきれるものではない。取りこぼしたものが徐々にリリスの体に創傷を増やしていく。

「く……っ」

　またひとつ脇腹にタガーが刺さる。

　リリスは歯を食いしばってさらに投げ込まれたタガーを可能な限り弾き飛ばそうとした。背後にはゴド

フリーとペトルがいるのだ。避けるという選択肢はない。

（まだなの……？）

　振り向く暇さえ与えられない状況で、ただひたすらゴドフリーが吸血を終えるときを待つ。

　増えていくばかりの傷口から流れでる血。そんな状態で動き続けていれば出血が余計にひどくなるのは

あたりまえのこと。徐々にリリスは貧血気味になってきた。

　かすみ始める視界。



　動きが鈍くなってきた体。

　内心で舌打ちするリリスの耳に待ち望んだ声が届いたのはその直後だった。

　ペトルの首筋から牙を抜いて、傷口を舐めて癒したゴドフリーは、落ちていた闇色のタガーを一本拾う

と、結界に開けられた穴に向けて投げ飛ばした。

「待たせたな」

「遅いわよ」

「悪かった。とりあえず消していいぞ」

　吸血行為を終えたことで結界は必要ないというゴドフリーの言葉に従って、即座に解く。結界はこちら

からの攻撃も阻んでしまうからだ。

　そのあいだにゴドフリーの武器である闇色の鞭は、襲撃者に向かって打ち込まれていた。

　けれど襲撃者は結界が消えると同時に数歩飛び退って、鞭の射程外へと逃れてしまっていた。

　目標を失った鞭の先端が虚しく地面を叩く。

「チッ」

　ゴドフリーの舌打ちが聞こえる。リリスも同じ気持だ。慌てもしないであそこまでスムーズに動かれて

は、こちらの行動を読まれているようでいっそう腹が立つ。

　二撃目を打ち込もうとゴドフリーが鞭を引き戻すあいだに、襲撃してきた黒いスーツを着て黒いサング

ラスをかけた白髪の青年は、ちらりとペトルのようすを一瞥しただけで身をひるがえすと、日も暮れてめっ

きりと暗くなった路地の奥へと溶けこむようにして逃げ去っていった。

「くそっ」

　吐き捨てた言葉そのままに苛立ったように頭をかき回したゴドフリーは、けれどすぐにリリスのそばに

戻ってきた。

「リリス大丈夫か？」

「まあ、なんとか」

　本当は白髪の青年がいなくなったところで、いっきに痛みと脱力感が襲ってきたために立っているのも

辛いくらいだが、それを隠してリリスは小さく笑った。

　ここにはまだペトルがいるのだ。彼は地べたに座り込んで壁にもたれかかっていた。

「ペトル」

　リリスがペトルの名前を呼ぶと、彼はうなだれていた頭を持ち上げた。

「あなたをそそのかした男というのは、今の男だった？」

　自分たちを襲った男も、ペトルをそそのかした男も、外見の印象としては同じだ。黒いスーツに黒いサ

ングラスに白髪。三つのポイントは重なっている。それ以外の特徴を問えば、ペトルはすぐにうなずいた。

「たぶん同じ人だと思う。サングラスのせいでもともと顔はよくわからないから断言はできないけど、背格

好はまさにあんな感じだった」

「そう。ありがとう」

　リリスがそういえば、ペトルは驚いたように目を瞠った。

「なによ？」

「あ、いや、お礼を言われるとは思わなくて……」

　ペトルにしてみれば、いきなり路地に連れ込まれて、責められて、吸血されて、挙句の果てに――別人か

らとはいえ――命まで狙われたのだ。

　これまでの言動は、指摘されればなるほど幼稚で恥ずかしいことをしていたのかと赤面してしまうほど。

そうした背景をごまかす意味も兼ねて、我が身可愛さにきかれたことに都度答えただけであって「ありが



とう」などという言葉が飛びだしてくる要素など考えられなかったのだろう。

「とりあえず家まで送るわ」

　二人が話をしているあいだに、リリスの体に刺さっていたタガーはゴドフリーがすべて抜いて止血程度

とはいえ傷も一応塞いである。洋服の破れまでは現時点ではどうしようもないが、昼間と違ってそれほど

目立つこともないだろう。ペトルを家に送るくらいはなんとかなる。

　さきほどの男が再び襲ってこないうちにペトルはさっさと家に帰ったほうがいい。すでに姿を見られて

しまったのだから口をふさぐ必要はないのでこれ以上は襲ってこないと思うが、それでも用心しておくに

こしたことはない。

　そう説明すれば一瞬だけ悩んだものの、ペトルもさっきの今で一人で夜の道を歩くのをためらったよう

で、断りの言葉がでることはなかった。

　多少の貧血を起こしてはいるものの、掛かった時間に反して命に関わるほどの吸血はおこなっていない。

逆に体を気遣ったからこそ多くの時間を必要としたのだから。

　立ち上がった直後は僅かにふらつきをみせるも、数度またたきを繰り返したあとはゆっくりとではあっ

たが歩行も問題なくおこなえた。

　念のためリリスとゴドフリーがペトルの左右に控えて、いざというときは両側から支えられるようにし

ながら送り届けたのだった。

　アパートの前まで来たところで、りリスは最後に一言だけと前置きしてから口を開いた。

「まとめ役が嫌なら先生にそう言って外してもらうことね。むしろそういう人が付いているばっかりにない

がしろにできなくて、他の人に尋ねにくいということもあるでしょうし。そろそろお互い押し付けられた

関係から開放されてただのクラスメイトとして付き合えるようになったほうがいいと思うわ。それじゃ」

　言うべきことはこれで終わりといった感じですぐに体を反転させると、二人は宿へと帰っていった。

　ペトルはリリスたちの背に向けて一礼すると、その姿が見えなくなるまで見送った。

　無言で拳をぎゅっと握る。まっすぐ前を見据える瞳には決意が宿っていた。

　祭りが終わって平日が戻ると、すぐさま先生のもとにおもむいてまとめ役を辞退する旨を伝えた。

　無事役目から開放されたペトルはその後、改めてブロルとクラスメイトとしての友好を深めようと尽力

したのだった。



休むまもなく

　宿に戻るなりリリスはシャワーを浴びて体の汚れを落とした。ついでに衣服も洗う。本格的な補修と乾

燥は後回しにしてとりあえずハンガーにかけて吊るしたところでバスローブを羽織ると、ゴドフリーにシャ

ワールームを明け渡した。

　ゴドフリーも体と衣服を洗ったあとはバスローブを羽織ってリリスを呼ぶ。

　二人揃ってシャワールームに入ると、ゴドフリーはバスローブをはだけさせて首筋をさらした。

「ほら飲めよ」

　前かがみになりながらリリスの腰を抱き寄せるゴドフリーの手に素直に従う。同時に腕を首に回すよう

にして自らも距離を詰めると、目の前にさらされた首筋に牙を立てて血をすすりはじめた。

　シャワールームであれば万が一血がこぼれ落ちたとしても洗い流せばそれですむ。また人目にもつきに

くいため、結界を張る手間も省けて都合がよかった。

　ゴドフリーから与えられた血がリリスの体を巡るにつれ、体の傷も止血メインの表面的なものではなく

真実癒されていく。同時に失った体力も徐々に回復していった。

「ありがとう。もういいわ」

「そうか」

　そう言いながらも腕を解かないゴドフリー。リリスは軽く首をかしげるもなにも言わずにもう一度体を

寄せてゴドフリーの肩に額をくっつけた。

　そんなリリスを抱きしめたゴドフリーはひとつ息をつく。

「……悪かった」

「傷のこと？　もう治ったから大丈夫よ」

「ん。でもそれとこれは別」

「許せない？」

「そうだな」

「どっちが？」

「俺自身とあいつ。どっちも」

「そう」

「ん」

　リリスは腕を持ち上げてゴドフリーの頭をそっとなでた。なだめるように、愛おしむように。

「私もごめんなさい」

「……」

「防ぎきれなくて、怪我してごめんなさい」

　実際のところリリスは自分が傷を負ってしまったことについてはあまり頓着していない。こんなふうに

すぐに治るものだ。

　ただ自分が負傷したことでゴドフリーの心に負担をかけてしまったことは申し訳ないと思う。

　あの時はゴドフリーとペトルのところにタガーがいかないようにするだけで精一杯だったのだ。

　あの場には白髪の青年しかいなかったはずだが、それにしては投げ込まれたタガーの数の多さは尋常で

はなかった。

　人でないことは確かだろう。

　なにせリリスの結界を壊すことができるほどの力を持っているのだから。腕力にせよ、魔力にせよ。力



を使えることもそうだが、結界の存在に気づいたこと自体がすでに人間業ではない。

　リリスたちと同じ種族なのかもしれない。

　そんなことを考えているあいだに、ゴドフリーの頭をなでていた手が止まっていた。

　ふと思いつきでリリスはバスローブの襟に指を引っ掛けるようにしてはだけさせた。

　ゴドフリーの目の前に首筋をさらす。

「飲む？」

　返事の代わりにすぐそばにあった少年の喉がゴクリと鳴った。

　リリスに覆いかぶさるようにしてゴドフリーが唇を寄せる。傷の気配すら欠片も残っていないなめらか

な肌。愛おしむように一度首筋に軽いリップ音を立ててから、そっと牙を沈める。

　味わいながらほんの数口すすっただけで口をはなしたゴドフリーは、傷跡を舐めて治すと、再び華奢な

体を抱きしめた。

　そうやって腕の中の少女の存在を確認する彼に応えるように、リリスも広い背中に腕をまわして抱き返

した。ちゃんとここにいるのだとしっかりと伝えて安心させるために。

　無言で抱き合っていると、しばらくして気持ちが落ち着いたのか、ゴドフリーがようよう伏せていた顔

をあげた。

「うまかった。サンキュー」

「もういいの？」

「ああ、じゅうぶんだ」

　軽く唇同士を触れ合わせるだけのくちづけをひとつ落として、リリスを開放した。

　見上げた先に見慣れた表情を捉えたリリスは安堵して穏やかな笑みを浮かべる。

「夕食はどうする？　これから食べに行く？」

「いや今夜はもうこのまま休もう。お互いまだ完全にはもとの状態に戻ったわけじゃないからな。いざとい

うときのためにここで回復させていたほうがいいだろう」

「それもそうね。しょせん人の世界に紛れ込むためのパフォーマンスでしかないんだから無理することもな

いわね」

「そういうこと。今の俺達に必要なのは睡眠だけ」

　ダブルベッドに横になった二人は、指を絡ませるように手をつないで目を閉じた。

　時を同じくして生を受け。幾年ものあいだ共に過ごしてきた。常に共にあることが互いにあたりまえと

なっているだけに、そうした行為もほとんど無意識におこなわれる。

　夢など見ない吸血鬼は、眠りはただの体力の回復という意味でしかない。

　であれば別々の寝台で休んだほうが効率が良さそうではあるのだが、この二人は一緒にいることがあた

りまえすぎてそうした考えに及ばない。自然体で共にあれる。だからこその関係ではあった。

　このまま朝まで休息をとるはずだった。

　しかし突然の訪問者によって妨げられてしまった。

　リリスの指がぴくりとふるえる。そのかすかな振動はゴドフリーにも伝わり、二人は同時に目を開けた。

　数度またたいたのちに現れたリリスの瞳がスイと流れて空中を飛ぶコウモリ――使者の姿を捉えて閃く。

　使者はリリスが自身を認識したことがわかったのか、器用に翼を操ってホバリングに近い状態で一定の

範囲に留まる動きをみせた。

　やがてリリスがうなずくと、コウモリは窓をすり抜けるようにして外へ飛び去っていった。

「なんだって？」

　体を起こしたゴドフリーが、使者の伝言を確認する。



　リリスは顔にかかった髪をかきあげた。

「どうやらブロルとペトルのところに白髪の青年とその手下が現れたそうよ」

「手下？」

「なんでも闇の獣らしいわ」

「へえ。なるほどな」

　闇の獣を従えることができるということは、吸血鬼かそれに違い力を持つ魔物だといえる。

「白髪の青年はブロルのところで、闇の獣がペトルのところってことだから、必然的にレイがブロルのとこ

ろになるわね」

　ペトルは二人で送り届けたためにリリスも家を知っているが、ブロルの家はゴドフリーしか知らないの

だ。二手に分かれるとなれば当然そういうことになる。

「気をつけろよ」

「レイもね」

　素早く着替えた二人はそっと宿を抜けだしたのだった。



待ち伏せていたのは闇の獣

　まだ夜明けを迎えるにはほど遠い夜闇のなかをリリスは足音も立てずに疾走する。

　ペトルの家までは宿からそれほど離れていない。

　走る速度は人の足よりもはるかに速く、さほど時をかけずに到着した。

　そっとあたりを窺うリリスの耳にペトルのものらしき悲鳴や罵声が突き刺さる。

　目を凝らすと、そこには闇のトンネルができており、ペトルの部屋を通過して路地の奥へと伸びていた。

「どう見ても最初からペトルだけを狙ってきたとしか思えないわね」

　こちらの行動が筒抜けなのか。もしくはリリスとゴドフリーの存在は無関係なのか。

「そういえば私たちと合う前にすでに接触していたのよね」

　そうなれば計画的な犯行ということか。

　むしろ先の襲撃目標はペトルではなく、邪魔をされないように吸血鬼二人を排除しようとした結果だっ

たのかもしれない。

　リリスは改めて周囲の気配を窺う。

　音もなく移動している闇のトンネル以外には魔の気配は無さそうだ。

　意を決してそのなかへ身を投じた。

　闇のトンネルのなかでは、本来であれば通行の妨げとなる建物や家具などは障害物となり得ない。なか

から外はぼんやりと見えているけれど干渉はできない。その代わりに素通りできる。

　闇のトンネルの両端は、通常のトンネルと同じようにただ口を開けているだけで、そこから出入りは自

由にできる。だが途中で抜けるためには扉を取り付けなければならない。途上で見つけたただひとつの扉

は、案の定ペトルの部屋のなかに出られるように設置されていた。

　古来より扉は特別なものとして扱われる。

　建物などをないものとして通り抜けできる闇のトンネルではあったが、ただひとつ、扉だけは干渉を受

けてしまって本来の役目を果たせなくなるため避けて築かれる。闇のトンネルがくねくねとしているのは

扉を避けているからだ。

　そうはいってもただくねくねと曲がっているだけで襲われることもなければ人目に触れることもない。

　残念ながらリリスにはこの闇のトンネルを築く力はなかったが、使い方に限って言えば知識はもちろん、

他人の築いたものを利用したことならある。

　このなかでは罠を仕掛けることはできない。

　またわざわざ誰かに待ち伏せさせて襲いかからせるといったことも不合理なためにおこなわれることも

ない。ここから出てから攻撃したほうがはるかに戦いやすいからだ。

　狭いからというのもあるが、魔の力を吸い取ってしまうので物理攻撃しか使えない。であれば攻撃の方

法さえ吟味すればいいと思いがちだがそれもできなかった。

　この闇のトンネルは、築くという表現を使いはするものの実は魔生物で、体内では死傷の可能性のある

争いごとはおこなわないという条件で契約を結んだ魔属だけが必要に応じて築くことができる。

　いったん築かれた闇のトンネルは契約者以外でも使えるが、そのなかで攻撃行動を起こしてはならない

ということは変わりない。

　破れば闇のトンネルに報復されるからだ。

　誰だっていきなり外に弾き飛ばされて建物の壁のなかに埋め込まれたくはないだろう。

　だから注意しなければいけないのはこの闇のトンネルから出るときだ。



　ふと妙な気配を感じて顔だけ後ろに向けてみれば、リリスが入ってきた側の出入り口が背後に迫ってい

た。これは契約者が定めた目的地に到着して闇のトンネルが消えようとしているということ。

　リリスは舌打ちをして衝撃に備えた。

　直後には盛大に突き飛ばされるようにして前方の出入り口から吐きだされていた。

　勢いはなかなか殺しきれず、リリスはなすすべもなく床を転げていく。

　そんなリリスに向かって闇の獣たちが襲いかかっていった。

「く……ッ」

　取りだした闇色のタガーで応戦するも、すべての牙や爪から身を守ることはできず、あっという間に体

中が傷だらけになってしまった。

　目や首などといった致命傷となりかねない部位への攻撃をそらせるだけで精一杯といったところだ。

　それでも吹き飛ばされた体がようやくその法則から逃れることを得ると、リリスはすぐに立ち上がって

タガーを構えた。

　最小限の動きだけで攻撃をよけながら深呼吸をして呼吸を整えると、体の奥底に溜めて隠していた魔力

をいっきに解き放って体中に巡らせる。腕を伝って指先までかけていった魔力は、その先にまで至るとタ

ガーに重なるようにして魔力製の闇の剣を生んだ。見ているものにはあたかも刀身が伸びたように感じら

れる光景だっただろう。

　執拗に飛びかかってくる闇の獣を、その剣で次々と切り捨てていきながら、リリスは状況を確認した。

　闇の獣はその身のどこかに主の印を持つ。

　今ここにいるすべての闇の獣の額には、白抜きでもしたかのように、そこだけ白色で逆さまになった王

冠が印として描かれていた。

「崩壊……」

　不吉な占いでも目の当たりにしたかのように、リリスは眉間におもいっきりシワをよせた。

「不吉というより悪趣味ね」

　闇のものを相手取るには、闇の武器を。

　それは必然であれど、必ずしもそれだけで退治ることができるわけではない。

　事実切り捨てても切り捨てても、闇の獣は不自由な姿に成り果ててなおリリスに襲いかかってくるのだ。

もちろんその分動きは遅くなっているが、数で攻めてこられるとなかなか侮れないものだ。

　いったい何頭いるのか。

　数えることは放棄して疲れたように――というよりはうんざりしたように息を吐きだし、つうーっと額

から流れてきた血を袖で乱暴に拭き取る。

　それでも少しずつ効果は現れている。

　敵の数が多いうえに動きが素早い獣を相手にしなければならないということで、まず動きに枷をつける

ことから始めることにしたのだ。

　このくらいであれば、と静かに息を吸い込んで剣を握り直した。

　動いたのはリリスのほうが先だった。

　細かい作戦など考えるだけ無駄とばかりに、彼女は手近にいる獣から順に額にある印を切りつけていっ

た。小さな印ではあるが先に動きを鈍られておいたのでどうにか対応できる。

　多少の傷であれば避けずにひたすら屠ることを優先する。リリスの体にいっきに傷が増えていったが深

いものはなく、確実に闇の獣の数を減らしていった。

（残り二頭）

　リリスは肩で息をしながら対峙している闇の獣に剣先を向けた。



　改めてグッと剣の柄を握りしめて一歩踏み出そうとした。

「きゃっ、な、なに？」

　突然背後から剣を持つ右腕に飛びかかってきたものがいた。思わず声をあげて顔を向ける。

　彼女に飛びかかってきたのは、ずっと隅でうずくまっていたペトルだった。

「あなたなにをやってるのよ。はなしなさいっ」

　それだけ叫んだリリスは素早く視線を前に戻したのだが、その時にはすでに二頭の獣はすぐ目の前に迫っ

てきていた。

　舌打ちをこらえて、即座に体をひねると左腕でペトルを抱えるようにして横に跳ぶ。

　吸血鬼の口から声にならない悲鳴がほとばしる。

　さすがに人一人抱えた状態では爪を避けきれずに背中に深い傷を負ってしまったのだ。

「……んの、バカ！　いったいどうしたのよ！」

　叫んだリリスはそこでようやくペトルの眼を正面から見た。

　こんどこそ盛大に舌打ちした。

「まったく、たちが悪いわ。悪すぎるわ」

　ペトルの眼は焦点が合っていなかった。

　それは操られているということ。

　意識ごとなのか体の動きだけなのかまではわからないが。

　リリスは体を使ってペトルを押さえ込んで、右手で握っていた剣を左手に持ち替えると体をひねりなが

ら背後に向かって勢いよく剣を振り切った。

　気配だけを頼りに振るった剣先は、飛びかかってきていた獣の額をみごとに切り裂く。

　引き寄せた左腕を今度は突き出すようにして最後の一頭の額に突き立てた。

　印を傷つけられた二頭の獣は即座に霧散した。

　あたりを見渡してすべての闇の獣が消えたことを確認したリリスは、ペトルを見下ろした。

　虚ろな眼差しに、意志は未だに戻ってきていないようだと悟る。

「ペトル」

　呼びかけてみたものの、無駄であろうことは彼女もわかっていた。

　諦めたようにため息をひとつつくと、ペトルの首筋に牙を立てた。

　流れこむ血を飲み――即座に吐きだす。

「まずい！」

　ゲホゲホと咳き込むようにして今しがた飲んだペトルの血をすべて吐きだすと、袖で口元を拭った。

「想像以上にまずいわね」

　血をいくらか飲んではえずいてすべて吐きだし、飲んでは吐きだしを繰り返す。

「まったく……、ここまで、まずいなんて……、どんな拷問よ」

　上体を起こしたリリスが、馬乗りになっていたペトルの体の上から横に移動する。息も荒く疲労困憊だ。

飲んだものを吐きだすという行為はそれだけ体力を使うということだから仕方が無いとはいえ、文句くら

いは言いたくなる。

　だがその甲斐あってペトルの口からようやく言葉が発せられた。そうとう凹んでいるらしく拗ねた響き

もはらんだ弱々しいものではあったが。

「そんなにまずいまずいって言わないでください。けっこう傷つくんです、それ」

「仕方ないでしょう。私が今あなたから吸い取ったのは血じゃなくて毒なんだから、まずくてあたりまえな

の」



「毒!?」

「そうよ。あなた闇の獣に噛まれなかった？　そのときに意志を奪う毒を入れられたのよ」

　見る間に顔を青ざめさせるペトル。リリスは手をひらひらと振った。

「だから今吸い取ったって言ったでしょう。もう残っていないわよ」

「あ……、えっと、……ありがとう。でもそれなら飲まずに口に含むだけで吐きだせばいいのに……」

「……」

　言葉もなく瞠目する。

　言われて初めて気づいた。吸血鬼は血を飲むことしか考えていなかった。どうしても吐きだしてしまう

ような毒なら、飲み込まなければよかったのだ。

　リリスは重くなった気のする頭を支えるように手をあてた。

　その姿にペトルはおどおどしながらそっと声をかけてきた。

「あの……余計なお世話でしたか？」

「あ、いえっ、いいのよ。今度からそうさせてもらうわ」

「はい。それから……ごめんなさい」

「なにが？」

「助けてもらったのに、あの、化け物、とか、言っちゃったし、なにもわからないのに、責めたりした、

し……」

　そうとうばつが悪いのだろう。ペトルの視線はせわしなく空をさまよう。

「もういいわよ」

　リリスは少年の発言を手で振り払うように動かして、言葉だけでなく態度でもすんだことはもういいの

だと示した。

　八字眉の情けない顔のままではあったが、彼はもう一度だけ「ごめんなさい」と小さく謝罪したあとは、

もうそのことに触れようとはしなかった。そういう話題が出ることすらリリスが厭うていることにようや

く気づいてくれたのかどうなのか。

　口をつぐんでくれたペトルに対して内心で感謝しつつ、今後について意識を切り替えていった。

「ブロルの家に行きたいのだけど、案内してもらえるかしら？」

　唐突な言葉にペトルは思考が追いついていないのか、不思議そうな顔でしきりにまばたきを繰り返した。

「ブロルの家？」

「そう」

「どうして？」

「彼もあなたと同じように襲われたから。あちらにはレイが向かったけど、私はブロルの家を知らないの」

　どうにかペトルは奪い返した。

　あとはゴドフリーに合流してブロルがどうなったのか確認する。まだであれば彼女も手を貸さないとな

らない。

　なんにせよゴドフリーのほうには、リリスたちを襲ったあの白髪の青年がいるはずである。こちらに闇

の獣しかいなかったということはそういうことだろう。早めに応援に行ったほうがいいに違いない。

　ペトルはやや俯き加減で葛藤していたようだが、やがて拳をぎゅっと握り締めると顔を上げてまっすぐ

にリリスを見返してきた。

「わかった。ブロルの家まで案内する」

「頼んだわ」

　うなずいて立ちあがろうとしたところでリリスは小さくうめき声をもらした。



「どうしたの？」

「まだ塞がりきっていない傷がちょっとうずいただけ。行きましょう」

「え？　でもそれって大丈夫なの？　ゴドフリーさんだっけ？　あの人のところに行ったとして、まだ戦っ

てる最中かもしれないのに、そんな体で手助けできるの？　足手まといじゃない？」

「ちょっと血が足りなくて治りが遅いだけよ。大丈夫。人間と違ってこのくらいならたいしたことないわ」

「あ、じゃあ、僕の血を……」

　血が足りないといったリリスの言葉に反射的に言ってしまったのだろう。

　自分の血を飲むように勧めるペトルの声は、けれど途中でその勢いを失っていった。

「どうぞと言いたかったんだけど……、まずい血は飲みたくないよね」

　恥じるように目をそらすペトルに、リリスは近づいて手を伸ばした。

「飲んでいいの？」

「はい。あ、でも……」

　ぐだぐだと言い訳を続けようとするペトルの口に人差し指をあてることで止めたリリスは、もう一方の

手を肩へとおいた。

「届かないわ。少し屈んでくれる？」

「う、うん」

　ゆっくりと腰をかがめるペトルに合わせるように、彼女も首筋へ顔を寄せていく。

　軽くついばむように唇で触れると、体が大げさなほどに跳ねた。

「本当にいいの？」

　あまりの怯えっぷりに吸血鬼はいったん体をはなしてペトルの顔を覗きこんだ。

　少年は無言でうなずく。

　ならばとリリスは今度こそペトルの血をすすった。

　ゴドフリーが血抜きをし、リリスが毒抜きをした。そうしてペトル自身も己の所業を反省して心を入れ

替えようとしている。

　だからだろう。今のペトルの血はそれほどまずくはない。もちろんおいしいといえる味には程遠いが、

いつかそうなる日がこないとも限らない。そう思わせるほどには良くなっていた。

　一番やっかいだった背中の傷が塞がったところでリリスは口をはなした。

「ありがとう」

「もういいの？」

「ええ。おかげで傷も塞がったわ」

　ホッとしたように胸をなで下ろすペトルを促して、今度こそブロルの家に向かった。



褒美

　ブロルの家に向かったゴドフリーも、リリスと同じように闇のトンネルに飛び込んだ。

　リリスの時と違ったのは、闇のトンネルの出口には白髪の青年が差し向けたであろう刺客が武器を持っ

て待機していたことだ。

　こういった状況に慣れているのか。出口は窓がひとつもない薄暗い部屋の壁際。闇のトンネルから吐き

だされたゴドフリーがその勢いから逃れ得たときには、ちょうど部屋の真ん中で刺客たちに囲まれた状態

になっていた。

「日頃のおこないが窺えますねー」

　闇の獣とは違って、刺客はゴドフリーが吐きだされた勢いのままに転がっているあいだはいっさい動か

なかった。ゴドフリーも自由がききにくい状態ではあるが、攻撃側にもリスクがともなう。だからこそあ

えて動きが読み取りやすい状態になってから攻撃を仕掛ける算段だということだろう。

　獲物をいたぶることに手馴れていると証明している。それによって獲物の心が砕かれる、もしくは乱れ

ることを楽しんでいるようにも思われる。実に不愉快なことだ。

　ぐるりとまわりを見渡すと、扉は、闇のトンネルの出口があった壁面と向かい合った側の壁の隅に一つ

だけ。

　改めてその扉に目を向けると、ちょうど白髪の青年がブロルの腕を引いて部屋から出ようとしていると

ころだった。

　声をかける間もなく扉が閉まる。

　同時に刺客たちがいっせいに襲いかかってきた。

　ゴドフリーはダウンコートをはねのけるようにして背中側に右手を回すとベルトに挿していた棒を抜き

取った。滑り止めの革が巻いてあるほうを手に持って一振りすると、棒の先から一本の綱状の闇が伸びて

鞭へとその姿を変える。

　その闇の鞭を振って彼は刺客たちの攻撃を避け、またこちらから攻撃を仕掛ける。

　だが多勢に無勢。

　徐々に傷を増やされ、逃げ場を塗りつぶされるようにして追い詰められていった。

「……ッ」

　両手両足に剣を突き刺されて、俯せ状態で床にはりつけられたゴドフリーは、いよいよチェックメイト

となった。捕らえられる形になったゴドフリーと違って刺客はまだ五人も残っているのだから。

　首筋にあてられた剣先がゴドフリーが荒く息を吸うたびに冷たい感触を伝えてくる。

　思った以上に厄介な相手だったようだ。

　リリスは大丈夫だろうか。ゴドフリーは霞む頭を叱咤しながら思考を巡らせる。

　白髪の青年がこちらにいたということは本命はブロルだという可能性が高い。そうであればペトルまで

襲ったのは単純にゴドフリーとリリスを別行動させることが目的だっただけのことと考えられる。

（だったら）

　きっとリリスは無事だろう。

　そう結論が出たゴドフリーの胸に残った一本の剣が突き刺さった。

　吸血鬼の口から悲鳴のように鮮血がほとばしった。



　どのくらいの時が流れたのか。

　意識を取り戻したゴドフリーは目隠しをされた状態で手枷足枷をはめられていた。

　膝立ちの状態で手首足首に鉄の錠をかけられ、錠からのびる鎖は壁へと固定されている。鎖の長さは両

腕を斜めに持ち上げたところでいっぱいいっぱい。

　せめて立った状態にしてくれていればとゴドフリーは心のなかで悪態をついた。

　この姿勢は膝や腰にかかる負担が大きい。だからこその拷問なのだとしても。

　たとえゴドフリーが人間ではなく吸血鬼だったとしても苦痛であることには変わりない。

　体にこもる不快さを外に出すように大きく息を吐きだせば、ちょうどゴドフリーを訪ねてきた存在に気

づかれたようだ。もっとも気配を感じ取ったうえでの行動なので、訪問者から声がかかってもいっかな驚

きは見せなかった。

　やってきたのは白髪の青年だった。

「ようやくお目覚めですか。純血種のわりには時間がかかりましたね」

「純血種？　なんのことだ？」

　無視することも考えたが、どうせ暇なのだ。ひとりになればまた沈黙の時間がおとずれるのだから、話

し相手がいるうちは答えてやってもいい気になっていた。

　退屈な時間は忌避したい。もちろん不快さを味わうこともできることなら避けたいが、この相手がそれ

を受け入れるとは思えない。

　ならば少しの妥協と労力で済ませられる方法を取り入れるべきというのがゴドフリーの考え方だった。

　とはいえ質問の意図は本気でわからなかった。

　相手はそうは思わなかったようだが。

（まったくありふれた展開すぎて少々食傷気味だねぇ）

　カチャカチャと金属が重なりあう音がゴドフリーの耳に届く。どうやら鍵を開けているらしい。次いで

聞こえたのはキィという金属がこすれるような音。

　ここは牢だった。もしくは拷問部屋。むしろそのほうが用途にあっている。

　目隠しをされていてはさすがにそんな細かいところまではわからない。ただ拘束具の存在で後者と判断

できたにすぎない。もっともどちらだったとしても結果は変わらないだろうが。

「吸血鬼でありながら、十字架にも陽の光にも脅かされることのない強靭な体を持つ化け物。純粋な吸血鬼

の血統。知らないとは言わせない」

「悪いけど本当に知らない。それよりあんたはなんでそんなこと知ってるんだ？」

　心底不思議に思って聞いたのだが、青年は耳を貸そうとはしなかった。

「まあシラを切るならそれでもいい。今必要なのは吸血鬼で、純血かどうかなど関係ないからな」

　勝手に誤解して、勝手に話を進めようとする。

　牢の外に出た青年はそこに控えていた部下に命じた。

「やれ」

　たったそれだけの命。青年がこの場に足を運ぶ必要などどこにあったというのか。

　ゴドフリーは牢から立ち去ろうとしていた白髪の青年に声だけをかけた。顔は向けない。どうせ目隠し

をされていて見えないというのもあったが、そうするに値しないほどのわいしょうな存在だと暗に揶揄し

ていたのだ。

「なあ、名前くらい教えてくれよ」

「聞いてどうする」

「あんたがここの責任者なんだろう？　なにかあったときのために名前がわかったほうが話がすんなり通る



じゃないか」

「アルベルト」

　鼻で笑ったことはゴドフリーにもはっきりわかった。

　ただ一言それだけ答えた青年――アルベルトはもういっさいかかわる気はないといったように口をつぐ

んで牢から出て行った。

　代わりに残った男たちが鉄格子の扉をくぐってぞろぞろなかへと入ってくる。全部で四人。うち一人は

目隠しをされたうえに猿轡もかませている。さらに言えば上半身が裸で後ろ手に縛られていた。その男を

両脇から支えるようにしながら引きずって運ぶ男が二人。最後のひとりは一番最初に牢のなかに入ってき

た男でゴドフリーのすぐ横に立っている。

「これは我々からの褒美です」

「褒美だと？」

「ええ」

　突然の言葉にゴドフリーは眉をしかめる。どう見てもこれから拷問されようとしているとしか思えない

状況において、なにをもって褒美というのか。

　男はゴドフリーの髪を掴むとぐいっと後ろに引っ張って顎をあげさせた。

「どっ、いうことだっ」

「ですから褒美ですよ。吸血鬼であるあなたへの」

　残りの三人の男たちがゴドフリーの正面に立つ。

　そして真ん中の男の首筋を、無理やり吸血鬼の牙に押しつけたのだった。

　ゴドフリーの意志にかかわらず、牙が突き立ったところから血があふれてそのまま口腔に、そして喉へ

と流れ込む。

　吸血鬼が自ら牙を使うときは血の出過ぎない場所を選ぶのだが、彼らは逆だった。もっとも出血が多い

血管のある場所を押しつけてきた。

　まずさと量の多さでむせるゴドフリー。けれど男たちの手が緩むことはない。褒美と言いながら、これ

はれっきとした拷問なのだ。

　そして何者かの処刑でもある。

　最初は暴れていたどこかの誰かも徐々に力が弱まり、やがて出血多量で息を引き取れば、ようやくその

男は牙から開放されてどこかへ運ばれていく。

　そしてすぐさま次の処刑が始まる。

　やはり上半身が裸の男が二人の男に抱えられるようにして運ばれてくると、無理やりゴドフリーの牙に

むかってその首筋を突き立てられる。

　たいてい最初は暴れるのだが、それでも二～三人の男たちで押さえつけられる程度のものでしかない。

それはつまり薬が使われているということ。それが血の味をさらにまずくしていた。

　体は反射的に吐きだそうとするのだが、頭を押さえつけられて、手足は鎖に繋がれて、そのうえ次々と流

しこまれては再び飲み込むことの繰り返し。

　いったい幾人の血を飲まされたのか。

　大多数は成人男性だったが、なかには女性もいた。

　もともとゴドフリーはあまり量が飲めない。

　彼はいわゆる濾過器付きのポンプの役目を担っており、貯蓄担当はリリスのほう。それゆえ体の作り自

体が大量の血を飲めるようにはできていないのだ。

　それなのに急激に血を流しこまれたせいで、やがて行き場をなくしたものが肌を割いて溢れ出てきた。



　それを見た男のひとりがフンと鼻を鳴らした。

「純血種といってもたいしたことないな。小食すぎて使えない。これじゃ褒美の意味がないじゃないか。

せっかく掃除の手間も省けて、しかも化け物の仕業に見せかけられて楽ができると思ったのによー」

「いやいやそういうお坊ちゃんなところが純血種なんだろうよ」

　別の男が嗤う。

「そうかもな。なんにせよ用があるのは牙だけだからなー。飲み込もうが吐きだそうがどうでもいいけど

な」

「違いない」

　そうしてひとしきり嗤ったあとで最初の男がどうでもいいことのようにポツリとこぼした。

「どうせ残りは子供ばかりだからたいした量じゃないさ」

　ゴドフリーの虚ろな瞳がゆらりと揺れたが、ただそれだけだった。



案内はここまで

　ペトルの案内でブロルの家の前までやってきたリリスは、周囲を見渡して闇の気配を探す。

　だがとうに消えてしまったようだ。

　ゴドフリーやブロルの気配すらないということは、彼らも闇のトンネルで別の場所へ連れ去られてしまっ

たということだろう。

「いったいどこへ……」

　なんの手がかりもない状態に焦るリリスは悔しさのあまり唇を噛み締めた。

「あの……、リリスさん」

「なに？」

「僕、一度だけアルベルトさんの屋敷へ行ったことがあるんですけど……」

「アルベルト？」

　一体誰のことだろうか。それでもこの場で言い出すということは今回の件に無関係とは思えない。

　ちゃんと話を聞こうとリリスはペトルに向き直った。

「あの白い髪の男の人です。僕にポムラースカのことでアドバイスをくれた……」

　声をかけてきたのは帰り道でのことだったが、話をしたのは白髪の青年の屋敷だった。そのほうが気兼

ねなく話ができるだろうと言われて是非にと勧められ、ついでに愚痴も聞いてもらってきたのだった。

　自分の汚点について触れるのはまだ抵抗があるようだが、言いづらそうにしながらも逃げようとしない

ところは好感がもてた。

「その屋敷に案内できる？」

「はい。こっちです」

　言うなり走り始めたペトルのあとを、リリスもすぐに追いかけた。

　その屋敷は市街地をはなれた町のはずれに建っていた。

　近づくにつれて独特なにおいが鼻につき始める。

「これは……」

　ペトルがそばにいるために言葉を濁したリリスだったが、これは血のにおいだった。それもそうとうの

血が流れているはず。

「ペトル、待って」

　呼びかけてからリリスが足を止めると、ペトルも立ち止まる。

　ただ急いでいるはずなのに屋敷を目前にして足を止める意味が理解できないのだろう。困惑の表情を浮

かべて、はやる気持ちのまま足踏みは続けられていた。

「どうしたんですか？　あの屋敷ですよ。早く行かないと」

「案内はここまででいいわ。ペトルは帰ってちょうだい」

「どうしてですか!?　ブロルたちを迎えにきたのでしょう？」

「ええそうよ。でもペトル、その意味をわかっているの？」

「意味って……」

「迎えに、と今あなたは言ったけれど、レイやブロルはここに遊びに来ているんじゃないのよ」

「わかっています。僕と同じように連れ去られたんですよね」

「そう。その意味をわかってる？」

「だから迎えに……」



　リリスは首を横に振ってペトルの言葉を遮った。

「人間にはまだわからないと思うけど、ここまで血のにおいが漂っているの。それがどういうことかわか

る？」

「いいえ」

「それはね、あの屋敷でたくさんの人が殺されてるって言うことよ」

　ペトルは目を瞠って体を震わせた。

「あなたは人を殺したことがある？」

「そんなことッ！　あるわけないじゃないですか！」

　突然のリリスの言葉にペトルは憤る。拳を握りしめて彼女をにらみつけた。

「失礼なこと言わないでください。いくらなんでもそこまでするわけがないでしょう」

「そうよね。だからこそここからさきは連れていけないわ」

「なぜ!?」

「人を殺せないから」

「え……」

「大量の血が流れているということは、それだけ人の生き死にが平然と混在しているということよ。そんな

ところへ人を殺せないものが混じると標的にされてしまう。ペトルはなぶり殺しにされたい？」

「まさか」

「でしょう。悪いけどあなたをかばう余裕はないの。自分で自分の身を守れないあなたは足手まといでしか

ないの。あなたのせいで助けられたはずの命を失わないために、ここでおとなしく帰ってちょうだい。い

いわね」

　操られてリリスに怪我を負わせてしまったペトルは、そのことを思い出してうなだれた。悔しさがあふ

れて表情が複雑に歪む。

　リリスはタガーを一本取り出して指先に傷をつける。にじみ出てきた血を使ってそのタガーの刀身の両

面に二種類の文章を書き込んだ。もっとも一般的な文字ではないのでどちらもただの落書きにしか見えな

い。

「これを持って行きなさい。闇の獣程度なら近づけないように細工をしただけの護符でしかないけど」

　もともとペトルは誰もいない倉庫へ闇の獣たちがさらっていっただけ。ただリリスとゴドフリーを引き

離すための餌にされただけ。状況から鑑みてそういうことでまちがいはないだろう。だから必要はないは

ずだが、夜道をひとりで帰るのは心細いだろうからお守り代わりとして用意したのだ。

　そう伝えるとペトルはさらに複雑な顔をした。

「僕はそんなに頼りなく見えるんですか？」

　質問するというよりはただの愚痴に近いつぶやき。

「人が闇を恐れるのは自然なことよ。闇を恐れるから眠りにつくの。それが闇から逃れる一番の方法だって

本能でわかっているから」

　精神が正常な証拠だといってリリスはペトルの肩を叩いた。

「さあ寄り道しないでまっすぐに帰るのよ。――もしあなたが余計なことをして私たちを危険にさらすよう

なことになったら……」

　少年の耳元に口を寄せて静かに囁いた。

「そのときはあなたを殺すから」

　体を離してもう一度ポンと軽く肩を叩いて帰宅をうながした。

「さあ帰りなさい」



　ペトルはうつむいて目を瞑る。

　ややあって小さくうなずくと、ゆっくり目を開けて顔を上げた。

「帰ります」

　そのあとに続けようとした言葉が出てこず、口だけが無駄に開閉された。

「わかっているから。確約はできないけれどできるだけのことはするから」

　微笑みながら告げたリリスの言葉にようやくホッとしたように肩の力を抜いてペトルは一礼した。

「よろしくお願いします」

　頼みたかったのはブロルのこと。けれどペトルにもこれまでの話から安易に「助けて」とは言えなかっ

た。もう一度無言で頭を下げてから彼は踵を返した。リリスから渡されたタガーをしっかりと両手で握っ

て。

　ペトルの姿が見えなくなってから、リリスも屋敷へと向き直る。

　深呼吸をして。

　いっきに走りだす。

　もうペトルに合わせる必要がなくなった彼女は、いっきにアルベルトの屋敷へと駆けていった。



においをたどった先では

　できるだけ気配を殺して周囲を窺う。

　一番血のにおいが濃い場所を探すと、どうやら地下かららしい。

　昔から処刑や拷問というものは地下室でおこなわれることが多い。流れ落ちる血を隠すにはやはり地中

がいいということか。

　動物はなにかを隠すとき地面に埋めたがる。

　それは人も同じだった。

　ただし動物が隠すのは主に保存食料。対して人が隠すのは主に罪。犯罪の証拠であったり、隠し財産で

あったり。様々な罪を地中に隠したがる。

　哀れなことだと思い、けれどすぐに頭を振る。結局は本人がそれを選んだのだから、哀れではあっても

同情するに値しないと思い至る。

　結局リリスにとって大切なのはゴドフリーだけ。

　使者がこなければ今回の件もブロルたちがどうなろうと放置しただろう。世の中にはそんなことはあり

ふれている。最初に少し手を出したからといって、その後の人生すべてを負う必要はどこにもない。自分

の身は自分で守るのが常識。守りきれなければ狩られるだけ。

　使者が現れるのはそれが人の世界の範囲でおさまらない場合のみ。

　ふと、この騒動の本命であるブロルの容姿を思い出す。

　みごとなプラチナブロンドをもつ少年。

　その符号に合致するのは。

（悪魔召喚の贄？）

　とはいえどこかしっくりこない。

　贄というよりは、召喚した悪魔を閉じ込めておくための器か檻といったところだろうか。

　つまりは依り代ということだ。

　その答えはなるほどと思えるほどしっくりとリリスのなかに落ち着いた。

　そうであればやはり地下だろう。

　相当広い空間が必要なはずだが、この屋敷を見ればじゅうぶん可能だろう。建物は言うに及ばず敷地に

至ってはさらに広大だ。

　地下室ならば建物の大きさよりも広く作ることも可能だ。室内競技場ほどの高さや広さをもつ部屋だっ

てじゅうぶん作ることができるだろう。それだけの敷地はあった。

　ゴドフリーの気配は未だつかめないままであったが、とにかくこの異常なほどの血のにおいからして、ブ

ロルはここに捕らえられているに違いない。

　外からではこれ以上のことはわかりそうもない。

　リリスは意を決して屋敷に近づいていった。

　慎重に気配を窺いながら侵入口を探す。

　明かりが漏れている部屋などはどこにもなく、一見あたりまえに就寝している民家のひとつにしか見え

ない。

　今の時代、夜中に明かりが灯されていたとしても昔ほど悪評が立つこともないだろうが、悪巧みをする

なら目立たないにこしたことはない。

　だからこそ捕まえた人間を閉じ込めておくとしたら、地下か、奥まった――明かりをつけても外に漏れ



ない部屋だろうとあたりをつける。

　起きている人間はどのくらいいるのだろうか。

　使用人のすべてが、主がなにをしているのか、またなにをしようとしているのか知っているのであれば

当然手を貸しているだろう。だがどちらかと言えば屋敷の使用人は通常の使用人としての役割しか果たし

ていないような気がした。

　悪事をおこなうにはそれ相応の胆力が必要となる。別途そういう人材を雇ったほうがスムーズにことは

運ぶだろう。

　ならばと、リリスは裏にまわって使用人専用の出入り口へとやってきた。

　そっと扉に手をかける。鍵はかかっていないようだ。

　不用心にも思え、罠にも思える。

　耳を澄ませてみても息遣いの音さえ聞こえてこないので、そっと扉を開けてなかへとその身を滑りこま

せた。

　そこは荷物置き場も兼ねていたようだ。

　業者が持ち込んだ食材などを置いておくための場。

　その横の扉が厨房へと続いていた。

　もう一方の扉を開けると、その先に長い通路がまっすぐのびていた。

　使用人の部屋なのか、短い間隔で廊下の左右に扉がいくつも並んでいる。部屋のなかから寝息が聞こえ

る扉もあった。

　足あとを殺してさらに先へと進む。

　そうして血のにおいをたどりながらリリスは屋敷のなかを進んでいって、ようやく地下への階段にたど

り着いた。

　できるだけ姿勢を低くして数段降り、地下のようすが見れるところでいったん立ち止まってそっと覗き

こむ。

　そこにはいくつかの檻があった。目隠しをされて猿轡をかまされた子供が数人倒れている。

　駆け寄ろうとしたところで奥の扉の向こうから足跡が聞こえてきた。

　リリスは息を殺して物陰に身を潜める。

　鉄の扉を開けて入ってきたのはいずれもガタイのいい二人の男だった。

「あと何人だ？」

「あーっと、ひい、ふう、みい……の七人だな」

「けっこう時間かかったな」

「ああ、あの吸血鬼が意外と使えなかったからなー」

「たしかに。あれならドラム缶にでも溜めていったほうが早かっただろうな」

「もう一人のほうも捕まえてりゃよかったんだよな」

「まったくだ。あの人の考えてることは俺たちにはよくわからんわ。引き離すより、捕まえたほうがよっぽ

ど楽だっただろうに」

「俺たちが、だろう」

「あたりまえだろう。他になにがある。俺たちが楽になるために他の奴らが苦労すればいいんだよ」

　下卑た笑い声をもらしながら檻へと近づく二人の男。リリスはその二人の背後にまわって、すでに用意

していた闇の剣を振る。

　とたんに笑い声は掻き消え、立て続けに重いものが倒れた音のあとに静寂が訪れた。

　リリスは男たちの懐をあさって檻の鍵を取りだした。それを部屋の隅にそっと隠す。



　子供たちは意識を失っているだけのようなのでそのままにしておいた。下手に起こすと騒がれる危険性

があるし、檻の鍵を開けても混乱状態のまま逃げ出して、見つかると同時に始末されてしまう未来しか予

想できなかったからだ。

　この子たちを檻から出すのはすべてが片付いてからでも遅くない。

　優先順位はゴドフリーを助け出すこと。

　男たちのセリフからすると、この鉄の扉の向こうにとらわれていることになる。

　しかもそうとう危険な状態で。

　リリスは急いで扉をくぐった。

　蝶番が軋む音までは殺しきれなかったが、できるだけ音を立てないようにして扉を開閉すると、その先

にあった階段を駆け降りた。

　そこは牢だった。

　拷問部屋も兼ねているのだろう。

　いろいろな道具が散乱している。

　一番血のにおいが濃厚な牢。突き当りの牢檻は鉄扉が開いた状態だった。

　そっとなかを覗くとさらに鉄格子で仕切られた、牢というよりは拷問部屋と呼んだほうが正しい部屋が。

そこでまさしく拷問がおこなわれていた。

　壁に固定された四本の鎖でもって、膝立ちの状態で手足を拘束されたゴドフリー。

　その横にいる男が、アッシュブロンドの髪を後ろに引っ張るようにして頭を固定している。

　前には三人の男たち。真ん中の男は上半身が裸で、首筋を吸血鬼の牙に無理やり押しつけられるように

して血を吸われている。その両側にいる男が、処刑者の腕と肩をつかんで逃げられないようにしていた。

　ゴドフリーはすでに許容量を超えているらしく、破れた衣服の隙間から覗く肌があちこち裂けており、そ

こから血が流れ出ていた。

　剣の柄をぎゅっと握り締めたリリスは一足飛びに駆け込むと、血を吸われている男を押さえつけていた

二人の首を一息で刎ねた。

　ついでにゴドフリーの横にいた男も片付けるつもりだったのだが、さすがに一度に三人は無理だったよ

うだ。しかも他の男達とは違い、リリスの登場に隙ができたのは一瞬。すぐさまゴドフリーの頭から手を

はなして、剣筋から逃れて距離を取れるくらいには荒事に慣れているようだった。

　リリスはその男を追うことをやめて、常に正面で向き合うように目を合わせたままでじわりじわりとゴ

ドフリーのところへと移動していった。

　男は反対に出入り口に向かって移動する。

　鉄格子の扉のところまでたどり着いた男は、ニヤリと嗤うとすぐさま身を翻して外に走っていった。

　逃げたものに用はない。

「レイ！」

　リリスは闇の剣でゴドフリーを拘束している鎖を断ち切った。目隠しも外して顔を覗き込む。

「レイ？　しっかりして」

　虚ろな瞳で虚空を見つめたままのゴドフリーの頬を叩きながらリリスはなんとか反応を得ようとする。

しかしかすかに瞳は揺れるものの焦点は合っていないようだ。

　改めてゴドフリーの全身に目を走らせる。

「血を抜くほうが先ね」

　剣で上着を切り裂いて左肩をあらわにすると、牙を立てて血を吸い始めた。

　しばらくすると複数人の足音が響いてきた。先ほど逃げた男が仲間を連れて戻ってきたのだろう。



　相手をしなければ。

　やむを得ずいったん中断することにして顔をあげようとしたリリスは、ぐいっと頭を押さえられてしまっ

た。ゴドフリーが意識を取り戻したのだ。

「そのまま、続けて」

　かすれた声で一言告げたゴドフリーは、リリスの体に両腕をまわして半ば抱え上げるようにしながら壁

の角へ連れていくと、自身の体を盾にするようにして押し込んだ。

　さすがにちょっと待ちなさいと抗議するために、彼の手をのけながらいったん口をはなした。

「レイ、どうするつもりよ」

「いいからリリスは血を吸って。でないと俺もまともに動けないし。それまではなんとか盾になっているか

ら。――頼む」

　再びゴドフリーの左手がリリスの頭を引き寄せるようにして吸血をうながした。

「盾だなんて、そんなことさせられないわ」

「じゃあタガーだけ貸して」

　闇の剣はリリスにしか使えない。あの闇は彼女の力だからだ。

　ゴドフリーの鞭の柄は捕らえられたときに手放したまま。

　右手を数回握ったり開いたりして握力を確認したゴドフリーは、リリスの腰に右手をまわすとタガーを

一本取りだした。握りしめてブンと音を立てて一振りする。しっかり握れることを確認して、今度は力を

込めてみた。

　タガーにぼんやりとした闇が絡みつく。剣を作り出すことも、タガーを完全に闇で覆うこともまだでき

なかったが、ないよりはマシであろう。

　それでもいくらかは血を吸い取ってもらえたためにここまでできるようになったのだ。吸血により早く

適正量に戻ればそれだけ戦力になりうる。

「リリス、早くっ」

　命じると言うよりは、こいねがうかすれ声にリリスは泣きそうになる。顔をしかめ、けれどゴドフリー

がいうことも最もだとわかっているから、なすべきことを見失うなと自分を戒めて吸血を再開した。

　男たちが雪崩れ込むようにして鉄格子のすぐそばまで駆け込んできたのは、その直後だった。

　さして広くもない牢のなか。しかも鉄格子で仕切られているだけなのでざっと見ただけでゴドフリーた

ちの姿をとらえることができる。

　愉悦に満ちた笑みが男の口元に浮かぶ。

「逃げたかと思えば、そんな隅っこでなにをしているんだ？　イチャコラしている余裕があるとはさすが化

け物ってか？　喜べ。そんな化け物にふさわしい獲物を用意してやったぜ」

　その言葉を合図に男たちが手に持っていた拳銃を吸血鬼たちへ向けて照準を合わせた。

「銃弾はすべて銀がはいっている特別製だ。じわじわと体のなかから腐っていく恐怖を味わいな！」

　叫ぶように宣言した男が最初に引金を引くと、残りの男たちも次々と追従していった。

　銃弾のほとんどはゴドフリーの体へと命中した。幾らかはタガーを使って弾くことができたものもあっ

たが、部屋の角で立ち止まっている状態の的を狙うことなどたやすいことで、外れた弾はほとんどなかっ

た。

　ゴドフリーの口からゴフっと血が吐きだされた。食道か胃あたりの出血が原因の吐血だ。

　リリスが目を瞠って顔をあげようとするも、やはりゴドフリーにガッシと頭を押さえつけられていてで

きない。

「いいから」



　ゴドフリーの囁きがリリスの耳にかすかに届く。

「いいから、続けて」

「ん」

　小さく鼻を鳴らすように返事をしながらリリスは今度こそこらえきれずに涙を浮かべた。ひとつだって

銃弾は彼女のところにまで届いていない。ゴドフリーがタガーで弾いたのは、基本的にリリスに当たる可

能性があるものだけだった。

　こうなったらできるだけ早く余剰分を吸血することだ。今できることはそのことに集中する。ただそれ

だけだった。

　いっぽう男たちは全弾撃ち尽くすと、さらに拳銃に銃弾を装填して再び吸血鬼に向けて発砲した。

　今度もリリスにあたりそうな弾のみ弾いただけで、言葉どおりその身を盾にして防いでみせた。

　リリスはあいた手でゴドフリーの上着をつかむとギュッと握りしめた。そうしないとどこかへ行ってし

まいそうな気持ちに襲われたのだ。

　気づいたゴドフリーがリリスの頭にのせている手をかすかに動かしてなでる仕草をする。小さくうなず

いてそれに応えた。

（あとすこし）

　焦る気持ちを抑えて、リリスはとにかく吸血を続けた。

　今のゴドフリーは摂取過多で、人でいうところの食あたりをおこしているような状態だ。適正量にまで

抜きさえすればじゅうぶん戦力になりうる。傷を治す力もフルに使えるようになり、短時間でいっきに治

癒することさえ可能だ。

　逆に血抜きが遅れれば遅れるほど苦しむことになる。

　だから今は吸血を優先させるのだとリリスは自身に言い聞かせながらこらえた。



さらに奥へ

　そして男たちから三度目のいっせい発砲がおこなわれた。

　そこでとうとうゴドフリーの膝が折れる。がっくりと膝をついてうずくまってしまった吸血鬼を見た男

たちは歓喜の声をもらして、再び銃弾の装填のために手元へと視線を向ける。

　これまでの経験から反撃はないと高を括っていた男たち。

　けれど男たちが下を向いた直後にリリスは床を蹴っていた。開け放たれたままの鉄格子の扉をいっきに

くぐって男たちへ肉薄すると、電光石火の早業で手に持ったままの闇の剣を振るって男たちの首を次々と

刎ねていった。

「ただの人間……？」

　周囲を見渡したリリスは小さく呟きながら首をかしげた。

　銀の銃弾ではなく、銃弾のなかに銀を仕込むという細工は、男たちが人間ではなく、人に擬態した魔のも

のだからだと思っていたのだ。

　それゆえ闇の剣を使って首を刎ねたわけだが、タガーのまま切りつけるだけでもよかったかもしれない。

もっとも闇の剣を使ったほうが正確に敵を屠れるわけなのでなんら問題はなかったわけだが。

　さすがにリリスも人間だったからといって見逃すことはしない。

　なんといってもゴドフリーを傷つけたのだから。とはいえ恨みがあるから苦しませてやろうなどという

悪趣味もない。

　どのみち変わらぬ結果。

　魔のものと結託した事情を探るよりは、とにかくやるべきことをなそうと深呼吸をして気持ちを切り替

えた。

　牢のなかから、小さな金属の塊が石畳のうえに落ちて転がる音がいくつも響く。

　それはゴドフリーの体に撃ち込まれた銃弾を外に押し出したものだった。

　体内の異物を魔力ですべて除去したゴドフリーは、今度は傷口の治癒をおこなう。荒い息遣いだった呼

吸も徐々におさまっていく。治療を終えて呼吸も整ったころ、彼はようやく顔をあげた。

　ゴドフリーが膝を折るようにしてしゃがみこんだのは、男たちに撃ち込まれた銃弾のせいではなく、リ

リスが余剰分の吸血を終えたからだ。男たちの油断を誘って反撃の手がかりとするためだった。

　大きく深呼吸するようにして息を吐きだしたゴドフリーはおもむろに立ちあがると、リリスのそばへやっ

てきた。

「全員人間だったのか」

　ゴドフリーも床に倒れている男たちをざっと見渡してリリスと同じ言葉をつぶやいた。

「そうみたい。どうして魔と手を組むことにしたのかはわからないけど」

「ただ単に金で雇われただけじゃないのか？　俺の横にいた奴は多少事情に通じていたような感じはあった

が、ほかの奴らは俺が吸血鬼だということは知っていても、それ以外は言われたとおりに動いていただけ

にしか見えなかったからなー」

「そうなの？」

「ああ。だからこいつらも命じられた相手を排除するようにしか指示されていなかったんじゃないかな」

　いったん牢から逃げ出した男が応援要員として連れてきた拳銃を手にした男たち。こうした場面には慣

れているようだった。それだけたくさんの人間を手にかけてきたということだ。同情などする気は欠片も

起きない。



　たとえ魔に雇われていたと知らなかったとしても知っていたとしてもどちらも違いはない。リリスとゴ

ドフリーに傷をつけた。敵対した。理由などそれだけでじゅうぶんだった。

　ゴドフリーがリリスに向けて手を差し出す。

「とりあえずブロルを探しに行こう」

「どのへんにいるかしら？」

「アルベルト――白髪の男が名乗った名前なんだが、そいつと一緒に別の場所に連れて行かれているところ

までしか見ていないからわからないが、たぶん地下のどこかだろう」

「……レイも悪魔召喚だと思う？」

「ほかにないだろうな」

「そう……よね」

　ふうっと息を吐きだす。どこか諦めたように、けれど瞳に憂いを宿らせて薄く微笑んだ。

　ブロルは悪魔が好むプラチナブロンドの髪の持ち主だ。特に召喚した悪魔を憑依させて使役するには

うってつけの器だといえる。

　いつまでたっても尽きないのが欲とはいえ、アルベルトの真意ははかりかねた。

　魔であることは違いないだろう。吸血鬼ではなさそうであるが、それに近い種族だと思う。

　だが悪魔召喚という方法を選ぶ意味がわからない。

　ライバルを増やしてどうしようというのか。

　本来魔は獲物を独占したがる性質を持っている。ほかのものを排除して獲物を専有しようとはしても、

仲間を増やそうと考えるような魔の存在は聞いたことがない。

「使役目的ということは、ライバルでも仲間でもないだろう。むしろ邪魔な魔を片付けさせる目的でもある

んじゃないか？」

　ゴドフリーの言葉にリリスはそうかもしれないと思った。

　人のなかに紛れて人と似たような生活をする魔もいる。

　人からはなれた場所で人とかかわらずに過ごす魔も。

　平素は人からはなれたところにすみかを構えておいて、餌を欲するときだけ人に近づいてくる魔も。

　魔と一口に言っても画一的な生態というものは実はあるともないともいえる。

　だがまったく異なるかといえばそういうわけでもない。共通項はいくつかある。

　まず基本的に群れない。

　ひとりを好むことなどまさにそうだ。

　だが同種と相容れないくせに、利用する際は嬉々として近づいてくる。

　近寄られたほうも条件が合えば手を貸すし、逆になんらかの要求を突きつけて利を得ようとすることも

ある。

　気の向くままに己の興味を優先させる。

　魔とは基本的にはそういう存在だ。

　だが稀に変わりものがいるのも事実。

　リリスとゴドフリーが常に行動を共にしていることも、ほかの魔からすればじゅうぶん異質であり変わ

り種とでも思われているのだろう。

　ある日突然いずこかより生まれ落ちる魔に親などおらず、故に親子の情といったものは理解できない。

友もおらず、仲間もいない。

　ほぼ生まれたときの姿のまま一生を過ごすものもいれば、成長するものもいる。また動物が幼生から成

体になる過程で形態を変えるのとよく似た変態をおこなうものもいれば、取り込んだ餌に似せた形態に変



態するものもいる。

　なにもかもが自由気ままと思えるほどに統一性に乏しい。

　『魔』を『魔』としか表現できない――説明できない理由でもある。

　だが人とは何事も分類したがる性質を持っているようで、外見で区別できないのなら、習性や餌で分類

しようとした。

　リリスたちのように血を吸うものは吸血鬼。

　捕食対象を丸呑みする大蛇やサンドワームなどは鬼一口。

　切り裂くことを娯楽にしているデュラハンは切り裂き魔。

　夢のなかに現れて不安や苦しみを与えるものは夢魔。

　これらのほとんどは想像上のモンスターと思われているので、実在していることを知っている者はほと

んどいない。けれど分類だけはなされているのがおもしろい。ゲームや物語が影響しているからではあっ

たが、魔からすればいい隠れ蓑になっていると揶揄するものもいるくらいだ。

『魔を分類し、種族や系統について我ら以上に語るくせに、いっこうにその存在を認めようとはしない。人

とはなんとも珍妙な生きものよ』

　人のことをそう言った魔は少なくはないだろう。

　そんな風に魔は行動や考え方に統一性はないが、かといってすべてが相違しているわけではなく、ただ

個体の個性が強い。

　それだけに行動が読めないが、いずれにせよ早くブロルを見つけて救出しなければ厄介なことに巻き込

まれる可能性が高まってしまう。

　リリスたちは悪魔召喚がおこなわれそうな場所を目指して牢をあとにした。



召喚魔法

　外から見た屋敷の大きさからいって、屋敷内に召喚儀式の間があるとは思えない。地下のどこかにだだっ

広い部屋を用意しているはず。

　そう結論づけたリリスとゴドフリーは足あとを殺しながら地下道を移動する。

　リリスが最初に地下へおりてきた場所は比較的新しいと思える作りだった。

　全体的にコンクリートで覆われていて、施工のあとが綺麗すぎたのだ。新しく作ったのか、補修に見せ

かけてなにかを隠したのかまでは定かではないが。

　さらに階段をおりて地下牢へ至った際に急に石畳に切り替わって違和を感じた。汚れやすい床までは手

直しをする必要性を感じなかったのか。ここまで入り込むものはいないという慢心からなのか。だがしか

し石畳のままのほうが掃除という観点からして不都合が多いように感じたものだ。だからこその違和感な

のだが、ゴドフリーを助けることを優先させたためにそのときはスルーした。

「どちらにしてもロクでもない所業よね」

　改めて思い起こしてみればこれだ。顔をしかめるリリスにゴドフリーも同意した。

「俺が無理やり飲まされる前から血のにおいがこびりついていたから相当だろう。それに洗おうという意志

もはなから無さそうだったな」

　掃除の手間が省けるとうそぶいていたが、どう見ても掃除をおこなった形跡などない。ましてや隙間に

汚れのたまりやすい石畳。洗ったとしても汚れは落としきれなかっただろう。

　あの地下牢は牢というよりは拷問部屋、さらにいえば処刑場に近い場所だったはず。

　そこでたくさんの血が流されて石畳の床に落ち、石と石の間を伝ってどこかへ消えていく。

「そうか」

　流れた血のゆくえを脳内で追っていたゴドフリーはふと閃いた。

「あいつらは俺が飲みきれなかった血が床を流れていってもさして気にしたようすはなかった。だったらそ

の牢のどこかから下に流す場所が用意されていたとしても不思議はないだろう？」

　思い返してみれば石の並びは流れ落ちたものを集めるように工夫されていた。鉄格子の中央辺りから隙

間の溝が放射線状に広がるように石が配置されていた。

　そもそも男たちも『用があるのは牙だけ』と言っていたのだ。血に頓着しなかったのは、その仕組があっ

たからかもしれない。

　悔しそうに顔をしかめたリリス。もっとよく見ておけばよかったと臍を噬む。

「どこかに階段かなにかがあるということよね」

　なにかと言いはしたが、階段以外といえばスロープくらいしかないだろう。

　エレベーターといった大げさなものは設置できたとしても、そんな目立つものは地下では使っていない

に違いない。

　昔ならいざしらず、現在は消防法だなんだといって立ち入り調査くらいは受けているはず。工事業者が

頻繁に出入りすれば人の目も引く。そうそう隠しきれるものではない。

「隠し扉になっていると厄介よね」

「それはないだろう。屋敷内ならまだしも、地下はないものとして隠すか、見られても困らないような地下

倉庫あたりを囮にしているんじゃないか？　ヤバいほうは最初の出入り口だけ隠し扉にしておけば、そこ

から奥は気にする必要はないはずだ」

　リリスは入ってきた場所を思い起こした。



　使用人用の出入り口から侵入したために見つけやすかったのか。それとも血のにおいを追いかけたから

か。わりとすぐに地下への扉は見つかり、降りた先では子供たちが捕らえられた檻が並べられていた。普

通であれば隠されていなければならないもの。もしかしたらダミーの扉はもっと別の場所にわかりやすく

あったのかもしれない。

　例えばあの食材保管庫のような部屋のどこかに。

　ならばリリスが選んだ道はまちがいではなかったということ。

　であればこの通路のどこかからさらに地下へといける道があるはず。

　血のにおいはあの牢が一番強い。だからそこへ戻るのはにおいを辿るだけでじゅうぶんだが、それだか

らこそまったく違う場所に階段なりスロープなりがあると思えた。

　見られて困るものは、たとえ不便だったとしてもはなれた場所に用意しそうだ。そうすれば芋づる式に

という事態だけは避けられるだろう。

　経験による勘でしかないが。

　そしてそれはすぐに証明された。ただし予想に反してこちらも隠し扉だった。

「どれだけ用心深いんだ」

　ゴドフリーが呆れながら苦笑いをもらした。

　壁の彫刻に紛れた扉を抜けると、長い長いスロープが出現した。大きな球体の側面をなぞるような感じ

で円を描きながらゆっくりとくだっていく。その先に目的のものが現れたのだった。

「これね」

　ひときわ大きな石の扉。いったいどんな人間ならこれを開けることができるのだろうと呆れ果ててしま

うほどに大きい。もっともその巨石の扉に施された彫刻による装飾に紛れるようにして小さな、それでい

て人が通るにはじゅうぶんなサイズの木製扉が仕込まれていた。

「ここもなのね」

　隠し扉が好きなのか。それともこうしたデザインの扉が好みなのか。地下室の扉がすべて隠し扉になっ

ていると、これはもう後者が選択理由なのではないかと思えてくる。

　一瞬緩んでしまった気持ちをたてなおすと、二人してそっと扉の向こうの気配を探る。

「なにか感じるか？」

「いいえ、なにも。レイは？」

「俺もまったく」

　降参とでもいうように肩をすくめてみせたゴドフリー。

　リリスは乾いた笑いをもらして諦めをあらわした。

「こうなったらイチかバチかでいってみるしかないわね」

　二～三度深呼吸した彼女たちは扉に手をかけるとそっと開いた。

　少しずつ見えてくる地下室のようす。

　部屋全体から見ればやや薄暗いけれど、床の上には火のついた無数のろうそくが立てられている。一定

の法則にしたがって並べられているであろうそれは、いくつかの記号をなぞっているようだった。

　ある程度扉を開いたところでするりと身をくぐらせる。最初にリリスが。次いでゴドフリーが部屋のな

かへと入っていった。

　扉のすぐ脇の壁際でしゃがみ込むようにして体をできるだけ小さくしてから部屋全体に視線を巡らせた。

　思ったとおりに巨大な部屋だ。広さも高さもある。

　それだけの距離をスロープでおりてきたわけだ。

　この地下室はいわば自然の洞窟を使用したような形になっているようだ。これまでの部屋と違って、壁



も床もただの岩肌がむきだしになっている。

　再び中央に目を向けてみれば、そこにはアルベルトとブロルの姿をとらえることができた。

　アルベルトはろうそくで囲まれた空間の真ん中に立っていた。

　ブロルに至っては祭壇のような台の上に寝かされていて生死は不明だ。だが依り代にするのであれば眠

らされているだけと考えるのが妥当だろう。

　リリスがアルベルトへと視線を向ければばっちりと視線がかちあった。

　侵入したことはすでにバレていたらしい。

　そうなれば隠れている必要もなく、二人の吸血鬼はやおら立ちあがるとアルベルトのもとへと歩を進め

た。

　アルベルトはまるで典型的な悪役のように両手を掲げるようにして歓迎の意を表した。

「これはこれは。よくここがおわかりになりましたね。迎えにいくつもりだったのですが手間が省けて大変

助かりました」

「それはどうも」

　答えたのはリリスで、ゴドフリーはいかにも胡散臭いアルベルトを半眼で見返しただけだった。

　そんな態度にもいっさい反応せずにアルベルトはブロルが寝かされている台の真反対に設置されている

イスを手のひらで指し示した。

「こちらに席を用意いたしました。さあどうぞお座りください」

「お座りください……ね。そう言われて素直に座ると思うの？」

「ええ、思っておりますが？」

　いかにもそれがどうかしたのかといった表情で首をかしげるしまつ。

　リリスはつい指を額にあててしまった。

　これはどうしたものか。

　いきなり襲いかかってきたあとは、ブロルとペトルを誘拐。それによってリリスたちをおびき寄せて、

いっぽうは殺害し、残ったゴドフリーは贄に仕立てようとしておきながらあっけらかんとしたこの態度。

　たしかに魔とは自分本位な生きものだ。我が道をずかずか進もうとする。

　だがそれに付き合わされるほうは、たまったものじゃない。正直なところ、いい加減にしてほしい。そ

の一言に尽きる。

　それにどうも腑に落ちない部分がある。言動が魔というより人に近い感じがするのだ。

　そうやってリリスが頭を抱えているあいだに、ゴドフリーはブロルのもとへと向かって口元に手のひら

をかざしていた。かすかとはいえ呼気が感じられる。たしかに眠っているだけのようだ。

　ふと足元に視線を落とすとびっしりと床に魔法陣が描かれていた。

　視線でなぞるようにその魔法陣をたどっていたゴドフリーはハッとして顔をあげた。

　目の前に立つのはアルベルト。

　その口元に浮かぶのは薄い笑み。

「逃げろリリス！」

　叫ぶゴドフリー。

　反射的に飛ぶように数歩後退ってからリリスは足元を見てゴドフリーを見た。

「レイ！」

　危険なのはリリスではなくゴドフリーとブロルのほうだった。

　ブロルの体を持ち上げたゴドフリーが、リリスに向かって投げ渡そうとする。

「遅い！」



　割りこむように鋭い声を発したのはアルベルトだった。

　いつの間にか手にしていた杖を足元に描いた魔法陣の中心を指すようにして突いた。

　即座に魔法陣から立ち上る闇色の紗幕のような召喚魔法。

　わずかの差でそこから抜けることができたブロルの体は無事リリスの腕に受け止められた。だがあとに

続こうとしたゴドフリーの体は紗幕に弾かれて捕らえられてしまった。

「レイっ」

　ゴドフリーのところへ駆け寄ろうと一歩足を踏み出したリリスは、召喚魔法の紗幕がさらに高くなった

ことで慌ててタガーを三本取り出すと、自分を囲む正三角形を描くように床に突き立てた。

　アルベルトは舌打ちをしたもののさして残念そうではない。

　実際のところ贄と依り代が同じものであったとしても憑依には影響がなかった。条件さえ満たしていれ

ばいいのだ。

　必要なのは魔法陣と贄と依り代。ブロルのようにプラチナブロンドが理想ではあるが、ゴドフリーのアッ

シュブロンドでもできないわけではない。

　贄の血はゴドフリーに大量に飲ませている。飲みきれなかったものも床を伝ってこの部屋の床下――

ちょうどゴドフリーが捕まっている陣の真下に溜まるようになっている。

　すでにゴドフリーが飲まされた過剰な血液はリリスが吸い取ったことを知らないアルベルトはそう考え

ていた。

　さらに闇色の紗幕が高くまでのびる。岩の天井まで届きそうになったところで、今度は紗幕で取り囲ま

れた陣のなかにぼんやりとした影が見え始めた。

　徐々に存在を示し始めるそれは召喚に応じた悪魔の姿だろう。

　ゆらりゆらりと影は蠢きながら様々な形にその姿を変える。

　本来の姿を見とがめられることを忌むように、掴みどころのないままただ影だけが濃くなっていく。

　やがて伸びたり縮んだりしていた影はようやくゴドフリーを依り代と認識したらしい。まるでゴドフ

リーが吸い込んでいるのではないかと錯覚しそうな勢いで体のなかに入っていった。

　リリスは歯を食いしばってそれを見ていることしかできなかった。ブロルの体は抱きしめたまま。万が

一ここで目が覚めてもいいように顔を肩に伏せさせるようにして後頭部を押さえている。人であるブロル

にこの光景は耐えられないだろう。見せないための処置だ。

　食いしばる口の端から血のしずくが流れる。

　そのにおいを嗅ぎつけたのか、ゴドフリーが、否、ゴドフリーに憑依した悪魔が一瞥をくれたが、すぐに

召喚主であるアルベルトへと移っていった。

「呼び出したのはおまえか？」

　ゴドフリーの声で悪魔が言う。

「そうだ」

　アルベルトの答えは短い。

　どこか不満に思っているようにも見える。

　期待したほどの悪魔ではなかったということか。

「願いはなんだ？」

「私の手足となって魔を滅ぼすことだ」

　これはリリスも予想していたこと。やはりそうかと胸中でつぶやいた。

　だがそれにしても理由はなんだろう。

　アルベルトひとりでもそこそこの力はあるはず。あえて悪魔を喚び出す真意がつかめない。



　それは悪魔も同じだったようだ。

「それだけのことか？　おまえひとりでもできように」

「できなくはないが時間がかかる」

「ふむ」

　悪魔はアルベルトをひたと見据えながら顎に手をやった。やけに人間臭い仕草だ。どこか見覚えがある

気がするのはそのためだろう。

　しょせんこの程度の召喚に応じるような悪魔だ。リリスは最初そんなふうに思った。

　贄の血の量が少ないことをわかっておきながら、喚び出したことへの咎めすらない。そんなちっぽけな

悪魔。

　けれどよくよく観察してみると、あまりにも贄に対してむとんちゃくすぎる印象がある。

　むしろ地上に出ることが目的で贄の存在など二の次。これまでも機会さえあれば何度も召喚に応じてき

た気配がする。であればやけに人の世に詳しそうなのも納得がいく。

　だがそれだけにその人間臭さがいっそ不気味で、リリスは軽く身を震わせた。

（この悪魔、タダモノじゃない？）

　再び悪魔がリリスに一瞥を投げる。

　いったいなにを考えたのか。ニヤリと悪魔が嗤う。

「おまえ、闇は渡れるか？　補助が必要なら手を貸すぞ」

「……補助があれば大丈夫だ」

　一瞬の間をあけてアルベルトが答えた直後には二人の姿は消えていた。



奪われたものを取り戻せ

「レイ！」

　反射的に呼び止めようとしたものの、ときすでに遅し。

　リリスは闇を渡れない。

　アルベルトのように補助を受けなければ無理だった。

　魔である以上闇のなかに入っても問題はないが、自ら出入り口を作るだけの力がないので誰かにあけて

もらわなければならないのだ。

　闇のトンネルもある意味闇渡りと似ている。ただ魔だけでなく人や動物も通れるようになっているとい

うだけのこと。

「レイ……」

　声が届かないことなど承知のうえで、それでも呼ばずにはいられない。生まれ落ちてこのかた、落ち合

う約束もなしにはなれたことなどない、いわば半身のような存在。むしろ半身そのもの。

　どうしても先ほどまでゴドフリーが立っていた場所から視線を外すことができない。

　そんなリリスの意識と視線をそこからはがしたのは、床を滑るように吹き込んできた風だった。

　風上を追うように風をたどったリリスの瞳に写ったのは、彼女たちがこの洞窟に入ってきた扉だった。

扉を開けたのは家に返したはずのペトル。

「あなたどうしてここに……」

　問うているようないないような曖昧なつぶやき。

　リリスのそれが聞こえたのかどうなのか、ペトルは洞窟のなかを見渡してほかに誰もいないことを確認

すると、そっと入ってきた。手にはリリスが渡したタガーを持って、どこか居心地が悪そうで落ち着きが

無い。視線はそらしたままだった。

　実際のところ危ないから帰れと言われていたのに、こんな敵地のどまんなかに現れたのだから言い訳し

ようにもできはしないのだろう。

「どうしてここに？」

　今度ははっきりと聞いた。

　ペトルはぴくりと肩を跳ねさせたが、それ以外ではいつもどおり。動きに合わせてゴールデンブロンド

の髪がろうそくの明かりを受けてときおりきらめいていた。

「もしかしたら僕にもなにか手伝えることがあるかもしれないと思って……」

　リリスは大きく息を吐きだした。

　ペトルの肩がおもしろいほど跳ね上がる。

　一応悪いことをした自覚はあるようだ。

　どのみちここまできてしまっては今更だ。それよりもこうなったからにはしっかりとこきつかってやろ

う。

「もう誰もこないと思うけど、一応周囲を見張っていて」

　リリスが投げやり気味にそう命じると、ペトルは真一文字に口を結んでうなずいた。

　抱きかかえるようにしていたブロルの体を床に座らせるようにして、首筋をあらわにする。

　それだけでリリスがなにをしようとしていたのかわかったらしい。

「ブロルも操られていたのか？」

「いいえ、それはないはずよ。ただあまりにも目を覚まさないから眠り薬を使われたかどうか確かめるだけ」



　そっとブロルの首筋に牙を突き立てたリリスは一口すすると、顔をしかめてすぐに吐きだした。

「うっ、まずいっ」

「じゃあ……」

「眠らされているわね」

　吐き捨てるようにそれだけ口にしたリリスはすすっては吐いてを繰り返した。

「こんなところかしら」

　未だ眠ったままのブロルの体をいったん抱え上げて血で汚れていない床の上に改めて寝かせると、リリ

スは天井を仰ぎ見るようにして髪をかきあげた。その体勢で疲れを吐きだすようにふーっと息をつく。

　目を閉じれば瞼の裏に浮かぶのはやはりゴドフリーの姿。

　ゆっくりと深呼吸したリリスは目を開けるとペトルへと顔を向けた。

「とりあえずここから出ましょう」

「あ、じゃあ僕がブロルを背負うよ」

　リリスがブロルを横抱きにできるだけの力があることは今目の前で実際に見たので知っている。けれど

ここまで来たのだからなにかできることをと考えた結果だった。このくらいならという意志がその瞳に現

れている。

「それじゃあお願いするわ」

　実際のところなにかあったときにすぐに対応できるようにリリスが身軽でいることにこしたことはない。

断る理由などなかったのですぐに了承した。

　ペトルは持っていたタガーをリリスに返してブロルを背負った。

「そういえば、よくここがわかったわね」

　人であるペトルがこの地下への入口をよく見つけたものだと感心した。けれど自力で見つけたわけでは

なかったようだ。

「それが僕にもどうなっているのかわからなくて……。屋敷のそばでウロウロしてたら急に目の前に扉が現

れて……」

　ペトルが視線で指し示したのはこの洞窟へ入るための扉。

　リリスは顔を伏せて口元に軽く握った拳をあてた。

（あの悪魔のしわざ？　でもなんのためにそんなことを……？）

　そのまま考えこみそうになったリリスは慌てて頭を小さく横に振った。

　今はそんなことをしている場合ではない。この屋敷から早く逃げなければ余計な騒ぎに巻き込まれてし

まうかもしれない。むしろその可能性が高い。なにせ多数の死体ができあがっているはずなのだ。

　そこで檻に入れられたままの子供の存在も思い出した。

　額に手をあててうめく。

「どうしたんですか？」

「ここにくる途中で、どこかからさらわれて檻に入れられた子供たちがいたのよ」

「助けなきゃ」

「でもこの状況じゃ」

　檻のなかには意識を失った子供が七人。

　こちらはリリスと、眠ったままのブロルと、彼を背負うペトルのみ。

「じゃあ助けを呼びましょう」

「助けって、誰を？　関係ない人間を巻き込むわけにはいかないわ」

「いえ、そうじゃなくて、警察に来てもらうんです」



　ペトルがいうには、屋敷のどこかを爆破させるかどうかして外に異変を知らせて人を集めれば当然警察

も動くはず。そうすれば家宅捜索がおこなわれてその子供たちも見つけて助けてもらえるだろうというこ

とだった。

「地下の隠し部屋への入り口はそう簡単に見つけられるようなものじゃないわよ？」

　これまでだって見つからなかったのだ。どれだけ調べたところで無駄だろう。

「だから見つかるような場所を爆破させるんですよ。その地下への扉とか、地下室とかを」

「どうやって？」

「え？　リリスさんの力でドカーンってできないんですか？」

「そんな力はないわよ」

「そうなんですかー？　それじゃあそうですね、あのろうそくの火でどこか燃やしますか？」

　ペトルが指さしたのは、魔法陣の上で今なお燃え続けている無数のろうそくだった。

　たしかにこの洞窟を見つけてもらうことができたら、悪魔召喚をおこなおうとして失敗した挙句の出火

だという言い訳が立つ。

「そうね。それでいきましょう」

　いったんペトルたちをさがらせたリリスは、ブロルが寝かされていた木製の台と、その向かいに用意され

ていたイスを次々と扉に向けて投げ飛ばした。いかにもなんらかの力によって吹き飛ばされたふうを装っ

て。

　その後いったんペトルたちを外に逃がして先にスロープをあがるように指示。

　それから扉周辺に散らばった破片に火をつけていく。

　実際のところ、台やイスなどが吹き飛ばされるほどの力が暴れておきながらろうそくの火が消えていな

いのも、吹き飛んだ破片に火がつくのも不自然ではあった。だがその不自然さがかえって真相をわかりに

くくしてくれるのではないかと期待した。

　それこそ『得体のしれない存在』の関与をほのめかすことになってくれれば助かる。

　ほかに方法はないのだ。

　見捨ててもかまわないのだが、なぜか幼い子供相手だとつい手を出してしまうのは自分たちの過去と重

ねてしまうからだろうか。

　なんにせよリリスができるのはこうしたささやかなきっかけづくりだけ。

　使者の命はブロルとペトルを救出すること。

　それでもそれを実現する過程においてこの屋敷へと繋がっていたなら、子供たちの救出も多少なりとも

関係があるのではないかと思える。しいてはこの屋敷の解体も含まれている可能性すらありえないわけで

はない。

　ここで破片に火をつけたところで、炎自体が屋敷に燃え移ることはない。だが煙はのぼっていくだろう。

　そうして公の手が入れば、子供たちは助けだされ、主が行方不明となったうえに多数の死体が見つかっ

た土地家屋は封鎖されるなりなんなりするのではないだろうか。

　あとは隠し扉に細工をして見つけやすくしておけばいい。

　ヘタに炎を広げてしまっては檻のなかの子供たちやなにも知らない使用人たちを危険な目にあわせるだ

け。関わりすぎるとリリスも都合が悪いのでこのあたりが妥当だろう。

　炎がゆるやかに育ちながら木の破片を舐めていくその向こう側。未だ多数のろうそくの炎に照らされた

魔法陣を見つめる。

　ぎゅっと寄せられた眉。

　悔しさと切なさと侘しさ。そして物足りなさ。



　あってあたりまえのものがなくなるというのはこういうことなのだろうか。

　リリスは初めて味わうどこかのなにかが欠けた感覚に泣きたくなるほどの胸の痛みを覚えることに戸惑

う。それでも僅かな瞑目だけで振り切ると、ペトルたちを追ってスロープを駆け上がっていった。

　スロープをあがりきったところで待っていたペトルたちに合流したリリスは、あちこちの扉に細工をし

て見つけやすくしていった。

　洞窟から一番近い扉は焦げた洋服が擦れたような汚れをつけたうえで、完全には閉めずにほんの少しだ

け開いた状態にしておいた。

　その後の扉は同じような方法でスス汚れだけ。

　さすがに洋服の切れ端などを残すとあとあと厄介なことになるかもしれないのでやめておいた。

　リリスの存在は知られることはない。そもそも人ではないのだから調べたところでなにも出てきはしな

い。せいぜい宿を利用したことくらいだ。

　問題はさらわれたペトルやブロルだが、たとえ被害者だとしてもけどられないほうがいいだろう。

　まだ少年といえる年齢の二人に警察等の取り調べを受ける事態など、免れることができるものならば避

けるにこしたことはないのだ。

　被害者といえどもそれなりにしつこく問われるのは想像に難くない。

　特にこうした魔が絡んだ騒動であればなおさらに。

　正直に言えば言うほど信じてもらえずに更なる追求を受けるだけ。

　そうした事情をペトルに、そして帰宅途中で目を覚ましたブロルに伝えて、この件に関していっさい知

らぬふりを貫くように説明した。

　なにごともなかったように生活することが一番安全なのだ。今回のことは一生心のなかにしまいこんで、

できればきっぱり忘れてしまうくらいのほうがいい。

「それでリリスさんはこれからどうするんですか？」

　ブロルが助けられた礼を述べたあとに、そう問いかけてきた。

「もちろんレイを探すわ」

「でも……」

　ゴドフリーはブロルの身代わりとなって悪魔の依り代になってしまった。さすがにそのことを口にする

のははばかったようでブロルは言葉を濁した。

　そんなことは承知のうえだとリリスは肩をすくめた。

「レイは私の半身なの。ちゃんと取り戻すわ」

　決意の程を語るリリスは、けれど気負いはなくとても自然体だった。そうなることがあたりまえだと思っ

ているからなのだが、ペトルたちには諦めと取られたかもしれない。とたんに二人の表情が沈んだからだ。

「諦めたわけじゃないのよ。そうなることを疑ってないだけ」

　言葉を継ぎ足せば、ようやく伝わったようだ。

「あなたたちは今回のことは忘れてあなたたちの人生を生きなさい」

　二度と会うことはないだろう。

　もともとリリスたちは人の世界の合間を縫うような生き方をしている。存在しているけれどそれを主張

しない。

「さあ早く家に帰って眠ってしまいなさい。すべて夢だったことにして忘れるの」

　それぞれの家まで送り届けたリリスも、いったん宿に戻って残してきた荷物を整理する。もっとも荷物



といっても籠とチョコレートとポムラースカくらいしかなかったが。

　あとはシャワーを浴びて体の汚れを落とす。宿の窓からそっと出入りしたため、誰かに見られてはいな

い。しかしススによる汚れや血のにおいは洗い流しておいたほうがいいだろう。

　洋服も一緒に洗って乾かす。破れたところはいつものように魔力を使って修復しておいた。

　フロントが開くと同時に部屋の鍵を返してチェックアウト。リリスはひとり宿をあとにした。

　荷物は、宿で用立ててもらった――もちろん代金は支払った――袋に詰めて部屋を出て行った。部屋に

残したままだと不審がられるおそれがあったためであり、単純に迷惑をかけないためだ。そのために持ち

だしただけで必要なわけではない。ヘタに荷物を増やすと動きに支障がでてしまうので、適当なところで

袋ごとゴミ箱に捨ててきた。

　この街での形跡を清算したリリスは周囲をぐるりと見やる。

　今のところ使者の姿は見あたらない。

「まずはどこへ行こうかしら？」

　つぶやいたところで脳裏に浮かんだのは、はるか昔に訪ねたことのある魔女の屋敷。

「なにか手がかりがつかめるかも」

　魔女とは『迷える羊《ストレイシープ》』に道を指し示す魔物。

　行き先が決まったリリスはさっそく駅へと足を運んだ。

　闇を渡ることができればすぐにたどり着ける。けれど残念なことに闇渡りのできないリリスは人の交通

網を利用するしかない。

　目的地への長い道のりを慮ってもらした吐息は朝陽の光芒にかき消された。



ばったりと

　幾つもの列車やバスを乗り継いで長い長い距離を移動する。

　とはいえ向かう先はチェコの隣の国、ドイツ。さほど遠いというわけでもない。ただ目的地が人里をは

なれた場所にあるため、最終的には延々徒歩で移動しなければならない。そのせいでやたらと遠く感じる

というだけの話ではあった。

　もっともリリスだけであれば俊足で駆け抜けることもできた。

　それができなくなったのは足手まといの存在だった。

　食堂車に向かった際にばったりと出くわしてしまったのだ。その足手まといと。

「なぜここにいるのかしら？」

　リリスの目の前には見つかって気まずそうにしているブロルとペトルの姿があった。

「通路を塞いでいたら迷惑になるわ。食事はまだなんでしょう？　とりあえず食堂車に移動するわよ」

　二人を連れて食堂車に足を運んだリリスはさっさとあいている席に腰を下ろしてから、向かい側の席を

手のひらで指すようにしてどうぞと着席を勧めた。

　注文を済ませたところで再び問う。

「それで？　どうしてあなたたちがこんなところにいるのかしら？」

　ブロルとペトルは互いに顔を見合わせるとブロルが口を開いた。

「なにか役に立てることがあるかもしれなくて」

　ペトルへと視線を向けると同意するようにうなずいた。

「僕も助けてもらったお返しになにかしたかったんです」

　リリスは頭を抱えたくなった。

「今回のことは夢だと思って忘れなさいといったはずよ。これ以上かかわると今度こそ命を落としかねない

からそう忠告したのだけど、言葉の裏の真意が理解できないほどあなたたちは未熟だったということかし

ら」

　あからさまに愚弄するような言葉を選べば、彼らはむっとした。そういうところがお子様だと言ってい

るのだが、事実「少年」でくくられる年齢なのだからそれもしかたないのだろう。リリスとしては困ったこ

とに。

　そしてやはりこうしたことに即座に反応してしまうのはペトルのほうだった。

「いくらなんでもそういう言い方はないんじゃ……」

「でも『次に捕まったら今度こそ確実に殺されるからしばらく家から出ないように』ってはっきり言ってた

らこうして追いかけてきた？」

「そんな脅し」

「脅しじゃないわ」

　反論しようとしたペトルの言葉を遮るように強い言葉で否定する。これは事実脅しでもなんでもないの

だから。

「脅しなんかじゃなくて、事実あなたたちはまだ安全とはいえない位置にいるのよ」

　二人の瞳を交互にまっすぐ見返しながらゆっくりと言い聞かせる。

　ブロルのほうは無表情でずっと口をつぐんだままだったが、ペトルは驚きをあらわにしていっきに顔を

青ざめさせた。

「え、だって、もう、召喚は……」



「バカね。召喚が成立したからって贄が要らなくなるわけじゃないのよ。依り代は不要になったけれど、あ

いつの願いを叶えるためにはさらに相当数の贄が必要になる。あなたたちは依り代としても贄としても

じゅうぶん素地があるの。だからこれ以上かかわらないように忘れなさいと言ったのよ」

　贄だって誰でもいいわけではない。

　食べ物に味や栄養素の違いがあるように、贄にも得られる力の差は歴然とあるし、魔によって好みもあ

る。

「金や銀が好きなのは、なにも人間だけじゃないのよ」

　ブロルのプラチナブロンド。

　ペトルのゴールデンブロンド。

　大多数の魔を傷つけることができる銀は特に羨望を集める色だ。手に入れて、銀の代わりに蹂躙したい

気持ちにさせる色なのだ。

「だって、それは、僕たちのせいじゃ」

「ええ、あなたたちのせいじゃないわ。けれどそんなこと関係ないのよ。魔は自分たちが楽しむためなら仲

間すら平気で手をかけるような存在だから」

「そんな……」

　絶句するペトルにリリスは冷たく言い放った。

「わかったらこのまま引き返すことね。ここの食事代くらいは出してあげるけれど、以後はなにがあっても

関与しないからそのつもりでいてちょうだい。私も魔のひとりだって忘れないでね。命令を受けたとき以

外に人を助けるなんてことはありえないから」

「命令？」

　ここでようやくブロルが口を開いた。

「ええ」

　世界のバランスが崩れるおそれがある場合だけ使者が訪れて命をくだす。リリスたちは魔ではあるが、

ある事情によりこの使者にだけは隷従を余儀なくされている。

「誰に？」

「それは言えないわ」

　ほんの少しだけ弧を描く口元は決して優しいものではなく、むしろ冷たいものだった。蔑みをあらわに

した冷笑。

　とたんにペトルの眉間にくっきりとシワが刻まれる。

　その素直すぎる反応にリリスの笑みはさらに冷ややかさをもって深まる。

「聞けばなんでも答えると言った覚えはないわよ。ましてや知られたら殺さなくちゃいけないもの。面倒は

御免なの」

　別に彼らのために言っているわけではない。これは事実なのだ。魔とはいえリリスたちも世界の理に縛

られている。いや、理でありながら不条理かもしれない。いわゆる『無知は罪』に通ずるものだから。

　もちろんそんな事情を他人に暴露することはしないけれど。

「とにかく忠告はしたわ。私はあなたたちの味方でもなんでもないただの通りすがり。大事なのは自分とレ

イだけ。食事を食べ終わったら次の駅で乗り換えておとなしく家に帰るのね」

　ちょうど話の切れ目を見計らったように注文した料理が運ばれてきた。

　あとは無言で食べ進める。

　リリスは言うべきことはすべて伝えたからだが、ペトルたちは真実を前にして打ちひしがれて言葉も無

いといった感じだ。



　リリスはそれでいいと思っている。

　人は人として生きていくのがいい。魔とかかわらずに一生過ごせることが本人のためなのだ。

　食べ終えたリリスは彼らを待たずに会計を済ませて席へと戻っていった。

　寝台付きの個室を取るほどの距離でもない。腕を組んだリリスはシートの背もたれに体を預けると目を

閉じた。

　ただゴドフリーを一日も早く取り戻すことだけを考えて。



森の獣は魔の獣

　リリスの足がようやく地面を踏んだのは広大な森の入口に設けられたバス停だった。

　この近くにキャンプ場があるおかげでここまではバスが通っていた。だがリリスが向かうのはそのはる

かかなた、森の奥地である。

　迷子と間違われないように、気配を隠すようにして人目を避けつつ奥へと向かう。

　しかしある程度森に入ったところでリリスは後ろを振り返った。

「帰れと言ったはずよ」

　そこに立っていたのはブロルとペトル。家に帰るどころか結局ここまでついてきていた。

　ブロルがぎゅっと拳を握り締める。

「足手まといかもしれないけど、それでもなにかできることがあるかもしれないじゃないですか。怪我をし

たときに血を飲める相手がいたほうがいいでしょう？」

「そんなこと言っていいの？　血を飲まれて死ぬかもしれないのよ？　化け物の仲間になるかもしれないの

よ？　今まで平気だったからってこれからも同じことが続くわけじゃないのよ？」

　血を吸われながらも、こうして生きているのは手加減できる状況だったからだ。使者の命で殺すわけに

はいかなかったから、生命を脅かすほど多く飲むことはなかった。血気を抑える程度に減らしただけとい

うのが正しい。ただそれだけのことなのだ。

　いくらなんでも血を失いすぎては、死を避ける本能で吸い尽くしてしまう可能性などいくらでもあるの

だ。

　なんておめでたい子供たちだろう。

　乾いた笑みを浮かべながらリリスはタガーを取りだした。

　闇の力を引き出して剣へと変化させる。

　もう少年たちには興味をなくしたようにあっさりと右横を向くと、手に持った剣をそちらに向けて突き

だした。

　金属を擦りつけたような耳障りな悲鳴が森にこだまする。

　リリスに襲いかかってきた魔獣だ。

　キャンプ場からまったく人の気配を感じなかったのはこの魔獣に喰われてしまったからか。いくらシー

ズンを外しているといっても動物の気配すら乏しいのは不思議に思っていたのだ。

　リリスは舌打ちしてさらに闇の剣を振るった。

　イノシシのような魔獣に、シカのような魔獣。ウサギやアナグマ。キツネにイヌワシ。

　特にシカはノロジカ、アカシカ、ダマジカ、カモシカといった具合に種類も数も多い。ドイツにはシカの

天敵であるクマやオオカミが絶滅してしまったせいで増えるいっぽうなのだ。

　そうしたもとはこの森に生息していたただの動物だったものが、とらわれて魔獣へと作り替えられてい

た。

　動物だった頃の元々の姿を残しながらも、牙やツノや翼、そして蹴爪などが異様に発達して、魔獣らしい

武器と化している。

　背後から聞こえる悲鳴。

　ブロルとペトルのものだ。

「まったく厄介な」

　彼らが餌食になってしまってはますます魔獣の力が増してしまう。



　リリスは一足飛びに彼らのもとに駆けつけた。タガーを投げつけて二人を囲うように正三角形の結界を

築く。

「そこでじっとしていなさい。あなたたちの指一本でもこいつらに与えられでもしたら、より凶暴化してし

まうわ」

　視界の端でブロルとペトルがうなずいたのを捉えたリリスは、あとはただひたすらに魔獣を切り伏せて

いった。

「ちょっといくらなんでも多くない!?」

　切っても切っても湧いて出てくる魔獣。つい愚痴をこぼしてしまうのも無理もないこと。

　さすがにここまでの数を一度に相手にした経験はリリスにはない。ゴドフリーと一緒のときでさえ皆無

なのだから、ひとりきりではなおさら手に余る。

　ほんとうにひとりであれば走って逃げればいいだけのこと。だがしかし今ここには足手まといが二人い

る。

「だから帰れって言ったじゃない……のッ」

　最後の一言と共に裂帛の気合で闇の剣を振りおろす。

　すでに肩で息をするほどに疲労困憊なことが一目瞭然だった。

　飛びかかってきたリスの魔獣。小さすぎたせいで気づくのが遅れて腕に噛みつかれてしまう。

　それでもまだ左腕だったために即座に剣で串刺しにするようにして排除できたのだが、わずかによろめ

いてしまいそれがさらなる集中攻撃を招いてしまった。

　たちまち傷が増えていくリリス。

　蒼白な顔でブロルが叫んだ。

「リリスさんはこのなかに避難できないんですか!?　できるなら僕の血を飲んで傷を治してください！」

　それはたしかに魅力的な案だった。

　けれど。

「ほんとうにいいの？　死ぬかもしれないわよ？」

　疲労と傷と出血。これらに対処するにはそれなりの量の血液が必要となる。

「構いません！」

　即答だった。

　あまりにも簡単に答えられて逆に怒りが湧いてくる。どれほど気を使っているのか気づきもしないで。

そんな風に胸中でブロルを罵倒しながら振り返ったリリスは、覚悟を決めた瞳がまっすぐ自分に向けられ

ていたことを知った。

　舌打ちして、気力を振り絞る。

　ブロルたちを守るための結界の側まで戻ると、リリスは魔獣を蹴散らしながらそれより一回り大きな円

を足を使って地面に描いた。

　あらたに取りだしたタガーを一本起点に突き立て、円の内側に剣先をつかって魔文字を書き記していく。

　こちらもぐるりと一周書き終えたリリスはホッと一息ついてブロルと向き合った。

「ほんとうにいいのね？」

「はい」

　決意は固いようだ。

　どちらにしてもこのままでは共倒れ。四の五の言っている暇はない。

　リリスも覚悟を決めた。

「あのっ」



　首筋に牙を立てようとしていたリリスをとどめたのはペトルだった。

「僕の血も飲んでください。半分ずつにすればもしかしたら死なずにすむかもしれないでしょう？」

　ブロルと違って、ペトルはわずかに震えている。けれどここで口にしたからには引きはしないだろう。

そもそもリリスを追ってここまで一緒に来ているのだから。

「わかったわ。私も無駄に人殺しをしたいわけじゃないからそうさせてもらうわ」

　そう答えれば、ペトルはこわばっていた肩から力が抜けていた。

（お人好し）

　そんな一言がリリスの脳裏に浮かぶ。

　しかしなにも言わずに今度こそブロルの血を飲み始めた。

　命にかかわるぎりぎりのところまで吸血してから、傷口を舐めて止血する。その次はペトル。同じよう

に際まで吸いきった。

　さすがに二人とも貧血を起こしてその場に座り込む。

「座ったままより、目を閉じて横になったほうが治りは早いわ」

　リリスの助言に彼らは素直に従った。そうとう辛いようだ。

　ここまでされたのだ。自分も役割を果たさなくてはならないだろう。

　目を閉じて深呼吸を一つ二つ三つ。

　魔力を全身に巡らせて疲労回復と傷の治癒を同時におこなう。

　目を開けたリリスはいっきに結界から飛びだして魔獣たちに切りかかった。

　最小限度の力で魔獣たちを屠っていく。

　動けなくなった魔獣はトドメを刺さずに放置した。

　素早さと洞察とで殺すことよりも攻撃してこれないようにすることを優先させたせいで、なんとかすべ

ての魔獣を地に横たえさせることができた。

　今のところ攻撃を仕掛けてきそうなものの存在は感じられない。

　リリスは今のうちにと、結界を補強するようにさらに外側に正四角形と、正三角形を二つと、それらすべ

てを囲む円を描いた。

「これで少しは休めるかしら」

　さすがにきつかった。

　肩で息をしながら一番内側の正三角形のなかに入ったリリスは、ブロルやペトルのようすを一瞥してか

ら地面に座り込んだ。気絶でもしたのか二人揃って眠っているものの命に別条はないようだ。

　リリスは闇の剣を地面にたてて、柄頭に額をのせるような格好で脱力した。体力が底をつきかけており、

顔を持ち上げることさえすでに危うい。

　そこへ新たな存在が現れた。

「ずいぶん疲れているようだね」

　リリスは弾かれたように顔をあげた。目の前には魔法杖に横座りして浮遊している魔女がいた。

　老婆のようなしわがれた声をしているものの、外見は若い女性でしかない。十代とも二十代とも見て取

れる謎の存在。闇色のローブをまとってフードを被っているものの、そこから覗く手や顔の肌はみずみず

しい張りとうるおいがある。ただ髪が白髪で、声がしわがれているだけなのだ。そこだけがリリスよりは

るかに永い時を生きてきているのだと物語っているようではあった。

「きてくださったのですね」

　声がややかすれてしまったのは許してほしい。いくら血を飲んだとはいえこれだけ動けば疲れないわけ

はないのだ。



　もっとも魔女も気にしたようすはなかったのでリリスとしては一安心だ。

　円の内側に書いた魔文字は、この魔女に助けを求めるための呪文だった。発動させるための贄は切り倒

した魔獣たちが流した血。

　魔女は周囲に転がる無数の魔獣を見渡した。未だに息をしている魔獣もいるものの動けるものは皆無だ。

そのうちすべての魔獣がむくろへと成り果てるだろう。

　もとはただの動物。闇の獣のような印もなければ、魔の核もない。命が尽きればそれまでだ。魔力が消

えてただの動物の死骸へと戻るだけなので、放置したとしても時間とともに自然へと返っていくのでなん

の問題もない。

　魔女が静かに囁く。

「森中の動物を魔獣化したようだね」

「どうしてこのようなことに……」

「おまえが追っている相手がここに来たのさ、私を殺しにね。もっともその前に姿を消してやったから、腹

いせと、こうやって私を訪ねてきたものを片付けるための置き土産だろう。私のところにくるものは魔し

かいないからね」

「ご存知なのですか？　アルベルトが召喚した悪魔をつかって魔を滅ぼそうとしていることまで」

「魔女だからね」

　あっさりと言ってのけた魔女はけれど、それまでの凛とした態度から一変してどこか悲しそうに目を伏

せた。

「もっともすべてを知ることなど私にだってできやしないけれどね」

　自身がかかわることであればひらめきのごとく天啓を得ることはある。

　しかしそれだけ。

　それでも狙われやすい魔女という存在でありながらここまで生き延びてきたのだから、たいしたもので

はあったが。

　特に彼女のように命中率の高い占いの力をもつ魔女は慕うものの多さに比例して、邪魔に思う存在もま

た多大だった。

「さて」

　弱った体はややもすると心まで引きずって沈んでしまいがちになる。しんみりとした空気を一言で振り

払った魔女は、眠ったままの人間の側に近づいた。

「まずはこの子たちを帰してやらないとね」

「どうやって……」

　闇渡りの応用で人を任意の場所に移動させることができる魔もいる。けれどリリスにその力はないし、

魔女も魔と物しか対処できなかったはず。ペトルたちがすでに死体となっていれば『物』として扱えたが、

生きているからには、そして『帰す』ためにはその方法は使えない。ほかの誰か、もしくはなにかの手を借

りなければ。

　魔女にはその『手』があるのだろうか。

「どうもなにも、ここに来たときと同じ方法で帰すしかないだろう。おまえも知っているだろう？　私は生

きた人間は運べない」

　たしかにそうだ。

　ただもしかしたらそれが可能なツテでもあるのかと、魔女の物言いから勝手に誤解してしまっただけ。

リリスはさらに疲労が増した気がした。

「そう、ですね」



「なるほど。そうとう疲れているようだね」

　顔色が悪い吸血鬼を見て、魔女は懐に手をいれると三本の小瓶を取りだした。

「一人一本、三人分の疲労回復薬だが、いるかね？」

「なにと交換でしょう？」

　魔女がなにかをただでくれるはずはない。必ず代わりになるなにかを要求してくる。金銭以外のものを。

「三本分と同じ量だけ、おまえの血をよこしなさい」

　リリスが了承すると、あらたに空の瓶を取りだした。

　タガーをつかって指に傷をつけると、流れでた血を瓶に溜めていく。

「いいだろう」

　魔女の制止の声がかかったところでリリスは傷口を力で塞いだ。

　渡された三本の瓶の一つをまず自身が飲む。

　あとはブロルとペトルを起こして、回復薬だと告げながら手渡した。

　未だ空中に浮かんだままの魔女を警戒しているようすはあったが、リリスが再度勧めると、観念したよ

うに二人同時に飲み干した。

　効果はてきめんにあらわれた。

　彼らの驚きの表情を見ていればなにも聞かなくてもわかる。

　目を瞠って手を握ったり開いたり。かと思えば腕を回したり、その場で足踏みをしたり。どの動きもな

めらかで移動に支障がないことは一目瞭然だ。

　いつまでも確認作業を続けていそうなブロルたちの気を引くために、リリスは軽く手を叩いた。

「時間が惜しいわ。確認はそれくらいでいいでしょう？　駅までは送るからあとは自力で帰ってちょうだ

い」

　反論しかけたペトルの声を押し留めるようにリリスはきつい口調で言い切った。

「邪魔なの」

　今まではどちらかと言うと足手まといといったところだった。

　だがここからさきは違う。

「魔女が運べるのは魔と物だけ。あなたたちを一緒に運ぶためには死んでもらわないと無理なの。でもそれ

じゃ運ぶ意味もないでしょう？」

　生きているから家に帰そうとしているのだ。死体になってしまったのならそんな面倒なことはしないで

放置すればいいだけのこと。もともと何度も帰れと言ってきたのだ。人の忠告を聞かなかったのだからそ

れに対してなにを言われる筋合いもない。

　実際のところ、駅まで送ることすらかなりの譲歩なのだ。

　時間が惜しい。

　それはリリスにとって切実な感情。

　むしろここで彼らを殺してしまえば煩わしいことに邪魔をされることなくゴドフリーのところに行ける

のに。

　心のどこかではそんな無情なことすら考えてしまっているほどに気持ちは焦燥しているのだ。

「ごめんなさい」

　ようやくリリスの本音が伝わったのか。ブロルとペトルは吸血鬼に向かって頭をさげた。

　自分たちの行動はただわがままを押し付けて邪魔をしているだけなのだと気づいたようだ。

　それが容認される状況もないわけではない。

　しかし今はゴドフリーというリリスにとってかけがえのない存在が天秤に掛けられている。ブロルたち



が身勝手な行動をとればとるほどその天秤はバランスを失ってしまう。

　邪魔をしないこと。それだって立派な手伝いであり応援の仕方だということは若いうちはわかりにくい

かもしれない。けれど今の彼らにできる最大の手助けは、今回のことは忘れておとなしく家に帰って人と

してあたりまえの日常を過ごすことなのだ。

　リリスが最初に告げたとおりに。

　つい先走ってしまう気持ちを抑えてなにもせずにいること。それは多大な労力をともなう割には実がな

いように見えて誰しもが動くほうを選んでしまう。そうして取り返しのつかない事態を招くのだ。

　魔獣を倒すために血をもらったことはまったく評価にはつながらない。

　失点をわずかに減らしただけ。落ち度はなかったことにはならない。

　リリスを危険な目にあわせただけでなく、もしかしたら肝心のゴドフリー奪還の機会を消してしまった

かもしれないのだ。彼らはこの失敗を一生抱えて生きていくことになるだろう。

　それもまた彼らの人生だ。

　教えられることはすでに口にしてきたリリス。

　魔女ははなから相手にしない。彼らは魔女に払える報酬を持っていないから用はない。

　ブロルとペトルは自分たちの行動を恥じているのかどうなのか、以後はなにも話そうとはしなかった。

　だからチェコへと戻る列車の駅に着くまで誰も口を開かなかった。

「ここからなら帰れるでしょう？」

「はい」

　言葉少なく返事をしたブロルたちは、リリスと魔女に一礼すると駅の構内へと向かった。



魔女の力で闇渡り

　リリスはようやく肩の力を抜いた。

「まったく、これっきりにしてほしいわ」

　つい漏れてしまった苦情。魔女は一瞥を寄越しただけでなにも言ってこなかった。

　リリスを魔力で飛ばすために、魔女も一緒についてきていた。

　魔獣を倒したキャンプ場近くの森から駅にたどり着くまで、魔女は杖からおりて歩いていたが、幻視の

術をかけてリリスによく似た少女に見えるように細工をしただけだった。

　しゃべりもせず、杖にも乗らず、ローブも見えない。それだけで魔女の存在を知らない人間は、すれ違っ

たとしても誰も不審には思わない。

　リリスたちは人目に触れない物陰へと移動する。

　しわがれた声がそっと囁く。

「わかっていると思うが私が付き合えるのはここまでだよ。あとはひとりでなんとかするんだね。代わりと

言ってはなんだがこの回復薬を提供しよう。報酬はあの悪魔を使役から外してあちらへ返すこと。方法は

問わない」

　魔女は取りだした小瓶を五本、リリスへと渡した。

　つまりはこれだけのものが必要な相手だということだ。

「それからこれを」

　魔女の手にしているものは剣の柄だけだった。刀身はない。本来中子がおさまっている部分も空洞に

なっている。柄の側面の両端には、片面が赤でもう一面が黒の石が合計四個はめられていた。装飾といえ

ばそれだけのいわば棒である。

「これは？」

「それに魔力を注げば闇の剣になる。それで悪魔を切ればいい。普通の剣はもちろんリリスがいつも使って

いる闇の剣だと依り代を傷つけることしかできないが、これは見た目は同じ闇の剣ではあるが、宿ってる悪

魔だけを切ることが可能なんだよ。もちろん依り代が壊れれば器をなくした悪魔も返るしかなくなる。だ

がそれだとゴドフリーを取り戻すことにはならないだろう？」

　だからこれを使えということだった。

「あの悪魔は殺したところで元いた場所で生まれ直すだけ。あとはこちらにとどまれない程度に傷つけるだ

けでも返っていくから、余計な心配はせずにとにかく向かっていけばいい」

　かなり無茶苦茶なことを言われている気もしたが、実際のところそうするしか方法がないということだ

ろう。

　ゴドフリーを取り返したければやるしかない。できなければ諦める。そういうことだ。

「ありがとうございます」

　手に持った剣の柄を胸に抱くようにギュッと握りしめてリリスは魔女に礼を述べた。

「それじゃ、飛ばすよ」

　魔女が口のなかで呪文を唱え始める。

　最後に杖の頭部でリリスの額をちょんと小突く。

　それだけでリリスの視界は闇に覆われた。

「ここはいったい……」

　魔が集うどこかへ飛ばされるのではなかったのか。見渡しても闇以外はなにもないここは闇渡りに使わ



れる界の狭間ではないのだろうか。

　たしかにいずこかへ移動させるには闇渡りをさせる必要がある。ということはこれからさらにどこかへ

飛ばされるということか。

　キョロキョロと四方に視線を飛ばすリリスの視界に赤い光が横切った。

　あっと思ったときにはリリスの体もその光を追って狭間を抜け出ていた。

「ほう、追ってきたのか」

　外見はゴドフリーだが、声と言葉と瞳が悪魔のものだった。依り代としての体の支配力が増したのか、声

までも奪われてしまったようだ。

　赤い光は悪魔の瞳だった。瞳孔が垂直のスリット型。かわいくいえば猫の目だが、赤いせいで蛇かなに

かにしか見えない。

　チロリと唇を舐める仕草が余計に爬虫類を連想させた。

（蛇……）

　それはリリスにとってもゴドフリーにとっても消しきれない罪科。

　無知につけこまれた結果とはいえ、背反に対する責を負って、いくつかの制約が課せられた。

　すべては蛇のしわざ。

　けれど目の前にいるのは悪魔。似ているからといっても蛇ではない。

　リリスは過去を振り払うように周囲に目をやった。

「アルベルトはどうしたの？」

　一緒に消えたはず。そしてこの悪魔はアルベルトの願いを叶えるべく魔を滅しているはずだった。

　なぜひとりなのだろうか。

「ああ、あいつなら魔窟に置いてきた」

　魔窟とは悪魔が住んでいる場所。いわばこの悪魔の本拠地のはず。

「なぜそんなところに？」

「補助があれば闇渡りができると言っていたから狭間に連れ込んだんだが、いきなり気を失いやがったのさ。

人の血が混じってるなら最初からそういえばいいのに。そうすりゃ空気の膜で覆ってやったのにな。呼吸

ができなくて死にかけてたから魔窟に放ってきた。そのうち目を覚ますだろう」

「それでなぜあなたがここにいるのよ」

「もちろん退屈だから遊んでたんだよ」

「最初からそれが目的だったんじゃないの？」

　アルベルトは不満そうにしていたがリリスはそうは思わない。この悪魔はかなりの力を持っているはず

なのだ。

「なにがだ？」

「あなたならアルベルトが半魔だってすぐにわかったはずよ。だからあえて『補助』というあやふやな言葉

だけで闇渡りを勧めたんでしょう？」

　あの場にはリリスもいた。

　自身には人の血が混じっている半魔だから空気の膜が必要だと正直に告げていれば、当然リリスにも聞

こえていた。だからごまかそうとして言葉を濁したから変な間があいた返答になっていたのだ。きっと補

助が必要なことすら知られたくはなかったのだろう。

　そうしたことから考えて、彼は『補助』のなかには空気も含まれていると思っていた可能性がある。

　リリスたち魔にとっては『補助』とは界の狭間への出入り口を設けることだと知っている。けれど半魔

であれば、魔にとってあたりまえのことを知らない、もしくはまちがって教わっている可能性が高い。



　半魔は、魔にとっても人にとっても忌み嫌われる存在だ。ましてや魔は仲間でさえ己の楽しみのためな

ら平気で殺傷するし、騙す。アルベルトが正しい知識を得ていた確率は低かった。

　ゴドフリーを依り代にしている悪魔はリリスの説明を聞き終えると、再びチロリと舌を出して唇を舐め

た。瞳孔が愉悦からか細まり不気味さが増す。

　やはり蛇のようだと考えているリリスのことをわかっているのかどうなのか、悪魔はクスクスと笑い出

した。

「ずいぶん賢くなったんだな。あのときは簡単に引っかかって拍子抜けするくらいだったのに」

　含んだ物言いにリリスは眉間にシワをよせた。

「どういうこと？」

「おや？　まだ気づかないのか？　意外だな」

　またしてもチロリと覗く舌。

　リリスは瞠目した。

「まさか……ほんとうにあのときの蛇なの……？」

「なんだ、やっぱり気づいてたんじゃないか。そうでないとな」

「じゃあレイのことも……」

「ああ、この体の持ち主のことか？　覚えているさ。君の血をおいしそうに飲んでいたからな」

　遠い遠い昔。リリスとゴドフリーは楽園で生まれた。

　どうやって生まれたのかわからない。

　楽園ではいつも突然命が生まれる。なにもないところにポコリと。

　普段は単体で。けれどリリスたちは一緒に生まれて、同時に目を開けた。

　今よりもっと幼い姿。人の成長を目安にすれば、だいたい五つか六つといったところ。白い貫頭衣を一

枚まとっているだけで装飾などはなにもない。

　向かい合った形で生まれた二人は、自分以外の存在を目覚めと共にグリーンの瞳に映すこととなった。

　自分ではないもの。けれどまったく別の存在とも思えない。そんな奇妙な感覚を互いに感じていた。

　瞳の色はグリーンで、髪の色はアッシュブロンド。まったく同じ色。違うのは性別だけ。

「私はリリス」

「俺はゴドフリー」

　わかっているのは自分の名前と、ここが楽園ということくらい。

　目の前の相手に向かって両手をのばしたのも二人同時。

　手のひらを合わせて、指を絡ませる。

　さらに近づいて額をくっつけ合った。

「レイはあったかくって、いいにおいがする」

「リリスも同じ。あったかいし、いいにおい」

　しばらくして眠くなってきたリリスとゴドフリーは手をつないだままその場で横になる。

　起床してからも手をつないだままで、楽園を散策した。

　気の向くままに草花の色や香りを楽しみ、ちょろちょろと動く小さな生きものたちを眺めて、川では水

遊び。そんなことの繰り返し。

　楽園では空腹を覚えることもなく、夜も来ない。

　好きなように過ごして、疲れれば休む。



　そしてあの日。

　赤い蛇があらわれた。

　白くて小さな花をたくさん咲かせていた低木の茂みで見つけた隙間が、幼い子どもたちが横になるのに

ちょうどいい空間だった。

　あとで知ったその低木の名はサンザシ。

　遊び疲れた二人がその隙間に潜り込んで休んでいたときのことだった。

　風が奏でるものとは違う局地的な葉擦れの音が、リリスたちを眠りから呼び覚ました。

「なぁに？」

「わからない」

　まだまだ眠いのにと、リリスは目をこすりながらむずかる。

　ゴドフリーは寝起きのぼんやりとした眼差しのまま、なだめるように少女の頭をなでた。そのまま首を

巡らせて、ある一点にきたところでパチパチを瞬きを繰り返した。

　コテンと首をかしげる。

「誰？」

　ゴドフリーの視線の先には、青々とした茂みのあいだから赤い蛇が顔を覗かせていた。

「誰かいるの？」

　リリスも顔を上げて赤い蛇を見つけると少年と同じように首をかたむけた。

「あなたが呼んだの？」

　眠っていた二人を起こしたのはあなたですかと問うリリスに、蛇の瞳孔は楽しそうに細まって舌を出し

入れした。

「呼んではいないが、起こしてしまったかもしれんな」

「まだ眠いのに」

　リリスが不満を口にすれば、ゴドフリーも同意した。

「そうだよ。せっかく気持ちよく寝ていたのに」

　蛇は軽く首をかしげて、尾の先で顎をなでるような仕草をした。

「なんだ？　寝起きでお腹が空いていて機嫌が悪いのか？　だったら俺に遠慮せずに飲めばよかろうに」

「お腹が空いているって、どういうこと？」

　ゴドフリーが身を乗り出した。

「ご飯を食べていないってことだろう」

「ご飯ってなに？」

「お前たちは吸血鬼なんだから血だろう。なんだ飲んだことないのか？　おいしそうなにおいがしない

か？」

「おいしいってのはわからないけど、リリスはいいにおいがするよ」

「レイもいいにおいがするの！」

　リリスも負けじと身を乗り出した。

「そのいいにおいをさせているものがお前たちのご飯だ。せっかく牙を持っているんだから使えばいいだろ

うに。ほら首んところにその牙を立てて流れてきた血をすすってみろ。うまいってのがどういうことかわ

かるから」

「うまい？」

「おいしいってことだよ。やってみればわかる」

　ゴドフリーは蛇の言うとおりに牙を使ってリリスの首筋から血を飲んだ。



　一口飲んで目を瞠る。すぐにうっとりとした眼差しになっておいしそうにコクリコクリと喉を鳴らした。

「飲み過ぎると死んじまうぞ」

　蛇の忠告で我に返った少年はようやく口をはなした。

「とってもおいしい。うん、わかったよ。これがおいしいっていうことなんだね。それに体から力が湧いて

くる感じがする。リリスも飲んでごらんよ」

　ゴドフリーが自分の首を指さす。

　うん、と満面に笑みを浮かべて大きくうなずいたリリスも、少年の血をおいしそうにすすった。

「ほんとだー！　レイの血、とってもおいしい！」

　はしゃぐ二人に蛇が告げる。

「楽園で血を流したな」

　それは先程までのやや軽い口調とは違って、重く冷たいものだった。

「え？」

　豹変した蛇の言動。リリスたちは意味がわからずに萎縮して互いに抱きしめあった。

「楽園では殺生はもちろん、血を流すこと自体が禁じられている」

「でも、飲めといったのは、あなたよ？」

　少女が怯えながらも口にする。自分たちは言われたとおりにやっただけなのだ。

「それでも罪は罪。禁を犯したものには相応の報いが与えられる。おまえたちは楽園から追放されて地上に

落とされる身となった。さらに使役も課せられる」

　なにをおこなうかは都度コウモリの姿をした使者が伝えにいくのでそれに従えということだった。

　今後極上の香味を味わえるのは互いの血だけ。

　地上のいきものの血も飲むことはできるが味は千差万別。ただし使者が伝えた対象者の血だけはどれほ

どまずくとも必ず飲むことと注釈が加えられた。

「どうして……。言われたとおりにしただけなのに……」

　リリスの疑問がつぶやきとなって零れ落ちる。

「楽園で過ごすことができるのは数々の誘惑を振り払ってきたものだけだ」

　それだけ答えた蛇は、役目を終えたとばかりにスルスルと枝を伝ってあっという間に去っていった。

　俯いたままのリリスの体をゴドフリーがぎゅっと抱きしめる。

　少女の体は不安で震えていた。震えながら少年の衣をギュッと握り締めている。

　そんな二人を巻き込むようにつむじ風が流れていく。

　ただそれだけでリリスとゴドフリーは楽園から地上へと落とされていた。

　さらに姿も五つか六つといった外見から、十代後半といった年齢に見えるくらいに成長していた。地上

での姿がコレと定められたのだろう。それ以降はまったく変化はなかった。

　それから永い永い時を二人で手をとりあって生きてきたのだった。

　そんな思い出したくもないことを掘り起こされてリリスは頭に血が上った。

「返してっ」

「ん？　罪をなかったことにしろってことか？　それは俺にも無理だな」

「違うわ！　レイの体を返してと言ってるの！」

「でもこれは俺に捧げられたものだしなー」

「捧げてないわよ。そもそもアルベルトは失敗したはずよ。贄は足りなかった。それなのにどうしてあなた



が出てきたのよ」

「だーかーらー退屈だったからだって」

「じゃあひとりで勝手に遊べばいいでしょう。レイの体が……、依り代としてのその体がなくたってあなた

なら存在を保つくらい造作も無いことでしょう？」

　悪魔はこの世界に現れるためには器となる依り代が必要だ。悪魔は実質肉体を持たないのでそのままだ

と自身を保てない。つまり力を振るうことができない。

　けれど上位の力ある悪魔であれば仮の体を自身で作れるはずなのだ。

「そりゃ体を作るくらい簡単にできるが、そうするとこの世界が滅ぶぞ？」

「どういうこと……？」

　なにかが脳裏に引っかかる。

　リリスは強気で聞けなくなった。聞いてしまっては願いを口にできなくなる。そんな気がした。

　だから別の方法を考えようとしたが、さすがに悪魔だ。リリスが嫌がっていることをわかっていて言葉

を被せてきた。

「地上で素の俺を見てしまうと死んでしまうから」

　悪魔の声を遠く聞きながらリリスはやっぱりと思った。

　神の悪意と呼ばれる赤い蛇。

　そして悪魔故に闇を植え付ける機会を見逃さない。

　なんて奴。

　そう言われては単純にゴドフリーの体から出て行けとは言えなくなる。

「やっぱり、サ」

　悪魔の名前を呼ぼうとしたリリスは、当の悪魔の手で口を塞がれることによって物理的に止められてし

まった。

「やめておいたほうがいい。どの名であったとしても音にしたとたんに災いは起こるから」

　それは本来の姿を見なくても災厄に見舞われるということか。

「そういうこと。だからおとなしくしていような」

　リリスは無意識のうちに、魔女からもらった柄で闇の剣を作って切りかかっていた。

　なにもかもが腹立たしい。

　元凶である悪魔を退治なければゴドフリーも取り戻せないのだから、ここでおとなしくする理由など欠

片も見あたらない。

　生まれて間もなかったリリスたちに罪をそそのかした蛇。

　蛇のことは楽園を追われたあとで知った。

　赤い蛇は神の悪意とも死を司る天使とも渾名される悪魔――サマエルなのだと。

　対サマエル用の特殊な闇の剣で切りかかるリリスを軽くいなしながら悪魔はチロチロと舌を覗かせる。

虹彩は淡い赤色。瞳孔は濃密な赤色。ときおり顎に手を添えてほんの少しだけ首をかしげる。

　記憶に触れるのはあたりまえだった。

　あの日そうやって赤い蛇が尾の先を顎にあてて首をかしげるようにしながら誘いをかけてきたのだから。

　あの赤い瞳でなにを見て。小首をかしげてなにを考えているのか。

　この悪魔は決して倒せない。リリスにはもちろん、ほかの魔にもできないだろう。死を司る天使は、す

べての世界から『死』がなくならない限り何度でも蘇るのだ。

　もっとも恨みはあれど、倒せないことに悲観しているわけではない。

　結局罪を犯したのは自分たちが無知だったからだ。生まれたばかりでしかたなかったとはいえ、本能が



制止をかける声に耳を傾けずに、欲望に従ったのは自分自身。

　今ここで執拗に闇の剣を振るうのは一刻も早くゴドフリーを取り戻してかかわりを断ちたいからだ。

　こんなやつがゴドフリーのなかに入り込んでいるのが耐えられない。ただそれだけで、それがすべてだ。

「早く出て行きなさいよ！　レイが穢れてしまうわ」

「ひどいなー。俺は穢れなど持っていないぞ。とっても清らかなんだがなー」

　清らか。

　まさか悪魔の口からそのような単語が出てこようとは。

「あなたよくそんなことを恥ずかしくもなく言えるわね。悪魔が清らかだなんて。しかも罪をそそのかすの

が趣味の蛇が清らか!?　おぞましいこと言わないでちょうだい」

「おやおや、俺の純真無垢な心がわからないとは。君は楽園を追われてそんなに穢れてしまったんだねぇ」

「失礼なこと言わないで！」

　渾身の一撃は悪魔の額を切りつけて、その勢いのまま左腕も両断したかに見えた。だが柄を握る手には

いっこうに衝撃が伝わらない。血も流れなければ、腕が切り飛ばされたりもしなかった。

　それがゴドフリーの肉体にはいっさい傷をつけていない証だと、リリスは信じるしかない。

　振り下ろした剣を引き寄せる力を利用して、返す刀で今度は胸元を狙って切りつける。

　悪魔は舌打ちをすると、リリスの背後にまわって剣を持つ右の手首をつかむ。もう一方の腕をリリスの

お腹にまわすようにして抱き寄せると、そのまま闇を渡った。



魔窟に招待

　なんの衝撃もなかった。

　ただ世界が異なったことで空気が、気配が、音が、においが、気温が、景色が、一気に色を変えた。

　自由を許されている視界から得られる情報を可能な限り取得する。

「ここは、魔窟なの？」

「そうだ」

　印象深いのは色が乏しいこと。

　闇のなかであっても視界に不自由はないが、やはり光がないと鮮やかな色は生まれない。どれも墨色に

染められているよう。

　ぎこちなく首を巡らせて悪魔の顔を振り仰ぐ。

　赤くほのかにきらめく瞳が、悪魔の力と存在をリリスに知らしめていた。

　やはりこの悪魔の力はそうとう強いのだろう。

　ここに鏡があったとしてリリスの顔を映したとしても、きっと周囲に埋もれて自身の色を主張すること

などできはしないだろう。ゴドフリーと揃いのグリーンの瞳はきっと闇に染まって翳りを帯びているはず。

「リリス？」

　じっと悪魔の瞳を見続けているリリスを不審に思ったのか。悪魔が訝しげに声をかけてきた。

　ゴドフリーの顔で、悪魔の声で。

　とたんにリリスはむっとした顔で悪魔をにらみつけた。

「どうしてこんなところに連れてきたの？」

「こんなところねぇ。ひどい言い草だ。いちよう俺たち悪魔のすみかなんだけど」

　そうは言いつつもやけに楽しげだ。

　いったいなにを企んでいるのかしれたものではない。

「それで、どうしてここへ？」

「んー？　頑張ったリリスに褒美をあげようとしているだけ」

「褒美？」

　どうしてそういうことになったのか。悪魔の思考回路は魔であるリリスにさえつかめない。

　そもそも痛いほどに右手首をつかんでおきながら、褒美だなんだと言われて喜ぶものがどこにいるとい

うのか。いたとしたらそうとう気が触れているのだろう。

　掴む手にさらに力を入れられてリリスの顔が歪んだ。

　剣を持つ力が緩んだ隙に、魔女にもらった柄を奪われてしまった。

「こんな物騒なものは振り回さないように」

　悪魔が柄を取り上げたとたんに魔力の供給が途絶えて刀身が消えた。それを無造作に後ろ腰のあたりに

挿す。

　武器を取り上げて両手が自由になった悪魔は、リリスを抱き上げた。

「なにするのよ」

　叫んでタガーを取り出そうとしたリリスに、悪魔の冷たい声がかかる。

「それを使うと君の大切なこの体が傷つくだけだよ」

　悪魔の言うとおりだった。

　ゴドフリーを傷つけずに宿った悪魔だけを攻撃できるのは魔女にもらった柄で作った闇の剣だけ。



　同じようにリリスの魔力を使って闇の剣を作りだしたとしても、いつものタガーを基にしたものでは依

り代であるゴドフリーの体をまず傷つけるのだ。

　悔しくてリリスは唇を噛み締める。

「そんなことをすると可愛らしい唇に傷がつくだろう。褒美だと言っているのにどうしてそう悲観的になる

んだろうねぇ」

「それは相手があなただからでしょう」

　この悪魔がこれまでいったいなにをしてきたのか。リリスたちになにをしたのか。それを覚えていなが

らなぜこれほどまでに尊大かつ厚顔でいられるのか。

　もしもこれがリリスだったら決してこのようなセリフは出てこないだろう。魔でありながら人の世界に

紛れるように生きてきた彼女は、長い間擬態を続けてきたせいでどうしても悪いことをしてしまったとい

う感情のほうが大きく出てしまうに違いない。

　けれど悪魔はそうした予想をことごとく覆して上位に立ち続けるのだ。

　それを成すことができるのはいったいどれほどの力なのだろう。

　わずかに想像しただけでリリスはブルリと体を震わせてしまった。両手で横抱きにされている状態なの

だ。震えが悪魔に伝わらなかったはずはない。

　案の定悪魔の足がとまった。

「どうしたのかな？」

「なんでもないわ」

　虚勢でもなんでも掻き集めてうわべをつくろってみたものの、うまくいっていないことは誰よりも彼女

自身がわかっていた。

　けれど。

「ああ！　お腹がすいたのか。あれだけ動けば腹もすくよな」

　リリスの額にくちづけをひとつ落とした悪魔は、上体をすくい上げるようにして首元に誘導した。

「飲んでいいぞ。君が大好きな彼の血」

　あっという間に目の前にゴドフリーの首筋がさらされていた。すでに唇が触れているそこに牙さえ突き

立てれば容易に血をすすることができる。そんな位置。

「どうした？　飲まないのか？　ちゃんと飲んでおかないとあとで困るぞ？」

　いろいろなものを含んだ物言い。

　リリスが悪魔の顔へ視線を向ければ、悪魔のほうも応じてきた。

　赤い瞳。蛇の瞳。

　文句のひとつでもという考えはその瞳を見て霧散した。

　おもしろそうに今の状態を歓迎しているようで、瞳の奥はそうではなかった。

　唐突にこの悪魔は神の悪意なのだと思いだした。

　すべてが秤にかけられている気になる。

　ゴドフリーを捕らえられているからにはヘタなことはできない。

　たぶん。そう。ただの予感でしかないのだが。きっとリリスはこの悪魔に試されているのだ。

　小さく首を振って視線を戻す。

　悪魔の首に腕を回して体を安定させると、リリスは首筋に牙を立てて血をすすりはじめた。

　褒めるようにこめかみに落とされた唇は、ゴドフリーのぬくもりそのもので涙がでそうになる。

　ごまかすように目を閉じたリリスは、歩きはじめた悪魔が足を止めるまで吸血を続けた。

「ついたぞ」



　悪魔の声に顔をあげたリリスは目の前にあらわれた巨大な建造物を前にして、ポカンと口を開けて呆然

とする。

「ここ、は……？」

「俺の城だけど？」

　それがなにかといった具合に返された。

　暗闇の中にあってなお、漆黒の闇をまといながら呑み込まれることなくその存在を誇示するほどの風格

を持つ城がそこに建っていた。

　さすがサマエル。こんな巨大な城で生活していたとは。

　けれどなぜ直接この城へ飛ばなかったのだろうか。

　闇渡りでは任意の場所に行けるはず。

　なにもリリスを抱きかかえてこんなに長いあいだ歩く必要はなかったのではないか。

　これではリリスを休ませるためにあえて時間をかけたようにしか見えないではないか。

「もちろんそのつもりだったんだけど。君は休めといっても素直に休んだりしないだろう？」

　リリスはキッと悪魔をねめつけた。

「人の考えを勝手に読まないでちょうだい！」

「読んでるわけじゃないさ。君は考えていることが顔にでやすいから一目でわかるだけ」

　巨大な門も、大きな扉も、主の帰城を喜ぶようにひとりでに開いて迎えいれる。照明にも次々と灯が灯

る。悪魔が力を使っているのかもしれないが、少なくともほかの悪魔や魔の姿は見えない。

　派手なだけの装飾など一つも見あたらないというのに決して貧相だとか地味だとかいった表現があては

まらない。みごととしかいいようのない手の込みようでありながら、落ち着いた雰囲気を醸している。灯

り一つとっても、明るすぎず暗すぎず。絶妙なバランスでそれ自体が装飾の一部となっていた。

　この悪魔のセンスなのか、従う何者かの努力の賜物なのか。

　細かいことはわからないが、ふと気づけば何度も目を奪われていた。

　しまいには艶消しのきいた廊下の床材にすら目がいく始末。そんな自身に呆れながらもやはり興味津々

で見つめてしまった。

　壁面もリリスの腰の高さくらいまでは廊下と同じように艶消しがかかっているため、灯りの反射による

眩しさもまったく感じない。

　灯りだけでなく、悪魔の足音さえ吸い取ってしまっているのか。ありがちな不快をもたらす甲高い靴音

すら響かせない配慮にただただ圧倒される。

　きらびやかさだけを追求したような地上の城とは大きな違いだ。

　リリスも魔だからだろうか。

　この城の闇はやけに居心地が良かった。

　闇に安堵を覚えるなど、ずいぶん久しぶりのことだった。

　地上に光があふれるようになって夜の闇が侵食され始めてから、長く忘れていた心地よさを思い起こし

た。

　やがて大広間にたどり着いた悪魔は、ようやくリリスを床におろした。



やるかやられるか

「君はそこにいろ。動くとこの体の主の無事は保証しない」

　とたんにリリスの体が動きを止める。それは考えての行動ではなく反射的なものだった。それだけゴド

フリーが大切だということ。

「いい子だ」

　肩越しに振り返った悪魔がクスリと笑む。

　悪魔は正面にある階段をのぼって、みごとな彫刻が施された一人がけのソファに腰掛けた。あれはソファ

というより実質玉座なのだろう。

　この大広間は、謁見の間だと言われればじゅうぶん納得がいくだけの広さと豪奢さがあった。

　玉座に腰掛けた悪魔がゆったりと背もたれに体を預けて目を閉じる。するとゴドフリーの体から黒いモ

ヤのようなものが抜け出てきた。

「レイ！」

　叫ぶ。

　けれど足は床に張り付いたように動かなかった。悪魔の言葉が鎖となってリリスをその場に縫い止めて

いるのだ。

　黒いモヤのようなものは、見る間に悪魔本来の姿へと変貌する。

　瞳以外は白だった。てっきり赤い蛇の名のとおりに全身が赤いのだろうという予想に反して、髪も肌も

白かった。

　これではまるで神の使いの白蛇みたいではないか。

　釈然としない思いを抱えたままリリスはその場でじっと立ち続けた。

　悪魔はこうして依り代のなかから完全に出ていった。

　けれどもそれは同時にゴドフリーの命を簡単に奪えるようになったということにほかならない。

　未だ意識のないゴドフリー。そのすぐそばにいる悪魔。

　リリスは拳を握りしめて、はやる気持ちを抑えた。

　腕を組んで上段から見下ろす悪魔はニィっと口元を笑みの形に歪めた。

「おまえにチャンスをやろう。今から用意するものと戦って倒せ。それができたらおまえにこいつを返して

やる」

　こいつのところで玉座で意識を失っているゴドフリーのほうを向いた。

　言い終わると同時に、玉座の対面にある扉が開いて、ひとりの青年が入ってくる。

　白髪の青年アルベルトだった。

　手にはいつかの日に襲いかかってきたときに使っていたタガー。

「まったくはた迷惑な人ね」

　蔑むように見つめながらリリスは正直にぼやいた。

　魔は自分自身の欲求だけが大事だといい、彼女自身も自分を魔だと認めた上で、やはり魔らしく被害を

被った相手を責める。

　けれどそれは魔特有ではなく人も同じ。

　ただ魔はそれがあからさまなだけ。

（でも最近はそれほど差はなくなってきたかも）

　永い時を生きてきた。人の世界の陰をぬうようにして。そうしたなかで徐々に変革していくようすも多



少は目にとまることはある。関わろうとしないだけで。

（どうでもいいことね）

　首を軽く振って思考を断ち切る。

　結局人がどうなろうとリリスには関係ない。

　それでも人のなかに紛れるのはおもしろいからである。

　足早に移り変わる時代や流行り。その時々で輝くものを眺めるのは退屈を紛らわせるだけの魅力があっ

た。

　だからこそリリスは人の味方はしないけれど、あえて敵対もしないのだ。

　あるがままでいい。

　それで楽しめるならなおさら。

　だからもしアルベルトが人を滅ぼせと願ったのなら考えなおせと言ったかもしれない。

　しかし求めるのは魔の滅亡。

　自分たちを除外してくれさえすれば好きにしろと言っただろう。正直言ってその程度の感情しかなかっ

た。

　あの悪魔がこうやって横槍を入れなければ。ゴドフリーに手を出しさえしなければ。使者が現れたりし

なければ。かかわったりしなかった。

　アルベルトがタガーに魔力を込めて剣に変える。

　わずらわしさからむっとした顔でリリスもタガーを取りだした。

　チラリと背後の悪魔とゴドフリーに視線を向ける。

　ゆったりとした瞬きのような瞑目をおこなったリリスは、白髪の青年と同じようにタガーを闇の剣に変

えた。

「殺れ」

　悪魔の声が大広間に響いた。

　即座に切りかかってきたアルベルトと二度三度切り結ぶ。

　いったん互いにはなれて、同時に踏み込む。

　一瞬早くリリスの剣が振り上がりアルベルトを仰け反らせるも、すぐに振り下ろされた剣もまた素早い。

身を翻して際どいところで難を逃れる。

　跳ね上がるようにして今度はアルベルトの剣が下から上へ。

　リリスはもう一本取りだしたタガーを盾代わりにして剣の軌道をそらせつつ、あいた空間に自身の剣を

突きだした。

　残念ながら突き刺すには至らなかったが、脇腹を多少切り裂くことはできたようだ。流れた血がじんわ

りとアルベルトの洋服に染みこんでいく。

　にらみつけてくるアルベルトに、リリスは肩をすくめてみせた。

「ねえ、どうして魔を滅ぼそうとしてるの？」

　今まではあまり興味がなかったが、こうやって殺し合いをするはめになってしまったからには聞いてみ

るのもいいかもしれない。

「おまえには関係ない」

　ありきたりな返答だった。

「でも私も魔なんだから、その対象になっているわけでしょう？　関係なくはないんじゃない？」

「おまえはここで死ぬんだから、知る必要はないだろう」

「あら、私が生き残ってあなたが死ぬ未来もあるわよ。せめておバカなことをしでかした理由くらい教えて



くれてもいいじゃない」

「バカなこととはなんだ。なにも知らないくせに失礼だぞ」

　でました。必殺『なにも知らないくせに』。

　リリスは嗤ってしまいそうになるのをこらえようとしたが完全には抑えきれなかった。ゴフっと一瞬だ

け吹き出してしまう。咳に似ているが嗤ってしまったということはしっかりと伝わっただろう。けれど無

理もない。これはアルベルトが悪いのだと、リリスは心のなかで言い訳をした。

「魔でありながら、他者の力を借りて魔を滅ぼそうとする。嘲笑のネタにしかならないわね。それになにも

知らないって言ったけど、知らないからこそこうやって聞いているのに、それに答えないでいて相手を責

めるのはお門違いというものよ。人じゃあるまいし、あまり嗤わせないでちょうだい。それとも嗤わせて

攻撃力を削ぐのが目的かしら？」

　こうやって会話しているあいだも二人はいくども切り結んでいる。わずかずつとはいえ傷が増えている

のはアルベルトのほうだった。

　そしてまたリリスの剣がアルベルトの首筋を切りつける。

　さきほどのセリフのどれに反応したのか。いっきにアルベルトの動きが鈍った。

「なあに？　図星だったの？」

　リリスがクスクスと嗤う。

「うるさいッ！」

　アルベルトは切られて血が流れだした首筋を手で抑えながら叫んだ。

「もったいないわね……」

　流れる血を見ながらリリスが正直な感想を述べる。

「まあちょっとだけ興味が湧いたけれど、答えないんじゃ聞いてあげることもできないわね。ならもう話す

必要もないということで、さっさと終わらせてしまいましょう」

　無情に告げてリリスはアルベルトへと歩を進める。

　ギリと歯を食いしばる音が聞こえそうなほどの形相でアルベルトが上段の構えから両手で剣の柄を握っ

ておもいっきり振り下ろしてきた。

　リリスは慌てることなく避けて、同時にタガーを投げつける。アルベルトの首筋をさらにえぐるように。

　痛みによってアルベルトの動きが数瞬止まる。その瞬間を狙ってリリスは彼の両手首を切り落とした。

　手を失ったことでバランスを崩して前のめりになったところを、透かさず追い打ちを掛けるように膝裏

を蹴って倒れさせる。

　俯せになったところで背中を踏みつけた。さらに念を入れるようにタガーを投げつけて両腕と両足を床

に貼りつける。

「チェックメイトよ」

　リリスの顔は無表情だった。勝利の笑みも、敗者に対する嘲りもなにもない。ただ静かで冷たい瞳がア

ルベルトを映しているだけ。

　闇の剣を後頭部に添える。

　魔にとっての急所が頭のなかにある核だからだ。もちろん闇の剣で首を刎ねても同様の効果がある。し

かしこの体勢から確実に仕留めるならここが一番だ。

「どうしたの？」

　誰もが――アルベルト自身さえこのままトドメを刺すのだと疑わなかった。だがリリスはひとつ不審に

思っていたことをたずねた。

「以前会ったときのあなたはもっと力があったはずよ」



　両手を使っての渾身の一撃。にも関わらずリリスはそれを無傷で避けることができた。誘いをかけたの

はリリスだが、多少の傷を負う覚悟はしていたのだ。

　それに答えたのは玉座の前に立っている悪魔だった。

「そいつは魔を食らって自身の力としていたんだよ」

　闇渡りで狭間に入ったときに、己を守るために溜め込んでいた力の大半を使いきってしまったらしい。

「魔を食らう？　それじゃ魔を滅ぼして困るのは本人じゃないの？」

　悪魔は肩をすくめた。

「そこまでは俺にもわからないな。俺にわかるのは見える事実だけだ」

　だが、と悪魔は続けた。

「それが嫌だったんじゃないのか？　なにせ人間臭い言動が多かったからな」

　魔を食わなければならない半魔。精神が人のそれならたしかにきついものがあるかもしれない。

　不気味な姿の魔を食うのも苦痛なら、人と同じ姿の魔を食うのも苦しかったかもしれない。

　魔を滅ぼせば、生き続けられない自分に言い訳が立つ。死ぬことができる。そんなところだろうか。

　すでにアルベルトからは生の気配は感じない。けれどリリスはあえて添えていた闇の剣を沈ませた。

　しょせん他人の想像でしかない。本人が語らぬものを探るだけ時間の無駄だ。どちらにしろここは殺し

合いの場。リリスはゴドフリーを取り戻すために負けられなかったのだから、それさえ叶えばいいのだ。

「終わったわよ」

　悪魔の要求は満たした。

　ゴドフリーを返せとリリスは悪魔を急き立てる。

「いいだろう」

　悪魔は冷ややかに笑った。

「こいつは返してやろう。特別サービスで地上へ戻る補助もしてやる。ただし」

　悪魔が指を鳴らすと、リリスの前にゴドフリーの体が瞬時に移動する。それをリリスが抱きとめたとこ

ろで。

「出口は自分で見つけるんだな」

　問い返す間もなくリリスとゴドフリーは界の狭間に放り込まれた。



捕らわれた狭間で

　突き落とされたわけでも、なんらかの衝撃があったわけでもない。掛けられたのは言葉だけ。

　けれどその言葉を聴覚が捉えた直後にはすでに二人は界の狭間に入っていた。

　周囲は見渡す限りの闇。

　リリスは腕のなかにいるゴドフリーの体に目をやった。

　抱きとめたとはいっても支えきれたわけではない。重みで潰れるようにゆっくりと腰を落としていき、

最後にはその場にぺたんとお尻をついて座り込む。

　それでもリリスはゴドフリーの体をはなさなかった。

「レイ」

　いっこうに目を覚まさないゴドフリーを呼ぶ。

「レイ？」

　早く目を覚まして取り戻したという実感を与えてほしい。

　そう願いなから何度も呼びかける。

　額にくちづけ。

　こめかみにくちづけ。

　頬に鼻先に唇にくちづける。

「あの悪魔に根こそぎ精力を奪われたのね」

　魔窟で飲んだ血は、昏睡するほどの量ではない。

　リリスは自身の指を牙で傷つけると、ゴドフリーの口のなかに指を入れて流れだした血を飲ませようと

した。

「レイ、お願い、飲んで」

　意識がない状態では通常飲み込むことができない。無理に飲ませようとすれば喉をつまらせてしまうだ

ろう。しかし目を覚まさなければどのみち死は免れない。あとはただ生きようとする体の本能にかけるし

かないのだ。

　血が口の外に零れないようにあいた手で適度に顎を持ち上げる。飲んで欲しいと伝わるように喉をなで

さする。

　ややあってわずかな喉の震えが指に伝わると、すぐに上下に動いて血を嚥下したことがわかった。

　二度三度嚥下を繰り返すうちに、飲み込む力も強くなってきた。

「レイ」

　呼びかけが聞こえたのか、ゴドフリーが薄く目を開ける。

「レイ」

　もう一度呼びかければ、ゆらゆらと揺れながら瞳がリリスへと向けられた。

「おかえりなさい、レイ」

　安堵に顔をほころばせながらリリスはゴドフリーの額にくちづけた。

　体を起こそうとするゴドフリーを介助するために、リリスは傷を塞いだ手を背中にあてた。

「こっちで飲める？」

　リリスが首筋をさらすと、ゴドフリーはおとなしく血を飲んだ。

　彼は何度か口を開こうとしていたのだが、声がかすれるどころか空気が漏れる音しかしないほどだった。

だから自分でも先に精力を取り戻す必要があると判断したのだろう。



　そうした思考ができる時点で危機は脱したという証でもあったので、リリスはほっと胸をなでおろした。

　しばらくして顔をあげたゴドフリーはこぼれた血を舐めとるついでに牙の傷も舐めて癒した。そのまま

肩に頭を預けるようにして息をつく。

「悪かった」

　今度は声が出たようだ。多少かすれてはいるものの聞き取れないなどといったことはない。

「具合はどう？」

「しばらく休めば回復すると思う」

　限界まで抜き取られたからか、リリスの血を飲んでもすぐに体力は回復しそうになかった。

「ここは？」

　ブロルの代わりに依り代にされたことしか記憶にないゴドフリーに、リリスはこれまでのことを簡単に

説明する。

「そうか。それじゃここは地上と魔窟の狭間ってことか」

「たぶんね」

　狭間についての詳細はリリスたちにはわからない。

　便宜上そう言っているだけで、物理的に地上界と魔窟界を隔てているわけではない。しかし説明はでき

ないが、現実的に力のあるものはここを行き来できているし、こうやって存在している。

　実際に狭間に捕らわれているのだから、ないと否定することもできないしその必要性も感じない。知り

たいのはここから出て地上に戻る方法だけ。

　周囲のすべてが闇に覆われている狭間。

　けれど一応こうして体を支える地面のような足場がある。それだけでも安堵できる。ましてや半身を取

り戻したのだからさほど追い詰められた感じはしない。

　それに人間があふれている地上と違って狭間では人の目を気にしなくていいので助かる。陽の光があれ

ば楽園と大差ないのではないかと思えるほどに。

　そう考えると肩から力が抜けて大きなため息も思わず漏れた。

「どうした？」

　いきなりリリスが脱力したので、慌てたようにゴドフリーが尋ねてきた。

　リリスは小さく首を横に振る。

「なにもないわ。強いて言うなら力が抜けただけ」

「うん？」

「ここは地上と違って人の目を気にしなくてもいいでしょう？　そう気づいたらなんか急に力が抜けてし

まったのよ。ただそれだけ」

「まあ……そうだな」

　ゴドフリーが同意しつつ苦笑する。

　人はどんどん増えて地上を占領していく。夜でさえ眠ろうとはせずに、明々とした灯りで照らして昼と

同じように過ごそうとする。

　奪われていく魔の領域。夜の闇。

　一部の魔は人のふりをして人に紛れた。

　ただし魔と気づかれたとたんに嫌悪され、なんの因果関係もないことをあたかも元凶であるかのように

責められて襲い掛かられる。そうした魔をこれまで幾度か見てきた。

　地上はそんな危うさをはらんだ場所でもある。

　けれど界の狭間では生きた人間は存在せず、行き来するのは力ある魔や悪魔などだけ。



　擬態しなくてもいいというのはとかく安堵をもたらせた。

　気持ちが落ち着いて精神が安定すると思考力も向上するのか。

「そういえば魔女に回復薬をもらっていたのを忘れていたわ」

　懐から小瓶を取りだしたリリスは、一本をゴドフリーに渡して、もう一本を自分が飲んだ。

　飲み終わったゴドフリーがふぅと大きく息をはいた。

「すごい効き目だな。重かった体が軽くなってようやくいつもの自分に戻れた感じだ」

　ホッとしたように微笑むゴドフリーを見て、リリスの顔にも自然と笑みが浮かび、気持ちがさらに浮上

する。

　指を絡めるようにして手をつないだ二人は、出口を求めてゆっくりと歩きはじめた。

　お腹が空けば互いに血を飲み合い。

　それでも足りなくなれば小瓶を半分ずつ飲み合う。

　そうやって歩き続けたのだが出口はいっこうに見つかる気配はなかった。

「見つからないわね」

　ポツリと弱音をこぼせば、ゴドフリーがちょっとおどけた表情でリリスの顔を覗きこんだ。

「邪魔者がいなくていいじゃないか。人目も気にしなくていいし、ここは暗いだけで今のところ敵もいな

い。急ぐ必要はないだろう？」

「そうね」

　そう答えたものの、本当はゴドフリーもリリスもそう言い切れない状況が一つだけあることに気づいて

いる。

　問題なのは食料。

　本来であれば血を飲んでいれば大丈夫なので交互に飲み合っていれば問題ないはずなのだが、狭間では

それだけでは足りないらしく魔女からもらった回復薬の手助けが必要となる。

　だが回復薬は全部で五本しかない。

　最初に二本。次いで一本。少し前に一本飲んで、残りは一本だけ。

　その事実がリリスを焦らせていた。

「俺はかまわないよ」

　唐突な言葉に、リリスはゴドフリーの顔を振り仰いだ。

「いきなりどうしたの？」

「だから、このままここで命を落とすことになったとしても俺はかまわないってこと。最後までリリスと一

緒にいることができて、リリス一人を残して逝かずにすむならそれでもいいと思ってる」

　言われてみればたしかにそうなのだ。

　ずっと一緒にいたい。それが望み。ならば同時に死を迎えることになったとしても、それが一緒にいら

れる唯一の方法だとしたら避ける理由はない。

　リリスは小さく笑った。

「それもそうね」

　自分の半身とずっと一緒に過ごして、最期もともに逝くことができるというのは、むしろ願ったり叶っ

たりだ。

「たしかにそうね」

　リリスはもう一度繰り返した。

　そんなリリスの目の前を淡く光るコウモリが横切った。

　一瞬使者かと思ったが、使者のコウモリは火影のように光る赤い闇。このコウモリは仄白い光。



　なにより息を呑むゴドフリーのようすから彼にも見えていることがわかる。

　使者であるはずがない。

　リリスはコウモリを捕まえてみようと手をのばした。

　リリスの指にとまったコウモリは、羽を休めると目を閉じる。するとコウモリを起点としてある光景が

広がった。ちょうど半径がリリスの肩幅くらいの円形の光のなかに映しだされた画像。それはアルベルト

が体験した過去のできごとのようだった。

「どういうことだ？」

　ゴドフリーの問いにリリスは考え考え言葉を発する。

「たぶん、アルベルトは半魔だったから、人の部分が魂を持っていたんじゃないかしら」

　魔は死んだらそれまで。魂などといったものが残ることなくただ消滅する。少なくともそう認識してい

る。

　それに対して半魔とは文字通り人と魔のあいだに生まれた子のことだ。なかにはそうした人としての魂

を持つものがいても不思議ではない。人の血も確実に引いているはずだからだ。

　屋敷の地下牢にゴドフリーが捕らえられたときに、アルベルトが口にしていた「純血種」という言葉。そ

れは半魔のアルベルトに対して、生粋の吸血鬼という彼の自虐めいた皮肉だったのだ。

　円のなかの映像はアルベルトがなぜ今回の事件を起こしたのかを解説しているようだった。

　どこかの古びた猟師小屋のような木造の家。

　森の外れにぽつんと建っていたのはその家のみ。

　比較的近くに小川は流れているが、人が暮らすにはどう見ても向いていそうにない。

　畑を耕すにも、川で釣りをするにも中途半端。

　森以外はゴツゴツした大岩がゴロゴロしている。ただ転がっているだけではなく埋まった状態で。

　それでも人手が多ければ、時間さえかければなんとかなったであろうが、ここには壊れかけた小屋とし

か形容しようがない家と、そこで暮らす母親と小さな子供しかいなかった。

　母親はときおり子供をおいて森のなかへと獲物を狩りに行く。

　赤子の頃ならなんとか背負ったまま狩りをおこなうこともできたが、子供が成長してくるとさすがにそ

うもいかなくなった。

　木の実などは期待できない。そうした木はこの辺りには生えていないからだ。もっと奥まで入り込めば

なにかが見つかるかもしれない。けれど家に子供を残したままではそういうわけにはいかなかった。そし

て子供を連れて狩りができるほどには母親の腕は手馴れているわけではなかった。せめてあと一～二年。

もう少し子供が大きくなるまでは子連れでの狩りは困難だった。

　この日も子供はひとりで留守番をしていた。

　いつもであれば二日前後で帰宅していた母親が四日たっても帰ってこない。食料の備蓄など無い貧乏な

暮らし。

　用意されていた僅かな食料は、少しずつ食しても三日で尽きた。

　お腹の空いた子供は母親を探して森のなかへと入っていった。

　初めてひとりで足を踏み入れた森。

　家が見える範囲内では珍しくはないものの、そこから先は未知の世界だ。

　どこにいけば母親に会えるのかまったくわからない状態でただ奥へ奥へと進むのみ。

　やがて芳しいにおいが漂いはじめた。



　子供はふらふらとそのにおいにつられて足を運ぶ。

　そうしてたどり着いたところにはひとりの首のない人間が倒れていた。衣服はズタズタに切り裂かれて

いて意味を成していない。

　その横には異様に手足の長い猿によく似た魔の死骸。

　子供はまだ魔という存在を知らなかった。だから恐れもなにもわかなかった。

　母親が狩ってくる動物たちとの違いもわからない。

　ただ彼らから漂う嗅ぎ慣れた血のにおいに刺激されて湧きでた唾を飲み込む。

　ガサリと葉擦れの音がした。

　子供が音がしたほうに顔を向けると、すぐ横に赤い蛇。

　蛇はチロチロと赤い舌を出し入れする。

「どうした？　お腹がすいたのか？　食料なら目の前にあるだろう。食べないのか？　早く食べないとほか

の誰かに取られるぞ」

　蛇はさらにそそのかす。

　甘い匂いがするだろう。

　あれは極上の果実。

　さあ飲んでごらん。

　おまえの持っている牙を突き立ててあふれてきた蜜をすすればいい。

　できるだろう。

　簡単なことだ。

　ほらできた。

　うまいだろう。

「うん、おいしい」

　子供は全身を赤く染めてうなずく。

　蛇は隣の生き物を尾で指した。

「こっちは頭のところにキラキラ光っている塊があるだろう。あれを飲み込むと元気になれるぞ」

　子供は言われたとおりに拾って飲み込んだ。

　蛇はニヤリと嗤った。

「これでおまえも罪の子だ。選んだのはおまえ。吸血鬼と人の子供よ。これでおまえの魔が目覚めた。同時

に母食いの罪科を負って一生人の血は飲めない呪いを受けた。おまえの腹を満たすのは魔の核だけ。がん

ばって狩れよ」

　それだけを告げると、蛇はするりと音もなく消えた。

「まって」

　蛇を追って子供が茂みを抜けた先には、母親の首が転がっていた。

　コウモリが見せた映像が消えて、もとの闇が戻ってくる。

　リリスたちは強制的に見せられたアルベルトの過去を思い返して顔をしかめた。なんとも言えない気持

ちが、重い唸り声を吐きださせている。

　アルベルトはきっと魔のすべてを恨んで、滅するために生きる道を選んだのだろう。

　だが魔の核を食らって力を強めても限界を感じた。だからこその今回の事件。たぶんそういうことなの

だろう。



「それにしてもあの蛇、私たちだけじゃなかったのね」

「俺とリリス、アルベルトだけで済んでいるわけはないだろうな。おそらくアダムとイブが最初だろうが、

それに味をしめたのかどうなのか。どちらにしろあちこちで数えきれないほどやらかしているのは事実だ

ろう」

「迷惑すぎるわ。そもそも無知なものばかり狙ってるじゃないの。知らなければ言われたとおりにするしか

ないじゃない。あらがえるものなどいるわけないわ」

「そうでもないぞ」

　突然会話に入り込んできた声の主は、話題の中心である悪魔――サマエルだった。

「まだこんなところにいたとは。よほどここが気に入ったのか？」

　自力では出られないことを知っていてしゃあしゃあと言ってくる神経に、彼女は心底腹がたった。

　即座に抜いたタガーを闇の剣に変えて切りかかる。

「やめたほうがいい」

「命乞いをするつもり!?　どうせ死なないんでしょ？　おとなしく切られるくらいしなさいよ」

「そうじゃない。ただの忠告」

　ふざけるなと言おうとしたリリスは、ゴドフリーが切羽詰まった声で遠くから自分を呼ぶ声を捉えた。

　意味を理解する前に闇の鞭が巻き付いてリリスの体をとらえる。

「ちょっとレイ、これはどういうことよ！」

　邪魔をしないでと言うつもりで振り返ったリリスは目を瞠った。

　すぐ側にいたはずのゴドフリーがいつの間にかはるか後方へ移動していたのだ。

　悪魔が楽しそうに嗤う。

「だから人の話はきちんと聞いたほうがいいぞ。ここは界の狭間だ。地上と同じように考えていたら大切

な存在に二度と会えなくなるぞ。ここでは目に見える距離はあてにならないと覚えておいたほうがいい。

いったん手をはなすと二度とつかめなくなる。あっという間に姿が見えなくなって、訪れるのは永遠の別

れ。俺に意識を向けている場合じゃないだろう」

　半身とどちらが大事かと問われて、リリスは唇を噛み締めた。

　悔しげにタガーをおさめる。

　そんなリリスに、悪魔が一つだけアドバイスをした。

「ここから出る方法は実は簡単なことだ。死ねばいい。ただそれだけだ」

　それだけ伝えると悪魔は「じゃあな」と軽やかに手を振って消えていった。



再会

　ゴドフリーが闇の鞭を短くしながら走ってくる。悪魔の言葉もあり、リリスを見失いそうで鞭を緩める

のが怖かったようだ。

　彼がもともと持っていた鞭の柄は捕らわれた屋敷でなくしたまま。

　今鞭として使っている柄は、魔女にもらった剣の柄だ。悪魔がゴドフリーの体を依り代にしていたとき

に、リリスから取り上げて背腰に挿しておいたもの。

　とっさにおこなったがうまくいってほんとうによかった。ゴドフリーはリリスを腕のなかに抱き寄せて

そうつぶやくと、心底安心したように腹の底から息を吐きだした。

「ごめんなさい、レイ」

　ついカッとなって殺せもしない悪魔に切りかかってしまったリリスは、深く反省して自分からも抱き返

した。そうして失わずにすんだことを心から安堵したのだ。

　そんな二人のまわりをふらふらと飛びながら数周したコウモリ姿のアルベルトの魂は、やがて悪魔が消

えた場所とは逆の方向へ飛んでいこうとする。

　リリスたちに真相を伝え終わったので用なしになったのだろうと、引き止めるようなことをせずに黙っ

て見送った。

　しかししばらくするとまた戻ってきて、リリスたちのまわりを飛んでから、再び先へ進もうとする。

「もしかしてついてこいって言っているのかしら」

「どうせあてはないし、いってみるか」

　なにをしたいのかわからないが、すでに敵意は感じられないし、できることなどなにもないだろう。

　リリスたちもどちらにしろ出口を求めて移動する必要がある。

　とはいえどちらに向かえばいいのかわからないので多少付き合うくらいはしてもいいかと思えた。

　界の狭間の闇のなかを仄白いコウモリを追ってひたすら歩き続ける。

　途中で最後の回復薬を分けて飲み干した。

「これで終わりね」

「もしものときはもしものときだ。はなされたりしなければそれでいい」

　ゴドフリーのその一言がリリスは嬉しかった。

「そうね。私も同じ気持だわ」

　けれどそれは『もしものとき』のこと。

「ここでは擬態する必要がなくて楽だけど、このままじゃあの悪魔に負けたようで癪なのよね。してやられ

たままで終わるなんて自分が許せないわ。是が非でも地上に戻って高笑いしながら『様を見ろ』って言っ

てやりたいわね」

　腹を括るとなぜだか気持ちが前向きになった。

「そりゃいいな」

　リリスの口調が気に入ったのか、もしくはそのようすを想像したのか、ゴドフリーが吹き出すように笑

う。

「たしかに相手があの悪魔とはいえ、最初から最期までやられっぱなしってのは性に合わないな」

「でしょう？　そりゃ一矢を報いたり一泡吹かせてやれれば一番だけど、そんなことは無理だってことは悔

しいけど理解してるの。だからせめて生き延びて地上に戻ってやるのよ。そうしたら今度はスウェーデン

かフィンランドあたりにでもいって銀髪鑑賞でもやりましょうよ。レイに邪魔されて悪魔が手に入れそこ



ねたプラチナブロンドの大鑑賞会よ」

　道行く人をただ眺めるのもいいし、銀髪の店員が多いレストランやカフェでくつろぐのも楽しいだろう。

　生きて地上に戻るということは、『ここから出たければ死ねばいい』といった悪魔の鼻を明かしてやった

ということにもなる。

　二人は地上に戻ってからのことを楽しく笑いながら話した。

　そうしてとうとう疲れが出始めた頃に一つの門が見えてきた。

　コウモリはどうやらそこへ向かっているようだ。

「あれってもしかして」

「たぶんそうだろう」

　コウモリはアルベルトの魂。それはつまり死んだ人の魂だ。死を迎えた人の魂が向かうところなど一つ

しかない。

「冥界の門……」

　近づけば、巨大な門の両端に槍を持った獄卒が立っているのが見て取れた。

　その間をふらふらとコウモリが入っていく。

　リリスたちもそのあとに続こうとしたのだが、目の前で槍が交差して通行を止められた。

「ここからさきは死者の魂しかお通しできません。生者はお戻りを」

　リリスは声をかけてきた獄卒へ、冥王への面会を願いでた。

「お願いします。冥王様にお会いしたのです。なかに入れてください」

　冥王に頼んで地上に帰してもらおうとしたのだ。

　だが獄卒の返答は紋切り型でにべもなく断られてしまう。

「なりません」

「お願いします。少しだけでいいんです」

「できません。早々にお戻りを」

　やや強めの言葉が向けられたと同時に、リリスたちを弾き飛ばすほどの力が襲いかかってきた。

　踏ん張りも虚しく、リリスとゴドフリーの体は空中に投げ出されるようにして吹き飛ばされていく。

　ただ互いの手をはなさないようにするだけで精一杯だった。

　どれほど飛ばされたのか。風が途切れて体が地に落ちたところで二人はようやく閉じていた目を開けた。

風が強すぎて目を開けていることすらできなかったのだ。

　さすが冥界の門を守る獄卒。門番でありながらたいした力の持ち主だ。

　ゆっくりと周囲を見渡したリリスは目を瞠った。

「ここは……まさか地上なの……？」

　陽の光。

　澄んだ空気。

　緑あふれる草原。

　緑の大地はゆるやかな丘となってさらに先へと続いていた。

「どうやら極卒たちに『生者』がいるべき場所へと飛ばされたようだな」

　リリスは握りしめたままの手に視線を落とす。

　互いに精一杯の力で相手とはなれまいとした証。

　リリスは手を持ち上げると、ゴドフリーの手の甲へくちづけた。

「リリス？」

「ようやく取り戻せたんだと思って……」



　ほんとうにやっと。

　そんな気持ちがあふれてそれ以上は言葉にならない。

　ゴドフリーがそんなリリスを抱き寄せる。

　そっと額にくちづけた。

「ごめん。心配かけた。でもちゃんとここにいるから。狭間でもちゃんと捕まえただろう？」

「うん」

　そうだった。ゴドフリーが鞭で捕まえてくれなかったら二度と会えなかったかもしれないのだ。

　リリスは改めてゴドフリーの背中へと腕を回してぎゅっと抱きしめた。

　しばらくのあいだそうして抱き合っていると、草木を踏みしめながら近づいてくる足音に気がついた。

　そっと腕をはなしてそちらに視線を向ける。

　そこにはひとりの老人が立っていた。

　丁寧に一礼した老人はにこにこと微笑んでいる。

「まちがっていたら申し訳ありません。その場合は年寄りの戯言と聞き流してください。失礼ですが、あな

たがたはリリスさんとゴドフリーさんではないでしょうか？」

「そうですが……」

　怪訝な顔をしながらもそのとおりなので肯定した。

　そしてふと嗅ぎとったにおいに記憶が刺激されたリリスとゴドフリーは揃って瞠目した。

「あなた……ブロル？」

「ええそうです。覚えていてくださったとは嬉しい限りです」

「でもあなた、たしかまだ十代だったはず……」

　においは本人だと告げているが、魔窟や狭間をウロウロしていたあいだに少年が老人へと変貌を遂げて

いればなにがしかの魔に化かされているような気になる。

　老人となったブロルは小首をかしげた。

「私は順当に歳を重ねてきましたが」

　そこでなにかに気づいたように目を見開いて、信じられないといった表情で口元に手をあてた。

「もしかして、私が十代の子供の頃にさらわれてしまったあの事件。あれはまだ終わっていなかったのです

か？」

　尋ねていながらすでに答えを知っているような口調。

　事実であるだけに答えに詰まったリリスたちの反応を見てブロルはおののいた。

「なんということ。命の恩人にさらに五十年以上に渡って苦労をお掛けしてしまうとは、なんとお詫びを申

し上げればいいのか。せめて我が家でゆっくりと養生なさってください。ああ、それとも血のほうがよろ

しいか。こんなジジイの血でもよろしければいくらでもお飲みください」

　上着のボタンを外して首元をくつろげようとするブロルを、リリスは慌てて制した。

「もらえないわ。言ったでしょう？　それとももう忘れてしまったかしら？　飲み過ぎると命に差し障るっ

て。特に今は疲れていて加減がきかないから誰の血も飲む訳にはいかないわ」

　そこへ別の声がかかった。

「でしたらやはり我が家でゆっくりと養生なさってはいかがでしょうか。客間はあいておりますので気遣い

は無用です。ましてや夫の命の恩人とあっては、このままおかえしするわけには参りません。せめてもの

お礼をさせていただきたいのです」

　そうした好意は相手のためと見せかけて、実はお礼をしたいという自分のわがままでしかない。謝礼も

せずに済ませる自身が許せないといった感情からくるもの。



「こちらこそ気遣いは無用です。これは私たちなりの事情があっての結果。ご主人のためだけにおこなった

わけではありませんので」

　聞いてもらえはしないだろうと思いつつ、一応言うだけは言ってみた。

　案の定悲しそうな顔をされてしまった。

　押し付けがましい好意は迷惑でしかない。

「気持ちは受け取っておきます。けれど迷惑がかかるとわかっているのにお受けするわけにはいかないので

す」

　リリスは正直に今の状態を伝えた。

　かなりの疲労を抱えていること。

　一度眠ると完全に回復するまで目覚めないため数年、もしくは数十年は眠り続けることになってしまう

ということ。

「イヴェタ」

　ブロルは妻を呼んで目で合図を送った。

「ええ」

　ただそれだけで通じ合う。何十年も連れ添った夫婦らしく息がピッタリのようだ。

　だが。

「イヴェタさん？」

　聞き覚えのある名前だということにふと気づく。

　ブロルは「ああ」と言って笑った。

「ゴドフリーさんと一緒にポムラースカでお尻を叩いたあの少女です」

「まあそうだったの。それはおめでとう。やはりそれがきっかけで？」

「はい」

　照れくさそうに笑うブロルは老いてもなお純朴そうな人柄のままだったようだ。

　そういえばあの時もいい雰囲気になっていた。ブロルがくしゃみをするまでは、だったが。

　イヴェタに目をやる。

　栗毛は今ではブロルと同じ白髪になっているが、ブルーの瞳は変わりない。

「そう。それはほんとうによかったわ。偶然とはいえ仲間に入れたことは楽しい思い出となっているもの。

だからこそ余計に迷惑は掛けられないわ。どこかに長い期間静かに休めそうなところを知らないかしら。

人があまりこない森とかだと嬉しいのだけど」

「いえ、やはり我が家にお越しください」

　ブロルが手を差し伸べてくる。

「子にも孫にも伝えておきます。私の命の恩人で、妻との交際のきっかけを作ってくれた大切な人たちだ

と。たとえ何年何十年経とうとも決して眠りを妨げずに守り切るようにと」

「どうかお願いです。身勝手な申し出とはわかっておりますが、どちらにしろ休める場所は必要なのでしょ

う。客室はいくつもあるのです。一部屋提供したくらいではなんの影響もありませんので、ぜひ」

「こういってはなんですが……、数年数十年も休めるような場所は残念ながらほかにはないと思います。今

ではもうどこにいっても人の手が入っておりますので」

「五十年の間に人の世もさらに変わりました。人のこない森などもう見つからないでしょう。ですから是非

我が家においでください。疲れを癒してから世界を見て回れば、私たちの言葉が真実だったとおわかりい

ただけるはずです。そのためにもまずは我が家でゆっくりとおやすみになってください。森などよりくつ

ろげる環境を提供するとお約束いたします」



　イヴェタにも重ねて言われて、とうとうリリスたちも折れた。

　実を言うともう限界だったのだ。

「それじゃお願いするわ。実はもう移動する力もあまり残っていないようなの」

　肩をすくめてみせると、ブロルが大慌てで子供たちを呼びに行った。

「ここで待っていてくださいよ。絶対ですよ」

　何度も念をおしながら丘をくだっていく。

　その向こう側がどうなっているのか知らなかった。だから断っていた。迷惑だからと。

　だがしかし連れてこられたブロルの息子たちに、リリスは横抱きで、ゴドフリーは背負われて運ばれて

いって、ようやくブロル夫妻が言う「我が家」には「客間がたくさんある」という言葉の意味を知った。

　我が家の正体とは。

「お城……」

　むしろ要塞といったほうがいいかもしれない。

　湖に囲まれた島の上に建つ要塞のごとき城。

　四隅に円柱の塔を抱えてどっしりと構える城。それとは別に中央に四角柱の主塔が正門を見据える。

　城の外周をさらに城壁が囲って四隅には円形の兵舎が。城壁の外にも要所要所に大砲が設置されて湖上

からの侵入を阻んでいる。

　陸から城へ渡ることができるのは主塔の正面にある正門からのびる一本の小さい橋だけ。

　たしかにこれならば『何年何十年経とうとも決して眠りを妨げずに守り切る』というセリフが出てくる

のもうなずける。

　もちろんこれらの設備は今となっては飾りにすぎない。飛行機やミサイルといった現代の兵器を持ちだ

されてはとても太刀打ちはできない。

　けれど覚悟のほどはじゅうぶん窺えた。

「はい。この城が我がエリングマルク家の本家となります」

　結婚してから家を継ぐためにスウェーデンへと戻ってきたのだという。

「じゃあここはスウェーデンなの？」

「はい、そうです」

　リリスは苦笑した。

「詳しい話を聞きたいのだけど今は無理そうね」

　どちらにしても時間が足りない。まぶたは今にも閉じてしまいそうだ。

「だからブロルとイヴェタ、うんと長生きしてちょうだい。私たちが目覚めたときにたくさん話ができるよ

うに」

　どうやって恋を深めたのか。

　いつ結婚したのか。

　どんな式だったのか。

　子育ては。

　日々の記念行事は。

　きっと話題はつきないに違いない。

「まずは笑顔でおはようの挨拶からできるように、元気でいてちょうだいね。約束よ」

　イヴェタは目に涙を浮かべて何度もうなずいた。

　これで目覚める楽しみができたとリリスは笑う。

　案内された客室は天蓋付きのダブルベッドがある清潔な部屋。



　城という名に反して華やかさはないが、色合いといい装飾といい木の風合いを生かしたデザインとなっ

ており落ち着いた雰囲気でよくまとまっている。逆にそれがくつろぎの空間を演出していて好ましい。

「素敵な部屋ね」

「ここならゆっくりと休めそうだ」

　自然と笑みがこぼれ落ちる。

　二人はそっとベッドにおろされた。

　体に負担をかけないようにという、そんなささやかな気遣いすらありがたい。

「ありがとう。おやすみなさい」

　リリスとゴドフリー、ブロルにイヴェタ、そして子供たちや孫たちとで就寝の挨拶を交わす。

　こんな眠りは初めてだ。

　ブロルとイヴェタがベッドの四柱に止めていた黒レースのカーテンをおろして寝台を覆い。

　優しい陽光が射し込んでいた窓も、眠りには不要と子供たちが手分けして遮光カーテンで塞いでいく。

　静々と眠りの場を整えられていくなかで、リリスとゴドフリーは照れくさそうに目を閉じた。

　手をいつものようにつないで、ゆっくりと体から力を抜いていく。

（諦めなくてよかった）

　部屋の扉に鍵がかかる音を遠く耳にしながら、意識は静かに眠りへと落ちていった。
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